
静岡県立大学薬学部同窓会報
2025年（令和7年）№93

� 白い花　藤井尚子（昭和40年卒）

特集　薬学×○○　広がる可能性と新たな連携

主催 ：一般社団法人静薬学友会 ・静岡県立大学薬学部

【講　演】

令和 7 年度薬学生涯研修講座

「急増するサルコペニア、
　　　　　　　　フレイルの発生要因とその対策」

2026 年 2 月 22 日 （日）　
                      13 ： 00 ～ 16 ： 45

静岡県立大学小講堂 ・ および zoom 配信

1. 「運動や不活動に対する骨格筋適応の分子メカニズムとサルコペニア」
講師 ： 静岡県立大学食品栄養科学部教授　三浦　進司

2. 「その薬物療法は本当に生活のことが考えられていると思いますか？
　　　　　　　ー元気な高齢者を増やすためのリハ栄養 ・ リハ薬剤ー」

講師 ： 浅ノ川総合病院薬剤部　　東　敬一郎

【参加方法】

　　静薬学友会ホームページよりお申込みください
　　　　　　　　　

日本薬剤師研修センター研修認定単位 2 単位交付

令和 7 年度薬学生涯研修講座運営委員会　委員長　若林敬二
問い合わせ ・ 参加申込先 ： 一般社団法人静薬学友会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒422-8526　静岡県静岡市駿河区谷田 52-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL（054） 265-8763　℻（054） 265-8769

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Email:shizuyak@u-shizuoka-ken.ac.jp

3. 「まちとつながる薬局のカタチ
　　　　　　　　～サクラノキプロジェクトを通じた薬剤師の社会的役割～」

講師 ： 株式会社やまうち薬局　経営企画室 / 在宅部門　吉田　萌生

4. 「フレイル ・ サルコペアの進行を防ぐために
　　　　　　　　　　　　　ー高齢者の状態に応じた運動支援の工夫ー」

講師 ： 聖隷クリストファー大学リハビリテーション学部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理学療法学科准教授　俵　祐一

参加費無料
　　会員以外でも

ご参加いただけます

（http//ｓｈｉｚｕｙａｋｕ．ｊｐ)



静岡市の「在宅薬剤師」を目指すなら

創業４７年のすずらん薬局

イインンススタタ 会会社社　　HH  PP

会員専用Webサービスのご案内
http://shizuyaku.jp

静薬学友会 検索
スマートフォンからも
ご利用いただけます。

パスワードを
忘れた方

一度もログインしたことがない方で、パスワード
がお分かりにならない場合は、事務局にお問い
合わせください。パスワードを再発行いたします。

万一、変更したパスワードを忘れてしまった
場合は、画面のパスワードを忘れた方より、
登録済のメールアドレスと生年月日で即時
に再発行を受けることができます。

画面右上のマイページをクリックしてくださ
い。「会員ID/パスワード」を入力後、ログイン
をクリックしてください。

ご自身のID／パスワードを確実に保管していただき
ますようにお願いいたします。

Web名簿システム
ログイン 初回ログイン時には、メールアドレスと

生年月日の登録が必要になります。

＊



料金受取人払郵便

静岡南局承認
4 2 2 8 7 9 0

（受取人）

静岡市駿河区谷田 52-1
静岡県立大学内

一般社団法人　静薬学友会　行

2105

差出有効期間
2026 年 3月31日まで

郵便はがき

来年度以降も冊子体をご希望の方は、
裏面をご記入の上、

ポストにご投函ください。

切手は不要です。裏面をご記入後、
そのままポストにご投函ください。

静薬学友会報電子化のお知らせ
静薬学友会報読者の皆様へ

　会員の皆様には、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

　さて、長らく冊子体にてお届けしてまいりました「静薬学友会報」につきまして、
近年の輸送費高騰等により、経費の負担が大きくなっております。つきましては、
今後は原則として電子版を作成し、電子メールにてお届けすることといたしました。
　なお、従来どおり冊子体での送付をご希望の方におかれましては、本案内の下部
にございます葉書にてその旨お知らせくださいますようお願い申し上げます。

　今後とも本会報が皆様の交流の一助となりますよう努めてまいりますので、引き
続きご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

静薬学友会 会報編集委員会



氏名 卒業年度

住所

TEL: 　　　-　　　　-　                 
E-mail

都 道
府 県

※こちらにお書きいただいた住所等の情報を web 名簿システムに反映
いたします。

下記をご記入の上、ご投函ください。

□　冊子体の郵送を希望します

静薬学友会報冊子体希望届



　

昭
和
40
年
卒
の
藤
井
尚
子
様
の
ご
逝
去
に
接
し
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。

　

藤
井
様
に
は
、
静
薬
学
友
会
報
の
表
紙
絵
と
し
て
、
今
回
を
含
め
て

通
算
４
号
に
わ
た
り
ご
自
身
の
油
彩
画
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
然
や
季
節
の
情
景
を
穏
や
か
に
、
時
に
力
強
く
描
い
た
作
品
は
、
誌

面
に
深
い
趣
と
彩
り
を
添
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
号
ご
寄

稿
い
た
だ
い
た
解
説
文
に
は
、
モ
チ
ー
フ
へ
の
ま
な
ざ
し
や
制
作
時
の

想
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
読
者
に
作
品
の
魅
力
を
よ
り
深
く
伝
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
報
の
表
紙
絵
に
は
、「
白
い
花
」
と
題
し
た
油
彩
画
を
選
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
赤
地
の
背
景
に
緑
の
葉
と
白
い
バ
ラ
が
映
え

る
本
作
は
、
色
彩
の
対
比
が
鮮
や
か
で
あ
り
な
が
ら
、
ど
こ
か
静
け
さ

と
や
さ
し
さ
を
た
た
え
た
印
象
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
佇
ま
い
は
、

藤
井
様
の
作
品
に
共
通
す
る
、
見
る
人
の
心
に
語
り
か
け
る
力
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
で
す
。
藤
井
様
ご
自
身
の
画
集

の
あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、
油
絵
と
の
出
会
い

は
小
学
５
年
生
の
夏
休
み
の
宿
題
で
、
板
に

描
い
た「
ひ
ま
わ
り
」が
そ
の
第
１
作
で
あ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
も
絵
筆
を
取
り

続
け
ら
れ
、
二
科
展
や
東
光
展
な
ど
に
た
び

た
び
出
品
さ
れ
、
受
賞
歴
も
重
ね
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
個
展
の
開
催
や
海
外
展
覧
会
へ

の
出
品
な
ど
、
そ
の
創
作
活
動
は
国
内
外
に

広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
薬
学
を
学
ん

だ
後
も
自
己
探
求
を
続
け
、
絵
画
と
い
う
表

現
手
段
に
真
摯
に
向
き
合
い
続
け
た
藤
井
様

の
姿
勢
は
、
私
た
ち
卒
業
生
に
と
っ
て
も
深

い
示
唆
と
励
ま
し
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で

し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
ご
厚
意
と
ご

協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

在
り
し
日
の
お
人
柄
と
ご
功
績
を
偲
び
、
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

会
報
編
集
委
員
長　

佐
藤
秀
行
（
平
成
20
年
卒
）

静薬学友会報電子化のお知らせ
学部長就任挨拶　�����������　吉　成　浩　一　 2
会長挨拶　��������������　安　倍　道　治　 3
特集「薬学×○○　広がる可能性と新たな連携」
薬学×食品栄養科学×超長寿社会：広がる可能性と新たな連携　��　伊　吹　裕　子　 4
薬学とグローバル臨床開発－広がる可能性と新たな連携　��　富　安　晃　一　 5
薬学×行政－行政薬剤師としての新たな可能性－　��　天　野　祥　吾　 6
薬学×挑戦：研究者として歩むキャリア　��　上　野　宏　大　 7
薬学×海外キャリア～病院薬剤師からカナダへ～　��　鈴　木　沙　英　 8

地区同窓会だより
北海道地区　�������������　水　島　教　之　 9
関東地区　��������������　中　村　和　重　10
静岡県地区　�������������　岡　野　幸　次　11
関西地区　��������������　松　田　通　明　12
中国地区　��������������　波多野　　　力　12
九州・沖縄地区　�����������　横　田　　　崇　13
薬学生涯研修講座報告　�����������������　14
近藤基金支援者報告　�　佐　藤　彩　乃　　渡　邉　　　翠　15
� 室　谷　千　佳　　川　瀬　裕　斗　16
� 前　島　澄　香　　山　田　遥　香　17
� 石　田　光　稀　　大　城　　　熙　18
会員だより
昭和37年卒（六回生）同期会　������　河　村　信　弘　19
静薬昭和45年卒同窓会　��������　尾　阪　芳　孝　20
鬼怒川も穏やか也　ミニミニ同期会　��　溝　口　雅　子　21
日本平ホテルでの50周年記念パーティ　�　木　下　俊　也　22
小菅卓夫同門会クリスマスパーティーを開催しました　��　木　下　俊　也　23
第29回植物研究部ＯＢ会報告　�����　馬　場　宏　行　24
静薬一〇期生同期会開催報告　�����　森　田　俊　夫　25

大学だより
退職に際して　������������　賀　川　義　之　26
� 　森　本　達　也　27
新任挨拶　��������������　辻　　　大　樹　28
� 土　谷　正　樹　　塚　本　庸　平　29
研究室だより　　生化学分野　　　　　衛生分子毒性学分野� 30

薬理学分野　　　　　医薬生命化学分野� 31
身体運動科学分野　　生体機能分子分析学分野� 32
医薬品製造化学分野　生薬学分野� 33
薬剤学分野　　　　　創剤科学分野� 34
分子病態学分野　　　生体情報薬理学分野� 35
臨床薬剤学分野　　　臨床薬効解析学分野� 36
実践薬学分野　　　　医薬品化学分野� 37
生命物理化学分野　　医薬品創製化学分野� 38
統合生理学分野　　　免疫微生物学分野� 39
創薬探索センター　　薬学キャリアデザイン近藤寄附講座� 40

令和７年春の叙勲　村松郁延様　������������　41
薬学部の人事異動　������������������　41
薬学部教室名および教員一覧　�������������　42
令和６年度成績優秀者賞・岩﨑賞受賞
� 篠　原　佑　奈　　西　山　由　真　43
� 小　林　悠　人　　神　田　亜矢加　44
在学生だより　���　小　池　悠　生　　櫻　井　　　翔　45
� 本　間　帆乃果　　廣　岡　聖　菜　46
本部だより
理事会報告・総会報告　����������������　47
決算報告書　���������������������　49
各種お知らせ
最終講義のご案内　石川智久教授　　伊藤邦彦教授　���　51
静薬学友会および関西地区同窓会共同主催のご案内　���　52
静岡県地区同窓会開催のお知らせ　�����������　53
中国地区同窓会総会オンライン開催のお知らせ　�����　54
昭和46年卒同期会開催のお知らせ　�����������　55
昭和55年4月入学生及び昭和59年3月卒業生同級会開催のお知らせ　��　56
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藤
井
尚
子
様
を
偲
ん
で 

― 

表
紙
絵『
白
い
花
』と
と
も
に

藤
　
井
　
尚
　
子
（
旧
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宮
崎
）
昭
和
40
年
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「白い水差し」
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「魚のある卓上」
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「ヴェネチア」

（1） 静 薬 学 友 会 報 � 2025. 10. 24
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静
薬
学
友
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
本
学
薬
学
部
の
教
育
研
究
活
動
に
ご
支
援

い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
令

和
７
年
４
月
よ
り
薬
学
部
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
衛
生
分
子
毒
性
学
分
野
の
吉
成
浩
一

で
す
。
伝
統
あ
る
「
静
薬
」
の
長
と
し
て
責

任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
教
職
員

の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、
本
学
の
発
展
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
平
成
10
年
に
東
北
大
学
大
学
院
薬
学

研
究
科
で
学
位
を
取
得
後
、
米
国
国
立
環
境

衛
生
研
究
所
に
て
薬
物
代
謝
酵
素
誘
導
に
関

す
る
研
究
に
従
事
し
ま
し
た
。
平
成
13
年
に

ご
縁
を
い
た
だ
き
、
本
学
薬
学
部
臨
床
薬
品

学
教
室
で
三
輪
匡
男
先
生
の
も
と
助
手
・
講

師
と
し
て
４
年
半
勤
務
し
、
そ
の
後
は
母
校

の
東
北
大
学
で
講
師
・
准
教
授
を
務
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
26
年
に
出
川
雅
邦
先
生

の
後
任
と
し
て
衛
生
分
子
毒
性
学
分
野
の
教

授
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
本
学
部
の
異
な

る
研
究
室
に
二
度
着
任
す
る
と
い
う
少
し
変

わ
っ
た
経
歴
を
有
し
、
教
授
と
し
て
は
11
年

ほ
ど
で
す
が
、
本
学
部
教
員
と
し
て
は
通
算

16
年
近
く
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
研
究
と
し

て
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
薬
物
代
謝
酵
素

や
異
物
応
答
性
核
内
受
容
体
に
関
す
る
研
究

に
加
え
て
、
肝
毒
性
の
機
序
解
明
や
肝
疾
患

予
防
の
研
究
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

教
授
着
任
後
に
新
た
に
始
め
た
、
イ
ン
シ
リ

コ
情
報
を
活
用
し
た
毒
性
予
測
評
価
手
法
や

動
物
実
験
代
替
法
の
開
発
に
も
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

大
学
運
営
に
関
し
て
は
、
教
授
着
任
後
、

学
生
委
員
、
広
報
委
員
、
教
務
委
員
、
入
試

実
施
委
員
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。
学
部
長
就

任
前
の
２
年
間
は
「
薬
学
部
自
己
点
検
・
評

価
委
員
会
」
の
委
員
長
と
し
て
教
育
の
質
保

証
に
取
り
組
み
、
本
学
薬
学
部
に
つ
い
て
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会
を
得
ま
し
た
。
こ
の

活
動
は
薬
学
部
に
お
け
る
教
育
や
研
究
の
質

の
担
保
に
お
い
て
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
私

の
任
期
中
の
課
題
の
１
つ
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
場
を
借
り
て
少
し
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　

薬
学
教
育
は
平
成
18
年
に
６
年
制
が
導
入

さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
６
年
制
の
薬
学
科
を
有

す
る
全
国
の
薬
学
部
は
７
年
に
一
度
、
薬
学

教
育
評
価
機
構
に
よ
る
評
価
を
受
け
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
評
価
・
点
検
項
目
は

多
岐
に
わ
た
り
、
教
育
理
念
・
目
的
・
教
育

目
標
の
適
切
性
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
員
組

織
・
教
育
体
制
、
学
生
の
学
修
成
果
の
評
価
、

学
生
支
援
体
制
、
研
究
環
境
、
社
会
貢
献
、

質
保
証
体
制
（
自
己
点
検
・
自
己
改
善
の
シ

ス
テ
ム
）
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
本
学
も
平

成
28
年
度
と
昨
年
度
の
２
回
評
価
を
受
け
、

い
ず
れ
も
「
適
合
」
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
学
部
の
教
育
研
究
体
制
は

一
定
の
質
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
客
観
的
に

示
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
本
学
部
が
提
出
し

た
自
己
点
検
・
評
価
書
や
評
価
結
果
は
、
本

学
部
や
薬
学
教
育
評
価
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、改
善
す
べ
き
課
題
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
「
学
位
授
与
の
方
針
（
デ
ィ

プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）」
の
達
成
度
を
客
観
的

に
評
価
す
る
仕
組
み
が
ま
だ
不
十
分
で
あ
る

と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
卒
業

時
お
よ
び
在
学
中
の
学
生
を
対
象
に
到
達
度

ア
ン
ケ
ー
ト
を
２
年
前
に
導
入
し
て
お
り
、

卒
業
生
で
は
概
ね
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

を
達
成
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
在
校
生
で

は
学
年
進
行
に
伴
う
達
成
度
の
向
上
が
確
認

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
到
達
度
自
体
に
は

問
題
は
な
く
、
学
生
の
本
学
部
の
教
育
に
対

す
る
満
足
度
は
比
較
的
高
い
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
客
観
的
評
価
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
教
育
の
質
の
さ
ら
な

る
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

少
子
化
に
よ
り
大
学
進
学
者
数
が
減
少
す

る
な
か
、
本
学
部
の
質
の
高
さ
を
保
つ
に
は
、

優
秀
な
学
生
の
受
け
入
れ
と
優
れ
た
人
材
の

輩
出
を
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
薬
学
教
育
評
価
で
受
け
た
指
摘

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
教
育
研
究
体
制
を
よ

り
一
層
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を

数
値
等
で
具
体
的
に
示
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
広
報
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
学
部
長
に
就
任
し
て
か
ら

４
ヶ
月
が
過
ぎ
、
会
議
の
多
さ
や
業
務
の
重

さ
に
圧
倒
さ
れ
、
じ
っ
く
り
考
え
る
時
間
が

十
分
に
取
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
教
職
員
一
丸

と
な
っ
て
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
す
。
静
薬
学
友
会
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
ご
理
解
、
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

学
部
長
就
任
挨
拶

薬
学
部
長
就
任
に
あ
た
っ
て

静
岡
県
立
大
学
　
薬
学
部
長
　
吉　

成　

浩　

一
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会
長
挨
拶

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
、

静
薬
学
友
会
の
活
動
に
対
し
て
、
ご
理
解
と

ご
支
援
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
役
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
代
議

員
、
地
区
代
表
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
地
区
の
活
動
や
静
薬
学
友
会
の
運
営
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
静
薬
学
友
会
は
、
２
０
１
８
年
に

一
般
社
団
法
人
化
後
、
早
く
も
今
年
で
８
年

目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、

２
０
１
９
年
に
は
、
薬
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
近
藤
寄
附
講
座
を
開
設
し
、
各
界
で
活
躍

す
る
卒
業
生
の
方
々
を
講
師
に
お
招
き
し
、

最
新
の
活
動
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学

生
の
将
来
の
進
路
に
対
す
る
早
期
の
意
識
づ

け
や
薬
学
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
醸

成
を
行
う
な
ど
の
学
生
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
２
０
２
１
年
に
は
、
人
材

育
成
を
通
じ
て
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
た
め
、

会
員
の
有
志
に
よ
る
新
た
な
組
織
づ
く
り
を

行
う
な
ど
大
変
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
試
み
も

行
い
ま
し
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
賀
川
義

之
副
学
長
を
は
じ
め
薬
学
部
の
諸
先
生
方
の

ご
支
援
の
お
陰
で
着
実
に
実
績
を
積
み
上
げ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
、

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の
著
し
い
変
化
等
に

よ
り
、
組
織
の
維
持
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
存
続

を
含
め
見
直
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
、
法
人
と
し
て
の
実
績
は
十
分
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
会
の
発
展
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
静
薬
学
友
会
の
本

部
と
関
西
地
区
（
代
表 

松
田
通
明
様
）
が
協

力
し
て
行
う
事
業
と
し
て
、「
懇
親
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
の
集
い
‒
２
０
２
６
大
阪
‒
」

を
来
年
、
３
月
29
日
に
、
新
大
阪
ワ
シ
ン
ト

ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
集
い
は
、日
本
薬
学
会
第
１
４
６
年
会（
大

阪
）
の
開
催
に
合
わ
せ
実
施
す
る
も
の
で
、

薬
学
会
に
参
加
さ
れ
る
卒
業
生
や
薬
学
部
の

教
職
員
の
方
、
さ
ら
に
は
、
関
西
地
区
在
住

の
会
員
の
皆
様
の
交
流
の
機
会
と
し
て
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
機
会
は
、
２
年
前
に
関
東
地
区
が
主
体

と
な
っ
て
横
浜
で
開
催
し
た
、「
懇
親
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
集
い
」
が
、
大
学
関
係
者

や
卒
業
生
の
交
流
の
場
と
し
て
大
変
盛
会
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
２
年
に
１
回
程

度
の
頻
度
で
継
続
し
て
開
催
し
た
く
、
合
わ

せ
て
、
日
本
薬
剤
師
会
の
学
術
大
会
な
ど
の

開
催
の
機
会
を
利
用
し
て
同
様
の
集
い
を
開

催
す
る
こ
と
も
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
静
薬
学
友
会
は
、

会
の
発
展
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
生
支
援
等
を

通
じ
て
薬
学
部
の
発
展
に
も
微
力
な
が
ら
貢

献
し
た
く
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
静
薬
学
友
会
の
活
動
に
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご 

挨 

拶

一
般
社
団
法
人
静
薬
学
友
会
　
会
長
　
安　

倍　

道　

治

（
昭
和
46
年
卒
）

（3） 静 薬 学 友 会 報 � 2025. 10. 24



特特  

集集

薬
学
×
○
○　

広
が
る
可
能
性
と
新
た
な
連
携

　

私
は
薬
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
を
修
了

後
、
民
間
企
業
に
勤
務
し
ま
し
た
が
、
ほ
ど

な
く
し
て
大
学
に
戻
り
、
現
在
は
食
品
栄
養

科
学
部
環
境
生
命
科
学
科
に
所
属
し
、
薬
学

部
と
並
列
す
る
建
物
（
食
品
栄
養
科
学
部
２

号
棟
）
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
言
い
方
は
悪

い
で
す
が
、
薬
学
部
は
「
近
く
て
遠
い
存
在
」

で
あ
り
、
平
行
に
並
ぶ
研
究
棟
さ
な
が
ら
、

長
年
、
特
に
関
わ
る
こ
と
な
く
過
ご
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
こ
こ
数
年
、
薬
学
部
か
ら

審
査
会
な
ど
の
委
員
と
し
て
お
声
が
け
い
た

だ
く
機
会
が
増
え
、
先
生
方
の
研
究
内
容
を

拝
聴
す
る
う
ち
に
、「
も
っ
と
薬
学
部
の
先
生

方
と
積
極
的
に
研
究
交
流
を
し
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
」
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
原
稿
執
筆
の
機
会
を
い
た
だ
い
た

こ
と
も
あ
り
、
最
近
私
が
興
味
を
持
っ
て
い

る
研
究
の
一
部
か
ら
、
こ
れ
ら
か
ら
の
薬
学

部
と
食
品
栄
養
科
学
部
と
の
連
携
、
す
な
わ

ち
「
薬
食
連
携
」
に
よ
る
可
能
性
の
広
が
り

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ
る
今
日
、

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
は
「
老
化
」
の

制
御
が
重
要
な
鍵
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
は
長
年
、
紫
外
線
影
響
の
研
究
を

行
っ
て
き
た
た
め
、「
老
化
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
は
切
り
離
せ
な
い
関
心
事
で
す
。
食
品
栄

養
科
学
の
分
野
で
は
、
ワ
イ
ン
な
ど
に
含
ま

れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
「
レ
ス
ベ
ラ
ト
ロ
ー

ル
」
の
抗
老
化
効
果
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て

お
り
、
マ
ウ
ス
へ
の
投
与
で
栄
養
制
限
と
同

様
に
寿
命
延
長
効
果
が
見
ら
れ
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
レ
ス
ベ
ラ
ト
ロ
ー
ル
の
脱
ア

セ
チ
ル
化
酵
素
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
１
活
性
化
作
用
、

ま
た
、
抗
酸
化
作
用
な
ど
が
抗
老
化
に
寄
与

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
私
た
ち
の
体
内
の
細
胞
は
な
ぜ
老

化
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

老
化
は
不
可
逆
的
な
増
殖
停
止
状
態
で
あ
り
、

ゲ
ノ
ム
変
異
を
持
つ
細
胞
が
増
殖
し
て
が
ん

化
す
る
の
を
防
ぐ
、私
た
ち
の
体
に
と
っ
て
き

わ
め
て
重
要
な
が
ん
抑
制
機
構
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。一
方
で
、
最
近
に
な
っ
て
、
老
化
細

胞
は
炎
症
を
誘
発
す
る
、
特
定
の
条
件
下
で

再
び
増
殖
し
て
が
ん
化
す
る
な
ど
の
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、老
化
細

胞
を
除
去
す
る「
セ
ノ
リ
シ
ス（Senolysis

）」

が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
老
化

細
胞
特
有
の
機
能
を
阻
害
し
、
老
化
細
胞
の

み
を
選
択
的
に
死
滅
さ
せ
る
方
法
の
研
究
が

進
め
ら
れ
、
い
く
つ
か
の
薬
剤
が
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
「
細
胞
を
老
化
さ
せ

な
い
」
こ
と
が
主
眼
で
し
た
が
、
現
在
で
は

「
老
化
し
た
細
胞
を
取
り
除
く
」
と
い
う
発
想

が
新
た
な
潮
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
こ

こ
に
薬
学
と
食
品
栄
養
科
学
の
連
携
に
よ
る

新
し
い
展
開
が
期
待
さ
れ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
食
で
老
化
を
予
防
し
、
薬
で
老
化
細
胞

を
除
去
す
る
―
―
こ
の
組
み
合
わ
せ
こ
そ
が
、

こ
れ
か
ら
迎
え
る
超
長
寿
社
会
に
お
け
る
老

化
制
御
の
鍵
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
老

化
と
い
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
考
え
て
み

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
要
請
に
応

じ
て
、薬
学
と
食
品
栄
養
科
学
の
研
究
は
、融

合
し
な
が
ら
発
展
で
き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
の
研
究
室
で
は
、
老
化
さ
せ
た
細
胞
を

培
養
し
て
い
ま
す
。
老
化
細
胞
は
通
常
の
細

胞
と
は
異
な
る
特
徴
を
示
し
、
そ
の
振
る
舞

い
に
し
ば
し
ば
驚
か
さ
れ
ま
す
。
学
生
さ
ん

た
ち
と
は
、「
こ
ち
ら
が
あ
な
た
達
の
細
胞
、

そ
し
て
こ
ち
ら
が
私
の
細
胞
（
老
化
細
胞
）」

と
冗
談
を
交
え
な
が
ら
、紫
外
線
照
射
に
よ
っ

て
全
く
異
な
る
反
応
を
示
す
様
子
を
観
察
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
の
私
の
口
癖
は
、「
年
を

取
る
っ
て
嫌
だ
わ
〜
」
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
細
胞
応
答
の
違
い
こ
そ
が
、
私
に
と
っ
て

は
実
に
興
味
深
く
、
研
究
の
面
白
さ
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
研
究
室
で
過
ご
せ
る
時

間
も
限
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
若
い
人
た
ち

に
負
け
ず
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

薬
学
×
食
品
栄
養
科
学
×
超
長
寿
社
会
：
広
が
る
可
能
性
と
新
た
な
連
携

静
岡
県
立
大
学
食
品
栄
養
科
学
部
・
教
授
　
伊　

吹　

裕　

子

（
昭
和
63
年
卒
）
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
１
９
９
０

年
に
薬
学
部
に
入
学
し
、
４
年
次
か
ら
薬
剤

学
教
室
に
所
属
、
１
９
９
６
年
に
修
士
課
程

を
修
了
し
ま
し
た
。
在
学
中
は
ラ
グ
ビ
ー
部

に
所
属
し
、
日
々
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
仲
間
と
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。
学
業
と
部
活
動
の
両

立
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
仲
間
と
共
に
前
へ
進
む
姿
勢
」
を
体
得
で

き
た
こ
と
は
、
今
の
キ
ャ
リ
ア
に
お
い
て
も

大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

修
了
後
は
製
薬
会
社
に
就
職
し
、
臨
床
開

発
の
分
野
に
進
み
ま
し
た
。
臨
床
開
発
は
、

医
薬
品
を
患
者
さ
ん
に
届
け
る
ま
で
の
非
常

に
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
医
療
の
未
来

を
形
づ
く
る
仕
事
で
す
。
２
０
１
５
年
か
ら

２
０
１
９
年
ま
で
は
ア
メ
リ
カ
に
駐
在
し
、

現
在
も
再
び
ア
メ
リ
カ
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

薬
学
の
知
識
を
基
盤
に
、
日
々
グ
ロ
ー
バ
ル

な
チ
ー
ム
と
連
携
し
な
が
ら
、
世
界
中
の
患

者
さ
ん
の
た
め
に
新
た
な
治
療
法
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
代
の
臨
床
開
発
は
、
も
は
や
一
国
だ
け

で
完
結
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
研
究

者
、
Ｃ
Ｒ
Ｏ
（
開
発
業
務
受
託
機
関
）、
規
制

当
局
、
製
造
担
当
者
、
現
場
の
医
療
従
事
者

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
・
専
門
分
野
の
人
た

ち
と
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
異
な
る
文
化

や
価
値
観
の
も
と
で
仕
事
を
す
る
中
で
は
、

意
見
の
衝
突
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
の

国
の
人
に
も
共
通
し
て
い
る
の
が
、「
患
者
さ

ん
の
た
め
に
最
善
の
医
療
を
届
け
た
い
」
と

い
う
強
い
想
い
で
す
。
こ
の
共
通
の
目
標
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
国
境
や
立
場
を
越
え
た
連

携
が
可
能
に
な
り
、
多
様
な
視
点
が
融
合
す

る
こ
と
で
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
ブ
レ
イ
ク
ス

ル
ー
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
患
者
の
声
を
医
薬
品
開

発
の
早
い
段
階
か
ら
取
り
入
れ
る
姿
勢
が
制

度
と
し
て
根
づ
い
て
い
ま
す
。
臨
床
試
験
の

デ
ザ
イ
ン
や
承
認
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
柔

軟
な
対
応
が
多
く
、
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、
日
本
は
品
質
管
理
や
安
全
性
へ

の
取
り
組
み
に
お
い
て
非
常
に
高
い
水
準
を

誇
っ
て
お
り
、
世
界
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
両
国
の
強
み
を
活
か
し

て
補
完
し
合
う
こ
と
で
、
よ
り
良
い
医
療
の

形
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。

　

私
が
ラ
グ
ビ
ー
で
学
ん
だ
「O

ne T
eam

」

と
い
う
考
え
方
─
─
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
個

性
を
尊
重
し
な
が
ら
、一
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
チ
ー
ム
全
体
で
前
進
す
る
姿
勢
─
─
は
、

臨
床
開
発
の
仕
事
で
も
非
常
に
重
要
で
す
。

誰
か
一
人
の
力
で
は
達
成
で
き
な
い
か
ら
こ

そ
、互
い
を
信
じ
、支
え
合
い
な
が
ら
進
ん
で

い
く
。
そ
の
中
で
育
ま
れ
る
信
頼
関
係
と
情

熱
こ
そ
が
、
患
者
さ
ん
の
未
来
を
切
り
拓
く

大
き
な
力
に
な
る
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
は
、
日
本
と
世
界
を
つ
な

ぐ
“
橋
渡
し
役
”
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
と
知
識
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
薬
そ
の
も
の
の
力
も
大
切
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
新

た
な
価
値
を
創
り
出
し
て
い
く
「
人
の
力
」

が
、
こ
れ
か
ら
の
薬
学
に
は
よ
り
一
層
求
め

ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

T
hree Cheers!.

薬
学
と
グ
ロ
ー
バ
ル
臨
床
開
発
─
─
広
が
る
可
能
性
と
新
た
な
連
携
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私
は
２
０
１
０
年
に
静
岡
県
立
大
学
大
学

院
を
修
了
し
、
静
岡
県
の
行
政
薬
剤
師
と
し

て
入
庁
し
ま
し
た
。
今
年
で
16
年
目
と
な
り

ま
す
。
今
回
は
、
私
が
経
験
し
て
き
た
静
岡

県
の
行
政
薬
剤
師
の
業
務
を
紹
介
す
る
こ
と

で
、
皆
様
が
新
た
な
可
能
性
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
の
６
年
間
は
、
沼
津
工
業
技
術
支
援

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
研

究
開
発
や
相
談
等
を
通
じ
て
地
域
産
業
を
支

援
す
る
研
究
所
で
す
。
私
は
バ
イ
オ
科
に
配

属
と
な
り
、
発
酵
・
醸
造
分
野
、
特
に
清
酒

業
界
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
静
岡
県
は
、

業
界
で
は
「
吟
醸
王
国
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど

の
銘
醸
地
で
す
。
静
岡
の
清
酒
は
、
昭
和
61

年
の
全
国
新
酒
鑑
評
会
に
て
静
岡
の
清
酒
が

金
賞
を
多
数
受
賞
し
た
こ
と
で
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
沼
津
工
業

技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
開
発
さ
れ
た
「
静

岡
酵
母
」
と
い
う
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
清
酒
酵
母

と
そ
れ
を
活
か
し
た
酒
造
り
が
発
展
し
た
こ

と
に
よ
り
ま
す
。
吟
醸
香
の
一
つ
で
あ
る「
酢

酸
イ
ソ
ア
ミ
ル
」
の
香
り
が
高
く
ス
ッ
キ
リ

し
た
味
わ
い
の
清
酒
は
、「
静
岡
型
吟
醸
」
と

呼
ば
れ
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
業
界
支
援
と
し
て
、
静
岡
酵
母
の
管
理
や

新
た
な
清
酒
酵
母
の
開
発
、
清
酒
の
品
質
評

価
等
を
行
い
ま
し
た
。
酵
母
開
発
に
お
い
て

は
、
河
津
桜
か
ら
分
離
し
た
酵
母
が
実
際
に

県
内
醸
造
所
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
品
質

評
価
で
は
、
官
能
評
価
（
利
き
酒
）
に
よ
り

酒
質
を
確
認
し
、
醸
造
指
導
を
行
い
ま
す
。

全
く
の
素
人
だ
っ
た
自
分
で
し
た
が
、
こ
こ

で
の
醸
造
に
関
す
る
知
識
の
習
得
や
経
験
の

積
み
重
ね
に
よ
り
、
清
酒
専
門
評
価
者
の
認

定
を
受
け
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。
現
在
は

薬
剤
師
が
配
属
さ
れ
て
い
な
い
職
場
と
な
っ

て
お
り
、
行
政
薬
剤
師
と
し
て
は
非
常
に
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
か
所
目
は
、
藤
枝
市
に
あ
る
中
部
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

の
業
務
は
、
公
害
の
防
止
の
た
め
、
大
気
汚

染
防
止
法
や
水
質
汚
濁
防
止
法
と
い
っ
た
公

害
関
係
法
令
に
基
づ
く
事
業
者
の
監
視
・
指

導
で
す
。
事
業
者
か
ら
の
届
出
の
受
理
や
工

場
へ
の
立
入
検
査
に
よ
り
、
届
出
施
設
に
問

題
が
な
い
こ
と
の
確
認
や
、
排
ガ
ス
や
排
水

の
測
定
結
果
の
確
認
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
か
所
目
は
、
牧
之
原
市
に
あ
る
環
境
放

射
線
監
視
セ
ン
タ
ー
で
し
た
。
こ
こ
で
は
、

浜
岡
原
子
力
発
電
所
周
辺
の
安
全
を
確
認
す

る
た
め
に
、
平
時
に
お
け
る
空
間
放
射
線
量

の
監
視
や
、
農
畜
海
産
物
等
の
環
境
試
料
の

放
射
能
分
析
、
原
子
力
災
害
に
備
え
た
測
定

機
器
等
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
測
定
機
器

の
仕
様
や
放
射
能
分
析
の
技
術
等
、
専
門
的

な
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
業
務
の
間
に
猛
勉

強
し
て
第
１
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
の
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
事
故
が
あ
っ
た
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
や
、
事
故
当
時
の
状
態
の

ま
ま
と
な
っ
て
い
る
小
学
校
等
を
見
学
す
る

機
会
も
あ
り
、
こ
こ
で
も
貴
重
な
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
か
所
目
は
現
在
の
職
場
で
あ
る
県
庁
廃

棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課
に
て
、
主
に
産
業
廃
棄

物
処
理
業
や
処
理
施
設
の
許
認
可
を
行
っ
て

い
ま
す
。
最
終
処
分
場
や
焼
却
施
設
、
破
砕

施
設
、
脱
水
施
設
等
、
様
々
な
処
理
施
設
の

構
造
図
や
処
理
能
力
計
算
書
等
を
確
認
し
、

法
律
の
基
準
を
遵
守
し
て
い
る
か
を
審
査
し

て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
の
行
政
薬
剤
師
は
専
門
で
あ
る
薬

事
行
政
以
外
に
も
、
様
々
な
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。私
自
身
も
、た
っ
た
４
か
所

の
経
験
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
入

庁
時
に
は
全
く
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
様
々

な
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
苦
労

も
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
職
場
に
お
い
て
も
新

し
い
経
験
や
発
見
の
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

薬
剤
師
は
、
物
理
系
、
生
物
系
、
化
学
系

と
幅
広
く
科
学
を
学
ん
で
お
り
、
そ
の
科
学

的
知
識
や
科
学
的
思
考
が
様
々
な
分
野
で
の

活
躍
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
Ａ

Ｉ
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
が
著
し
く
、

行
政
の
現
場
に
お
い
て
も
そ
う
い
っ
た
新
た

な
技
術
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
の
い
る
職
場
で
も
、
Ａ
Ｉ
‒�

Ｏ
Ｃ
Ｒ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
と
い
っ
た
技
術
の
活
用
が

始
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
い
視

点
と
探
求
心
を
も
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
豊
富

な
科
学
的
知
識
を
有
し
、
様
々
な
業
務
を
経

験
で
き
る
行
政
薬
剤
師
は
、
薬
学
の
領
域
を

超
え
た
新
た
な
可
能
性
を
た
く
さ
ん
秘
め
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

薬
学
×
行
政 

‒
行
政
薬
剤
師
と
し
て
の
新
た
な
可
能
性
‒　

静
岡
県
庁
　
く
ら
し
・
環
境
部
　
環
境
局
　
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課
　
主
査
　
天　

野　

祥　

吾

（
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私
は
２
０
１
７
年
に
静
岡
県
立
大
学
を
卒

業
し
、
薬
剤
師
免
許
を
取
得
し
た
後
、
食
品

会
社
、
製
薬
会
社
の
企
業
研
究
者
と
し
て
の

道
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
薬
学
と
の
出
会
い

は
、
薬
剤
師
と
し
て
人
々
の
健
康
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、

大
学
で
の
研
究
活
動
を
通
じ
て
、
薬
学
の
奥

深
さ
と
可
能
性
に
魅
了
さ
れ
、
研
究
者
と
し

て
挑
戦
す
る
人
生
を
選
び
ま
し
た
。

　

学
部
時
代
は
薬
物
動
態
学
教
室
（
現
薬
剤

学
教
室
）
に
所
属
し
、
尾
上
教
授
、
佐
藤
准

教
授
の
指
導
の
も
と
、
難
溶
性
の
薬
物
や
健

康
食
品
素
材
の
溶
解
性
・
経
口
吸
収
性
を
改

善
す
る
製
剤
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
大

学
入
学
時
は
薬
剤
師
へ
の
就
職
を
考
え
、
６

年
制
コ
ー
ス
を
選
択
し
て
い
ま
し
た
が
、
研

究
室
で
の
研
究
を
行
う
中
で
、
研
究
活
動
へ

の
強
い
興
味
を
覚
え
、
企
業
研
究
者
へ
の
道

に
進
む
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。
薬
剤
師
免

許
取
得
に
向
け
た
勉
強
と
薬
局
実
習
に
励
み

な
が
ら
も
、
研
究
活
動
に
多
く
の
時
間
を
費

や
し
、
勉
強
と
研
究
の
両
立
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
こ
の
経
験
が
、
私
の
研
究
者
と
し
て
の

原
点
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

卒
業
後
は
、
機
能
性
表
示
食
品
の
研
究
に

力
を
入
れ
て
い
る
食
品
会
社
に
入
社
し
ま
し

た
。
大
学
時
代
に
取
り
組
ん
だ
健
康
食
品
素

材
の
吸
収
性
改
善
研
究
が
当
社
の
研
究
方
針

と
一
致
し
て
い
た
こ
と
が
決
め
手
で
し
た
。

医
薬
品
と
健
康
食
品
は
規
制
の
面
で
は
大
き

く
異
な
り
ま
す
が
、
効
能
を
発
揮
す
る
上
で

の
成
分
の
吸
収
や
薬
物
動
態
の
観
点
で
は
共

通
点
が
多
く
、
大
学
で
培
っ
た
知
識
を
活
か

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
社
で
は
、
素
材

の
物
性
改
善
な
ど
の
プ
レ
フ
ォ
ー
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
研
究
か
ら
錠
剤
化
な
ど
の
製
剤
化
研

究
ま
で
、
一
貫
し
て
製
剤
研
究
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
、
６
年
半
の
在
籍
期
間
で
非
常
に

多
く
の
知
識
と
経
験
を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
優
れ
た
効
果
と
厳
格
な
規
制
が

定
め
ら
れ
て
い
る
医
薬
品
分
野
に
挑
戦
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
第
一
三
共
ヘ
ル
ス
ケ

ア
株
式
会
社
に
転
職
し
ま
し
た
。
現
在
は
主

に
か
ぜ
薬
の
製
剤
研
究
に
従
事
し
て
お
り
、

成
分
の
安
定
性
を
高
め
る
物
性
改
善
研
究
や

製
造
プ
ロ
セ
ス
の
最
適
化
な
ど
、
よ
り
高
度

な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
医
薬
品
の

規
制
対
応
は
初
め
て
の
経
験
領
域
で
あ
り
、

社
会
人
８
年
目
を
迎
え
た
今
で
も
、
日
々
新

し
い
学
び
と
挑
戦
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
職
在
籍
中
に
は
尾
上
教
授
か
ら
、

母
校
で
博
士
号
取
得
へ
の
挑
戦
を
勧
め
ら
れ

ま
し
た
。
大
学
時
代
に
取
り
組
ん
だ
研
究
成

果
を
も
と
に
論
文
博
士
と
し
て
学
位
取
得
を

目
指
す
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
お
話
は
、

自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
い
て
非
常
に
意

義
深
く
、
薬
学
研
究
者
と
し
て
の
専
門
性
を

高
め
る
貴
重
な
機
会
で
し
た
。
学
位
取
得
に

は
主
論
文
と
し
て
原
著
論
文
を
４
報
用
意
す

る
必
要
が
あ
り
、
過
去
の
研
究
成
果
を
再
整

理
し
、
論
文
と
し
て
ま
と
め
上
げ
る
作
業
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
験
デ
ー
タ
の
再

解
析
、
考
察
の
深
掘
り
、
文
献
調
査
な
ど
、

細
部
に
わ
た
る
作
業
を
会
社
の
就
業
後
や
休

日
を
使
っ
て
地
道
に
進
め
ま
し
た
。
特
に
、

論
文
の
構
成
や
英
語
で
の
表
現
に
は
苦
労
し
、

何
度
も
修
正
を
重
ね
な
が
ら
完
成
度
を
高
め

て
い
き
ま
し
た
。
仕
事
と
並
行
し
て
論
文
を

執
筆
す
る
こ
と
は
時
間
的
に
も
精
神
的
に
も

大
き
な
挑
戦
で
し
た
が
、
研
究
に
対
す
る
情

熱
と
、
恩
師
の
支
え
、
そ
し
て
「
挑
戦
す
る

心
」
が
原
動
力
と
な
り
、
今
年
度
に
母
校
で

薬
学
博
士
の
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
、
研
究
者
と
し
て
の

自
信
と
誇
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
薬
学
を
通
じ
た
研
究
活
動
は
、

常
に
「
挑
戦
」
の
連
続
で
し
た
。
薬
学
は
非

常
に
広
範
な
分
野
で
あ
り
、
学
び
続
け
る
こ

と
で
新
た
な
発
見
と
課
題
に
出
会
い
ま
す
。

そ
う
し
た
挑
戦
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
の

は
、
指
導
教
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
職
場

の
方
々
や
家
族
な
ど
、
周
囲
の
方
々
の
温
か

い
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
経
験
は
何
よ
り
の
財

産
で
あ
り
、「
経
験
は
嘘
を
つ
か
な
い
」
と
い

う
信
念
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も
薬
学
の
世
界

で
専
門
領
域
を
問
わ
ず
挑
戦
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

薬
学
×
挑
戦
：
研
究
者
と
し
て
歩
む
キ
ャ
リ
ア

第
一
三
共
ヘ
ル
ス
ケ
ア
株
式
会
社
　
上　

野　

宏　

大

（
平
成
29
年
卒
）
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こ
の
た
び
、
特
集
記
事
執
筆
の
機
会
を
い

た
だ
き
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
私
は
２
０�

２
０
年
に
静
岡
県
立
大
学
を
卒
業
後
、
北
里

大
学
病
院
に
て
２
年
間
の
レ
ジ
デ
ン
ト
研
修

を
経
て
、
病
棟
担
当
薬
剤
師
と
し
て
１
年
間

勤
務
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
派
遣
薬
剤
師
と

し
て
複
数
の
薬
局
で
勤
務
し
な
が
ら
、
カ
ナ

ダ
で
薬
剤
師
と
し
て
働
く
こ
と
を
目
標
に
、

英
語
や
各
種
試
験
の
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
２
４
年
12
月
に
カ
ナ
ダ
へ
渡
航
、

実
習
と
実
技
試
験
を
終
え
、２
０
２
５
年
７
月

よ
り
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
に
て

薬
剤
師
と
し
て
登
録
さ
れ
て
、現
在
は
チ
ェ
ー

ン
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　

病
院
薬
剤
師
時
代
に
は
、
病
棟
業
務
、
調

剤
、
混
注
、
学
生
指
導
な
ど
を
主
に
行
い
ま

し
た
。
レ
ジ
デ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
オ
ン

ラ
イ
ン
海
外
研
修
や
診
療
科
研
修
、
臨
床
研

究
、
他
大
学
病
院
レ
ジ
デ
ン
ト
と
の
交
流
会

な
ど
も
経
験
し
ま
し
た
。
毎
日
勉
強
の
日
々

で
大
変
で
し
た
が
こ
の
経
験
を
通
し
て
薬
剤

師
と
し
て
の
基
盤
と
な
る
知
識
や
姿
勢
を
身

に
着
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

以
前
か
ら
抱
い
て
い
た
「
海
外
で
働
き
た
い
」

と
い
う
思
い
を
実
現
す
べ
く
、
カ
ナ
ダ
へ
の

挑
戦
を
決
意
し
ま
し
た
。
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
北
里
大
学
の
教
員
で
あ
り
、
ア
メ

リ
カ
でPharm

D

を
取
得
後
、
臨
床
薬
剤
師

と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
た
岩
澤
真
紀
子
先

生
と
の
出
会
い
で
す
。
先
生
の
海
外
で
の
経

験
談
に
刺
激
を
受
け
、「
興
味
が
あ
る
な
ら
、

す
ぐ
行
く
べ
き
」
と
力
強
い
後
押
し
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
カ
ナ
ダ
で
薬
剤
師

と
し
て
働
か
れ
て
い
る
佐
藤
厚
先
生
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
、
進
む
べ
き
道
が
よ
り
具
体
的

に
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
で
薬
剤
師
資
格
を
取
得
す
る
に
は
、

書
類
審
査
お
よ
び
英
語
の
試
験
の
ほ
か
、
２

つ
の
筆
記
試
験
と
実
技
試
験
、
州
ご
と
の
法

規
試
験
へ
の
合
格
が
必
要
で
す
。ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
で
は
、
３
ヶ
月
の
講
義

お
よ
び
３
ヶ
月
の
実
習
か
ら
な
る
ブ
リ
ッ
ジ

ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
私
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
カ
ナ

ダ
薬
局
実
務
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
の
薬
剤
師
は
州
に
よ
り
ま
す
が
、

処
方
箋
受
付
に
加
え
て
、
予
防
接
種
や
デ
ノ

ス
マ
ブ
な
ど
の
薬
剤
投
与
、
オ
ピ
オ
イ
ド
中

毒
患
者
へ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

軽
度
疾
患
へ
の
処
方
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
や
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
の
分
業

も
進
ん
で
お
り
、
薬
剤
師
は
よ
り
臨
床
的
・

専
門
的
な
業
務
に
集
中
で
き
ま
す
。
特
に
、

医
師
の
予
約
待
ち
が
長
い
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
、

薬
剤
師
は
最
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
医
療
従

事
者
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
強
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
日
本
の
薬
剤
師
業
務
が
優
れ
て

い
る
と
感
じ
る
点
も
多
々
あ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
粉
砕
や
残
薬
調
整
、
在
宅
訪
問
な
ど
、

日
本
の
調
剤
薬
局
が
提
供
す
る
き
め
細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
は
、
カ
ナ
ダ
で
は
一
般
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ナ
ダ
で
は
慢
性
疾
患
に
関

し
て
は
リ
フ
ィ
ル
処
方
が
基
本
で
あ
り
、
門

前
薬
局
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
患
者
は
主

に
自
宅
近
く
の
薬
局
を
自
由
に
選
び
処
方
を

受
け
取
り
ま
す
。
医
師
と
の
直
接
的
な
連
携

機
会
は
限
ら
れ
る
面
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

分
薬
剤
師
自
身
の
判
断
と
責
任
が
重
く
、
専

門
職
と
し
て
の
自
律
性
が
強
く
求
め
ら
れ
る

印
象
で
す
。

　

今
は
ま
だ
カ
ナ
ダ
で
駆
け
出
し
の
薬
剤
師

で
す
が
、
異
な
る
医
療
制
度
と
文
化
の
中
で

働
く
こ
と
で
、
薬
剤
師
と
い
う
職
業
の
新
た

な
可
能
性
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
医

療
の
良
さ
を
再
認
識
す
る
一
方
で
、
制
度
が

違
え
ば
求
め
ら
れ
る
役
割
も
異
な
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
薬
剤
師
は
、
ま
だ
ま
だ
進
化

で
き
る
職
種
だ
と
思
い
ま
す
。

　

免
許
取
得
ま
で
の
準
備
は
決
し
て
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在
は
非
常
に

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ

で
も
日
本
出
身
の
薬
剤
師
が
増
え
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。
も
し
、
海
外
で
の
キ
ャ
リ
ア

に
少
し
で
も
関
心
が
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
一
歩
踏
み
出
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
皆
様
の
さ
ら
な
る

ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

薬
学
×
海
外
キ
ャ
リ
ア 

〜
病
院
薬
剤
師
か
ら
カ
ナ
ダ
へ
〜

London D
rugs

（
カ
ナ
ダ
）薬
剤
師
　
鈴　

木　

沙　

英

（
令
和
２
年
卒
）
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北
海
道
地
区

地
区
同
窓
会
代
表
　
水
島
教
之

（
昭
和
54
年
卒
）

　

な
か
な
か
支
部
総
会
が
出
来
ず
、
悩
ん
で

い
ま
す
。
北
海
道
は
広
く
、
函
館
・
釧
路
・

北
見
な
ど
は
宿
泊
し
な
い
と
参
加
で
き
ま
せ

ん
。
札
幌
圏
の
卒
業
生
だ
け
集
ま
っ
て
も
と

考
え
て
し
ま
う
と
な
か
な
か
開
催
で
き
な
い

状
態
で
す
。
僕
の
次
の
支
部
長
も
決
め
る
た

め
に
も
集
ま
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
参
議
院
選
挙
は
社
会
保
障
費
が
争

点
の
一
つ
で
し
た
が
、
い
ざ
選
挙
に
な
る
と

ど
の
候
補
か
ら
も
社
会
保
障
費
の
話
は
出
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
年
末
の
予
算
編
成
の
時

に
話
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
国
民
の

審
判
を
受
け
ず
に
軽
々
し
く
決
め
な
い
で
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
自
生
大
麻
は
北
海
道
・
青
森
・

岩
手
で
多
く
、
中
で
も
北
海
道
は
断
ト
ツ
多

く
、
全
体
の
９
割
が
北
海
道
で
す
。
特
に
北

見
で
は
多
く
、
日
常
的
に
大
麻
が
自
生
し
て

い
ま
す
。
先
日
北
見
保
健
所
の
方
か
ら
見
せ

て
い
た
だ
い
た
ス
ラ
イ
ド
で
は
、ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
大
麻
草
が
顔
を
出
し
て
い
ま
し

た
。
今
年
も
７
月
24
日
に
20
名
で
刈
り
取
り

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
小
山
の
奥
深
く
、
何

故
か
道
が
踏
み
か
た
め
て
あ
り
、
何
回
か
下

見
に
来
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
は

猛
暑
で
枯
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
や
、痩
せ
細
っ

た
大
麻
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の

猛
暑
は
大
麻
に
も
辛
い
よ
う
で
す
。
最
終
的

に
は
１
万
本
刈
り
取
り
を
し
、
終
了
し
ま
し

た
。

　

ま
た
来
年
も
頑
張
り
ま
す
。

地
区
同
窓
会
だ
よ
り
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関
東
地
区　
総
会
開
催

地
区
同
窓
会
代
表
　
中
村
和
重

（
平
成
４
年
卒
）

　

関
東
地
区
で
は
、
２
０
２
４
年
10
月
19
日

に
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
講
演
会

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
16

名
の
同
窓
生
が
出
席
と
い
う
小
規
模
な
も
の

で
し
た
が
、
世
代
や
職
域
を
超
え
た
交
流
と

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

幸
い
に
も
、
総
会
に
出
席
さ
れ
た
全
員
が
、

関
東
地
区
の
幹
事
と
し
て
新
た
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
新
代
表
（
中
村
和
重
）
の
選

出
お
よ
び
前
代
表
（
本
島
玲
子
さ
ん
）
か
ら

の
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

会
則
を
一
部
改
正
、
代
表
代
行
や
会
計
監
事

の
人
数
を
見
直
し
て
現
状
に
即
し
た
形
と
し
、

よ
り
柔
軟
で
実
効
性
の
あ
る
運
営
体
制
を
整

え
ま
し
た
。

　

当
地
区
の
活
動
方
針
と
し
て
は
、「
会
員
同

士
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
機
会
の
創
出
」
を

重
要
視
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、行
政
や

民
間
・
医
療
現
場
な
ど
各
界
で
活
躍
す
る
同

窓
生
に
よ
る
講
演
会
に
加
え
、
日
本
薬
学
会

の
年
会
や
薬
剤
師
会
学
術
大
会
と
時
期
を
合

わ
せ
た
企
画
な
ど
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
２
０�

２
５
年
度
末
に
は
、
２
０
２
３
年
度
に
横
浜

で
開
催
し
た
「
懇
親
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

の
集
い
」
の
よ
う
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
再
び

実
施
す
る
案
も
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
生

の
専
門
性
や
経
験
を
活
か
し
た
活
動
は
、
地

域
社
会
や
薬
学
分
野
へ
の
貢
献
に
も
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
当
地
区
に
限
ら
ず
、
若
手
卒
業

生
の
参
加
促
進
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
情
報
発
信
の
強
化
も
視
野
に
入
れ
た
、
よ

り
多
様
な
形
で
の
同
窓
会
活
動
の
展
開
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
卒
業
生
の
進
路
や
活

動
領
域
が
多
様
化
す
る
中
で
、
同
窓
会
が
果

た
す
役
割
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
情
報

交
換
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
通
じ

て
、
会
員
相
互
の
支
援
体
制
を
築
く
こ
と
が
、

重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

関
東
地
区
同
窓
会
で
は
、
学
友
会
会
員
の

皆
様
の
ご
意
見
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
よ
り

実
り
あ
る
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
等
開
催
の
折
り
に
は
、
地
区
を
問
わ

ず
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

役割（地区） 氏　名 学部卒年
1 地区代表 中　村　和　重 Ｈ04（1992）
2 地区代表代行 本　島　玲　子 Ｓ58（1983）
3 地区代表代行 仲　谷　博　明 Ｓ45（1970）
4 幹事（会計監事） 佐　藤　泰　士 Ｈ05（1993）
5 幹事（会計監事） 松　浦　大　輔 Ｈ01（1989）
6 幹事 関　本　征　史 Ｈ08（1996）修士
7 幹事 多　田　義　孝 Ｈ01（1989）
8 幹事 加　藤　彩　香 Ｈ26（2014）
9 幹事 稲　葉　良　生 Ｓ50（1975）
10 幹事 中　村　真　典 Ｓ51（1976）
11 幹事 高　橋　俊　博 Ｓ55（1980）
12 幹事（会計担当） 佐　野　弘　和 Ｈ25（2013）
13 幹事 神　野　文　宏 Ｈ05（1993）
14 幹事 越　田　　　晃 Ｓ59（1984）
15 幹事 中　原　　　努 Ｈ03（1991）
16 幹事 田　井　鉄　男 Ｓ59（1984）
17 幹事 海老原　　　毅 Ｓ59（1984）
18 幹事 大　木　健　史 Ｈ07（1995）
19 幹事 進　藤　大　地 Ｒ02（2020）

関東地区同窓会総会　2024年10月19日
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静
岡
県
地
区

地
区
同
窓
会
会
長
　
岡
野
幸
次

（
昭
和
57
年
卒
）

　

静
岡
県
地
区
同
窓
会
総
会
を
令
和
７
年
１

月
26
日
（
日
）
に
静
岡
市
（
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ

ア
静
岡
）
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
30

年
に
静
薬
学
友
会
が
法
人
化
さ
れ
、
一
般
社

団
法
人
静
薬
学
友
会
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

静
薬
学
友
会
静
岡
県
地
区
同
窓
会
の
立
上
げ
、

定
期
総
会
、
研
修
会
及
び
懇
親
会
を
行
い
ま

し
た
。
出
席
者
数
は
、
総
会
及
び
研
修
会
で

47
名
、
懇
親
会
で
40
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

役
員
選
任
で
は
、
新
た
に
私
が
静
岡
県
地

区
同
窓
会
の
会
長
、
副
会
長
に
田
中
喜
久
夫

さ
ん
（
昭
和
59
年
卒
）、
会
計
に
石
井
め
ぐ
み

さ
ん
（
平
成
15
年
卒
）
と
な
り
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
初
め
に
、
学
友
会
の
安
倍

会
長
か
ら
「
静
薬
学
友
会
の
現
状
」、
引
き
続

き
、
静
岡
県
立
大
学
賀
川
義
之
副
学
長
か
ら

「
静
岡
県
立
大
学
の
現
状
」、
最
後
に
、
静
岡

県
病
院
薬
剤
師
会
会
長　

社
会
医
療
法
人
駿

甲
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ス
ピ
タ
ル
甲
賀
病

院　

医
療
技
術
部
部
長　

渡
邉
学 

先
生（
平

成
７
年
卒
）
か
ら
「
静
岡
の
病
院
薬
剤
師
が

足
り
な
い
!!
～
病
院
薬
剤
師
会
の
偏
在
対
策

と
地
域
連
携
の
取
り
組
み
～
」
と
い
う
演
題

で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
薬
剤
師
の

教
育
、
養
成
か
ら
職
域
に
お
け
る
諸
問
題
に

つ
い
て
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
近
況
な
ど
を
語

ら
い
、大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
会
は
、
令
和
８
年
２
月
１
日
に
開

催
し
ま
す
。
地
区
会
員
の
皆
様
と
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

 
（
Ｐ
53
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
下
さ
い
。）

静岡県地区同窓会総会の様子

静岡県地区同窓会総会　ホテルアソシア静岡　2025年1月26日
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中
国
地
区

地
区
同
窓
会
代
表
　
　
波
多
野
　
力

（
昭
和
52
年
卒
）

　

本
中
国
地
区
で
は
、
２
０
０
９
年
４
月
か

ら
地
区
代
表
（
代
議
員
）
を
務
め
て
こ
ら
れ

た
池
田
潔
氏
（
昭
和
54
年
学
部
卒
）
の
ご
尽

力
に
よ
っ
て
、
中
国
各
県
在
住
の
卒
業
生
を

お
も
な
対
象
と
し
た
講
演
会
な
ど
の
活
動
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
般
、
池
田
氏
お

よ
び
安
倍
道
治
学
友
会
会
長
か
ら
の
ご
要
請

が
あ
り
、
本
年
５
月
の
理
事
会
を
経
て
波
多

野
（
昭
和
52
年
学
部
卒
）
が
同
職
を
引
き
継

ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
６
月
の
同
窓
会
総
会
へ
の
参
加
を
機

に
、
あ
ら
た
め
て
私
も
静
岡
県
立
大
学
草
薙

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
周
囲
の
風
景
も
少
し
ず

つ
変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
特
に
静
岡
市

か
ら
離
れ
た
地
域
に
居
ら
れ
る
同
窓
生
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
季
節
の
良
い
お
り

に
大
学
の
周
辺
を
歩
い
て
み
ら
れ
ま
す
と
、

新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

本
年
８
月
に
広
島
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
第

42
回
和
漢
医
薬
学
会
学
術
大
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
同
窓
会
中
国
地
区
に
て
ご
講
演
な
ど
の

多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
き
た
中
島
正

光
・
広
島
国
際
大
学
教
授
が
大
会
長
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
民
公
開
講
座
も
開
催
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
、
地
区
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に

同
大
会
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
中
島
教
授
は
、
東
亜
医
学
協
会
理
事
長

を
経
て
和
漢
医
薬
学
会
理
事
長
を
務
め
ら
れ

て
お
り
、
本
学
術
大
会
に
お
き
ま
し
て
も
、

多
く
の
テ
ー
マ
で
の
講
演
等
を
準
備
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
日
々
、
薬
局
や
病
院
薬
剤
部
等

で
漢
方
処
方
・
方
剤
に
接
し
て
お
ら
れ
る
同

窓
生
の
皆
様
も
少
な
く
な
い
と
は
存
じ
ま
す

が
、
漢
方
医
学
概
念
の
多
義
性
・
複
雑
性
等

の
問
題
も
あ
っ
て
学
習
の
困
難
さ
を
感
じ
て

お
ら
れ
る
向
き
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
存

じ
ま
す
。
ご
多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
こ
の

機
会
に
本
学
術
大
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

漢
方
の
新
た
な
活
用
法
へ
の
端
緒
な
ど
見
出

し
て
い
た
だ
け
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

同
窓
会
中
国
支
部
の
今
後
の
活
動
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
よ
り
多
く
の
会
員
の
皆
様
に

中
国
地
区
講
演
会
等
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
も
含
め
て
検
討

し
、
交
流
が
進
め
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
Ｐ
54
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
下
さ
い
。）

関
西
地
区

～「
懇
親
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
集
い

�

－ 
２
０
２
６
大
阪 

－」
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
～

地
区
同
窓
会
代
表
　
松
田
通
明

（
平
成
２
年
卒
）

　

静
薬
学
友
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
は
関
西
地
区
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が

拡
大
し
た
２
０
２
０
年
以
降
、
お
知
り
合
い

の
方
と
対
面
で
会
う
機
会
が
め
っ
き
り
減
っ

た
と
お
感
じ
の
方
は
、
少
な
か
ら
ず
居
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
感
染
症
の
影
響
で
５
年
ぶ
り
と
な
っ

た
関
西
地
区
同
窓
会
を
、
一
昨
年
（
２
０
２�

３
年
）
に
、
会
場
参
加
と
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。
恒
例

で
は
、
今
年
度
（
２
０
２
５
年
度
）
に
地
区

同
窓
会
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
と

こ
ろ
、
静
薬
学
友
会
本
部
か
ら
の
提
案
も
あ

り
、
来
年
（
２
０
２
６
年
）
３
月
開
催
の
日

本
薬
学
会 

第
１
４
６
年
会
（
大
阪
）
に
合
わ

せ
、
そ
の
学
会
最
終
日
の
２
０
２
６
年
３
月

29
日
（
日
）
に
、
静
薬
学
友
会
本
部
と
共
同

で
、
関
西
地
区
と
全
国
的
な
「
懇
親
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
集
い

－

２
０
２
６
大
阪

－

」

を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。（
本
会
報

（
ｐ
52
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

　

地
区
同
窓
会
を
大
阪
で
開
催
す
る
の
は
久

し
ぶ
り
で
す
。
関
西
地
区
同
窓
会
の
皆
様
も

奮
っ
て
ご
参
加
頂
き
、
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
の
同
窓
の
皆
様
、
新
旧
の
大

学
の
先
生
方
、
学
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
大
阪
へ
ど
う
ぞ
お

越
し
く
だ
さ
り
、
新
た
な
交
流
の
場
と
し
て

友
好
が
深
ま
り
お
楽
し
み
頂
け
ま
す
様
、
歓

迎
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
集
い
に
向
け
、
今
春
に
は
、
地
区
学

友
会
の
新
旧
役
員
（
一
部
）
と
再
会
す
る
機

会
を
持
ち
ま
し
た
。
最
後
に
お
会
い
し
て
７

年
程
経
つ
方
も
お
ら
れ
、
時
間
と
い
う
ス
パ

イ
ス
が
加
わ
り
、
懐
か
し
く
も
新
鮮
で
あ
り

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
話
が
弾
み
、

時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
程
で
し
た
。

　

来
年
３
月
に
向
け
て
、
動
き
出
し
て
お
り

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

p.s.�

地
区
会
員
の
皆
様
の
お
声
や
連
絡
先
情
報

な
ど
、
以
下
の
連
絡
先
に
お
寄
せ
頂
け
れ

ば
幸
甚
で
す
。

連
絡
先
：
松
田
通
明

E-m
ail

：shizuyaku.kansai@
gm
ail.com

（
注
：shizuyaku

とkansai

の
間
に
．（
ピ
リ

オ
ド
）
が
入
っ
て
い
ま
す
）

2025. 10. 24 �（12）静 薬 学 友 会 報



九
州
・
沖
縄
地
区

地
区
同
窓
会
役
員
　
熊
本
市
内
在
住
　

横
田
　
崇

（
平
成
11
年
卒
）

　

静
薬
学
友
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
が
県
立
大
学
を
卒
業
し
て
早
い
も
の
で

30
年
近
く
経
ち
ま
し
た
。
卒
業
後
、
医
療
機

関
で
感
染
制
御
や
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
、
が
ん

化
学
療
法
、
緩
和
医
療
関
連
の
業
務
に
従
事

し
た
後
、
今
年
１
月
よ
り
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
や
片
頭
痛
を
中
心
と
し
た
病
院
に
勤
務
し

て
い
ま
す
。
昨
年
末
に
身
内
を
進
行
性
の
神

経
疾
患
で
見
送
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の

勤
務
先
に
と
て
も
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。
50

床
と
小
回
り
が
利
く
規
模
の
た
め
、
部
署
同

士
顔
が
見
え
や
す
く
職
種
を
超
え
た
連
携
が

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
神
経
疾
患

は
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
症
状
や
課
題
が
多
様

で
、
病
棟
で
の
朝
の
申
し
送
り
に
参
加
す
る

こ
と
で
気
付
き
や
処
方
提
案
の
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
取

得
し
た
抗
菌
化
学
療
法
認
定
薬
剤
師
の
資
格

を
活
か
し
て
院
内
感
染
対
策
に
関
わ
り
な
が

ら
、パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
療
養
指
導
士（
２
０
２�

２
年
か
ら
薬
剤
師
も
認
定
対
象
）
取
得
と
業

務
へ
の
還
元
を
目
指
し
て
日
々
励
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
他
、
縁
あ
っ
て
看
護
学
校
の
臨
床

薬
理
学
講
義
の
担
当
を
10
年
近
く
続
け
て
お

り
、
知
識
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
や
看
護
職
側
か

ら
見
た
医
薬
品
安
全
管
理
に
関
す
る
様
々
な

気
付
き
に
繋
げ
て
い
ま
す
（
講
義
内
容
は
院

内
研
修
会
や
実
務
実
習
に
も
還
元
）。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
在
学
中
に
当
時
北

安
東
に
あ
っ
た
血
液
セ
ン
タ
ー
で
骨
髄
ド

ナ
ー
登
録
を
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始

め
た
献
血
（
30
年
目
で
よ
う
や
く
３
２
０
回

目
に
到
達
）
や
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
（
い
つ
の
日

か
静
岡
マ
ラ
ソ
ン
に
出
走
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
）、
登
山
な
ど
で
ｏ
ｎ 

ｏ
ｆ
ｆ
を

切
り
替
え
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。
写
真

は
11
年
前
、
初
め
て
の
富
士
登
山
の
時
に
持

参
し
た
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
測
定
結

果
で
す
。
酸
素
濃
度
が
平
地
の
約
80
％
と
い

わ
れ
て
い
た
通
り
、
Ｓ
ｐ
Ｏ
２
も
山
頂
で
は

安
静
時
で
も
80
％
で
し
た
が
、
息
苦
し
さ
は

皆
無
で
不
思
議
な
感
じ
が
し
ま
し
た
（
喘
息

発
作
時
で
は
95
％
で
も
か
な
り
息
苦
し
い
で

す
）。
２
泊
３
日
の
山
小
屋
利
用
の
た
め
、
高

山
病
の
心
配
も
な
く
ご
来
光
も
２
度
観
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
地
区
同
窓
会
活
動
の
近
況
に
つ

い
て
で
す
が
、
先
日
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
県
外
の
先
生
方
と
お
会
い
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
久
々
に
お
会
い
し
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
在
学
中
の
九
州
人
会
の
時
の
こ

と
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
し

た
。
地
区
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
る
と
、
今
回

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
よ
う
に
、
き
っ
と
皆
様

の
交
流
が
深
ま
る
場
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

開
催
さ
れ
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
頂
け
る
と

幸
い
で
す
。

↑富士山 7合目（2800ｍ）

↑富士山 7合目（2800ｍ）まだ95％

↑山頂浅間神社（3450ｍ）80％
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令和６年度薬学生涯研修講座報告

「慢性心不全の基礎と臨床 ～地域連携の取り組みを含めて～」

主催：一般社団法人静薬学友会/静岡県立大学薬学部
後援：静岡県薬剤師会/静岡県病院薬剤師会/静岡市薬剤師会

　令和７年２月24日（月・振休）、静岡県立大学小講堂
にて、令和６年度薬学生涯研修講座が開催されました。
今回はオンライン配信を併用したハイブリッド形式で
実施し、会場とオンライン合わせて117名の方にご参加
いただきました。
　日本は高齢化に伴い、慢性心不全患者が増加する
「心不全パンデミック」という状況に直面しています。
こうした現状を踏まえ、今回の研修では「慢性心不全
の基礎と臨床」をテーマに掲げました。
　本講座では、４名の講師が心不全に関する基礎から臨床までを網羅した充実した講演を行い
ました。心不全の病態、遺伝子変異との関連性、最新の治療ガイドライン、そして地域医療連
携や退院後のフォローアップ、保険薬局における在宅患者への対応など、多角的な視点から学
びを深める機会となりました。
（日本薬剤師研修センター研修認定 ２単位）

【講演】
１．「心不全の基礎研究～心臓のリモデリングと新機能不全について～」
　　講師　静岡県立大学薬学部分子病態学講座講師　刀坂泰史（平成15年卒）
　　座長　静岡県立大学薬学部医薬生命化学分野教授　浅井知浩（理事・平成９年卒）

２．「心不全の薬物療法・ガイドラインと病院薬剤師の関わり」　
　　講師　静岡県立総合病院薬剤部　古谷翔太先生（平成27年卒）
　　座長　菊川市立総合病院薬剤科長　瀧　祐介（理事・平成12年卒）

３．「心不全患者への退院後の服薬フォローアップと薬薬連携の取り組みについて」
　　講師　医療法人恒仁会新潟南病院薬剤部長　渡部　学先生
　　座長　社会医療法人駿甲会甲賀病院医療技術部部長/静岡県病院薬剤師会会長
� 　渡邉　学（理事・平成７年卒）

４．「在宅心不全患者への保険薬局薬剤師の対応と医療連携」　
　　講師　浜松センター薬局　久我明男先生
　　座長　浜松市薬剤師会副会長　野寄秀明（理事・平成10年卒）

（2025．2．24）
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医
薬
品
化
学
分
野
　
佐
藤
　
彩
乃

（
令
和
７
年
卒
）

　

私
が
短
期
語
学
研
修
へ
の
参
加
を
決
意
し

た
理
由
は
、
や
ら
な
い
後
悔
を
し
た
く
な
い

と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。
約
１
年
間
に
わ
た

る
就
職
活
動
を
通
じ
て
、
今
後
ま
す
ま
す
海

外
市
場
の
拡
大
が
重
要
に
な
る
と
実
感
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
英
語
力
の
必
要
性
を

痛
感
し
、
日
々
少
し
で
も
英
語
に
触
れ
る
こ

と
を
目
標
に
勉
強
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
特
に
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
に
十
分
な
時
間

を
割
く
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
点
に
課
題
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
学
１
年
生
の
２
月
頃
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
様
々
な
活
動

が
制
限
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
１
年
生
の
夏

に
挑
戦
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大
学
生
と

し
て
最
後
の
機
会
を
活
か
し
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
は
難
し
い
１
ヶ
月
と
い
う
期
間

を
使
っ
て
、
英
語
力
の
向
上
だ
け
で
な
く
、

日
本
と
は
異
な
る
文
化
に
つ
い
て
も
学
び
た

い
と
考
え
ま
し
た
。

　

実
際
に
研
修
に
参
加
し
て
み
て
、
正
直
に

言
え
ば
英
語
の
ス
キ
ル
が
大
き
く
向
上
し
た

か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
や
先
生
方
、
そ
し
て
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
方
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
自
己

学
習
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験
を

積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
の
言
い
た

い
こ
と
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
ず
、
も
ど
か
し

い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

う
し
た
経
験
が
今
の
学
び
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
現
在
も
、
日
々

少
し
で
も
英
語
に
触
れ
る
よ
う
意
識
し
な
が

ら
勉
強
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自

身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
、
積
極
的

に
挑
戦
し
、
新
し
い
こ
と
を
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

医
薬
生
命
化
学
分
野
　
渡
邉
　
　
翠

（
令
和
７
年
卒
）

　

こ
の
度
は
、
国
際
学
会
参
加
に
対
し
て
ご

支
援
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
薬
物
送
達
技
術
に
つ
い
て
研
究
し

て
お
り
、
現
在
、
生
体
内
で
重
要
な
役
割
を

担
う
タ
ン
パ
ク
質
の
細
胞
内
送
達
技
術
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研

究
成
果
を
、英
語
で
発
表
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
す
る
た
め
、
国
際
学
会
へ
参
加
を
希
望
し

ま
し
た
。A

m
erican Chem

ical Society

（
以
下
Ａ
Ｃ
Ｓ
）
は
、
ア
メ
リ
カ
に
基
盤
を
お

く
、
世
界
で
も
最
大
規
模
の
学
術
団
体
で
あ

り
、
Ａ
Ｃ
Ｓ
が
主
催
す
るA

CS Fall

で
は
科

学
の
様
々
な
分
野
の
研
究
者
が
集
い
、
討
論

を
行
い
ま
す
。
そ
の
学
会
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
自
身
の
研
究
力
の
向
上

に
つ
な
が
り
、
私
に
と
っ
て

非
常
に
貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
、
ポ
ス
タ
ー

発
表
を
行
っ
た
際
に
は
、
多

く
の
方
が
私
の
発
表
に
興
味

を
持
っ
て
く
だ
さ
り
、
鋭
い

質
問
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
研
究
を

進
め
る
上
で
、
と
て
も
参
考

に
な
る
意
見
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
学
会
は
、

最
新
の
研
究
成
果
や
技
術
の

進
展
を
知
る
絶
好
の
機
会
で

あ
り
、
ま
た
、
同
じ
分
野
の
専
門
家
と
交
流

す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
学
会
は
、

多
様
な
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

参
加
者
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
さ
ま
ざ
ま

で
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
異
な
る
視
点
や
ア

プ
ロ
ー
チ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
自
身
の
研

究
に
新
た
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
学
会
の
合

間
に
は
私
の
大
好
き
な
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ

プ
を
巡
る
な
ど
、
現
地
で
の
日
々
も
充
実
し

て
お
り
、
国
際
的
な
視
野
を
広
げ
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
、
国
際
学
会
に
参
加
す
る

に
あ
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、
発
表
練
習

な
ど
、
多
く
の
方
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
改
め
て
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を

い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

近
藤
基
金
支
援
者
報
告

会場にいた謎の着ぐるみと、左から１番目が本人
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医
薬
生
命
化
学
分
野
　
室
谷
　
千
佳

（
博
士
前
期
課
程
２
年
）

　

私
は
今
年
の
六
月
に
、
二
年
に
一
度
開
催

さ
れ
るLiposom

e Research D
ays 2024

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
国
際

学
会
は
１
９
８
８
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

学
会
で
あ
り
、
今
回
は
18
回
目
の
開
催
で
し

た
。今
年
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー

に
あ
る
ス
ト
ラ
ス
ク
ラ
イ
ド
大
学
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
、
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
国
な
ど
か
ら
多
数
の
研
究
者
が
参
加
し
、

生
化
学
／
生
物
物
理
学
の
基
礎
研
究
か
ら
ナ

ノ
粒
子
の
臨
床
応
用
ま
で
、
リ
ポ
ソ
ー
ム
研

究
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
焦
点
を
当
て
た
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
機
会
に
恵
ま
れ
、
私
は

ポ
ス
タ
ー
発
表
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
国

際
学
会
と
い
う
こ
と
で
緊
張

と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た

が
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
発
表
さ
れ
る
先
生
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
た
め
、
学

会
の
雰
囲
気
は
柔
ら
か
く
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
お
か
げ
で
私
も
非

常
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
ポ
ス

タ
ー
発
表
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

学
会
期
間
中
で
は
デ
ィ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

も
開
催
さ
れ
、
同
じ
研
究
分
野
で
あ
る
た
く

さ
ん
の
研
究
者
や
著
名
な
先
生
方
と
お
話
し

す
る
機
会
が
あ
り
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
究
を
進
め
る
上
で
、
幾
度
と
な
く
困
難

に
直
面
し
挫
折
し
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
国
際
学
会
を
通
じ
て
同
じ
分
野

の
研
究
者
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
視

点
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
回
の
貴
重
な
経
験
を
糧
に
、
今

後
の
研
究
や
就
職
活
動
に
も
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
貴
重
な
経
験
に
は
経
済
的
な
支
援
が
必

要
不
可
欠
で
し
た
。
ご
支
援
い
た
だ
い
た
静

薬
学
友
会
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

分
子
病
態
学
分
野
　
川
瀬
　
裕
斗

（
薬
学
専
攻
博
士
３
年
）

　

こ
の
度
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
近
藤
寄
附

講
座
様
よ
り
、
国
内
外
の
短
期
留
学
・
研
修

等
の
学
術
研
究
に
係
る
支
援
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
頂
戴
し
た

支
援
金
は
、
中
国
へ
の
渡
航
費
の
た
め
に
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　

私
は
、
本
学
薬
学
部
か
ら
大
学
院
に
進
学

し
、
学
部
４
年
次
よ
り
現
在
も
所
属
す
る
分

子
病
態
学
講
座
に
て
日
夜
研
究
活
動
に
励
ん

で
き
ま
し
た
。
私
が
所
属
す
る
研
究
室
で
は
、

日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
２
位
で
あ
る
心
疾

患
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
な
ど

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
私
自
身
も
心
不
全
に

対
す
る
新
た
な
治
療
標
的
や
治
療
薬
の
探
索

を
行
い
、学
部
の
卒
業
論
文
で
は
天
然
物
シ
ョ

ウ
ガ
抽
出
物
の
心
不
全
抑
制
効
果
に
つ
い
て

ま
と
め
ま
し
た
。

　

近
年
、
天
然
物
や
漢
方
に
着
目
し
た
薬
理

学
研
究
に
は
最
先
端
の
生
命
科
学
・
医
学
研

究
の
知
見
や
技
術
が
導
入
さ
れ
、
ト
ッ
プ

ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
研
究
分

野
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
本
年
、
私
は
所
属

す
る
研
究
室
の
教
授
で
あ
る
森
本
達
也
先
生

の
推
薦
で
、
大
学
院
生
、
ポ
ス
ド
ク
研
究
者
、

学
位
取
得
後
５
年
以
内
の
若
手
教
員
が
対
象

で
あ
る
国
際
基
礎
臨
床
薬
理
学
連
合
（IU

P�
H
A
R

）
及
び
中
国
薬
理
学
会
が
中
国
青
島
で

主
催
す
る International T

raining Course 
on Pharm

acology of N
atural Products 

and T
raditional M

edicines

に
参
加
す
る

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
コ
ー
ス
で
は

IU
PH
A
R

に
所
属
す
る
先
生
方
の
講
演
の
公

聴
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し

て
、
天
然
物
や
漢
方
に
着
目
し
た
薬
理
学
研

究
の
最
新
の
知
見
や
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

特
に
ア
ジ
ア
圏
に
お
い
て
漢
方
薬
の
処
方
や

処
方
意
図
に
は
日
本
と
大
き
な
差
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
非
常
に
衝
撃
的
で
強
く
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

本
研
修
で
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
つ
方
々
と
お
話
し
し
、
自
身
な
り
の
研
究

を
確
立
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

今
後
、
自
分
の
研
究
観
を
深
め
な
が
ら
研
究

活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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医
薬
生
命
化
学
分
野
　
前
島
　
澄
香

（
博
士
前
期
課
程
２
年
）

　

６
月
26
日
か
ら
29
日
に
、イ
ギ
リ
ス
・
グ
ラ

ス
ゴ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「18th Liposom

e 
Research D

ays 2024
」
に
参
加
し
、
ポ
ス

タ
ー
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
本
学
会
は
、
世

界
中
の
企
業
や
ア
カ
デ
ミ
ア
の
研
究
者
が
集

ま
り
、
リ
ポ
ソ
ー
ム
や
関
連
す
る
Ｄ
Ｄ
Ｓ
分

野
の
最
新
技
術
や
研
究
成
果
を
共
有
す
る
場

で
す
。

　

私
は
、「D

evelopm
ent of m

R
N
A
-

Encapsulated PEG-free LN
Ps by U

sing 
N
ovel Charge-Reversible Lipids

（
新
規

電
荷
反
転
型
脂
質
を
用
い
たPEG-free LN

P

の
開
発
）」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
ポ
ス
タ
ー
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
本
研
究
で
は
、
副
作
用

を
軽
減
し
た
疾
患
治
療
へ
の
応
用
を
目
指
し
、

独
自
のpH

応
答
性
脂
質（D

O
P-T
M
D
ED
A

）

を
設
計
し
、
高
い
生
体
適
合
性
が
期
待

で
き
るPEG-free LN

P

を
開
発
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
開
発
し
た
Ｌ
Ｎ
Ｐ
に

つ
い
て
、
粒
子
の
物
性
評
価
、in vivo

で
の
タ
ン
パ
ク
質
発
現
活
性
、
ま
た
Ｐ

Ｅ
Ｇ
修
飾
の
有
無
に
よ
る
体
内
分
布
を

検
討
し
、
そ
の
結
果
と
考
察
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

入
念
な
準
備
を
重
ね
て
臨
み
ま
し
た

が
、
初
め
て
の
学
会
発
表
で
あ
っ
た
た

め
、
非
常
に
緊
張
し
ま
し
た
。
発
表
自

体
は
順
調
に
行
え
た
も
の
の
、
質
疑
応
答
で

は
や
や
苦
戦
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
質
問
者

が
わ
か
り
や
す
い
表
現
に
言
い
換
え
て
く
だ

さ
っ
た
り
、回
答
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
く
だ

さ
る
姿
勢
に
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
最
先
端
の
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
良
い
刺
激
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
は
研
究
面
お
よ
び
語
学
面
で

さ
ら
な
る
努
力
を
重
ね
、
研
究
生
活
を
よ
り

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

フ
ラ
イ
ト
の
遅
延
か
ら
始
ま
り
、
行
き
の

フ
ラ
イ
ト
で
ポ
ス
タ
ー
が
行
方
不
明
に
な
り
、

予
備
の
折
り
目
だ
ら
け
の
ポ
ス
タ
ー
を
使
う

羽
目
に
な
る
等
、
多
少
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
あ

り
ま
し
た
が
、
充
実
し
た
イ
ギ
リ
ス
出
張
と

な
り
、
と
て
も
貴
重
で
有
意
義
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
近
藤
寄
附

講
座
学
術
研
究
支
援
事
業
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

医
薬
生
命
化
学
分
野
　
山
田
　
遥
香

（
薬
学
科
６
年
）

　

こ
の
度
は
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
近
藤
寄

附
講
座
か
ら
の
支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
私
は
今
年
の
八
月
に
、A

CS FA
LL 

2024 Elevating Chem
istry

に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
学
会
は
、
世
界
中
の

第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究
者
が
集
ま
る
国
際

学
会
で
あ
り
、今
年
は
ア
メ
リ
カ
・
デ
ン
バ
ー

に
あ
る
コ
ロ
ラ
ド
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
機
会
に
恵
ま
れ
、

私
は
本
国
際
学
会
で
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
が
所
属
す
る
研
究
室
で
は
、
毎
月
英
語

で
研
究
報
告
を
行
う
機
会
が
あ
り
、
留
学
生

も
多
く
い
る
環
境
で
、
普
段
か
ら
英
語
で
議

論
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
と
重
要
性
を
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
機
会
を
活
か
し

て
、
国
際
学
会
で
発
表
す
る
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。発
表
に
向
け
て
、自
分
の
研
究
テ
ー

マ
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
英
会
話
の
勉
強

に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
特
に
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
の
先
生
に
直
接
指
導
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
研
究
に
つ
い
て
英
語
で
ス
ム
ー
ズ
に
話

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
学
会
で
無
事
に
ポ
ス
タ
ー
発

表
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
様
々
な
国
の
研
究

者
と
自
分
の
研
究
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
非
常
に
刺
激

的
で
、
自
己
成
長
を
実
感
で
き
た
瞬
間
で
も

あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
自
分
の
専
門
分
野

と
は
異
な
る
分
野
の
研
究
者
の
発
表
を
聞
き
、

交
流
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
視
点
や
知
識
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
々
研
究
を
進
め
て
い
く
中
で
、
楽
し
い

こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
先
生
や
と
も
に
実
験
に
励

む
仲
間
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
積
極
的
に
挑
戦
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
貴

重
な
経
験
を
活
か
し
、
広
い
視
野
を
持
ち
な

が
ら
多
角
的
に
考
え
、
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
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実
践
薬
学
分
野
　
石
田
　
光
稀

（
薬
学
科
６
年
）

　

本
研
修
で
は
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
に
４
日
間
、

ア
リ
ゾ
ナ
大
学
に
６
日
間
と
ア
メ
リ
カ
で
も

著
名
な
大
学
及
び
大
学
病
院
を
訪
問
し
、
ア

メ
リ
カ
の
薬
剤
師
、
薬
学
教
育
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
つ
つ
、
日
本
と
そ
れ
が
ど
う
異

な
り
、
ど
う
い
っ
た
点
を
日
本
の
薬
剤
師
、

薬
学
教
育
に
活
用
す
る
べ
き
な
の
か
を
深
く

考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
で
はPain &

 Palliative 
Care

分
野
で
臨
床
薬
剤
師
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
るIto Satoru

先
生
に
同
行
し
、ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
緩
和
ケ
ア
の
現
状
や
臨
床
薬
剤

師
の
働
き
方
に
つ
い
て
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
日
本
で
も
近
年
地
域
包
括
ケ
ア
の
概
念

が
急
速
に
普
及
し
つ
つ
あ
り
、
在
宅
や
病
院

で
の
緩
和
ケ
ア
の
導
入
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
患
者
様
の
痛
み
や
苦
痛
に
薬
剤
師

と
し
て
、
そ
し
て
チ
ー
ム
と
し
て
ど
う
向
き

合
い
、
患
者
様
の
最
期
に
寄
り
添
っ
て
い
く

べ
き
か
を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ア
リ
ゾ
ナ
大
学
で
はM
ichael K

atz

先
生

と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
のA

kiko O
ta

先
生

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
薬
学
部
の
講
義
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ

カ
、
エ
ジ
プ
ト
、
カ
タ
ー
ル
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
等
各
国
の
薬
学
教
育
、
薬
剤
師
の
果
た

す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
日
本
に
関
す
る
情
報

交
換
も
交
え
つ
つ
学
習
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
研
修
の
冒
頭
でK

atz

先
生
よ
り
こ

れ
か
ら
の
薬
剤
師
に
つ
い
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
を
持
ち
、
10
年
後
、
20
年
後
を
見
据

え
て
成
長
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
い

う
お
言
葉
を
頂
き
、
実
際
に
こ
の
研
修
で
そ

の
成
長
の
足
が
か
り
と
な
る
よ
う
な
知
識
や

経
験
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
研
修
で
得
ら
れ
た
学
び
、
経
験
は
、
全

て
皆
様
の
お
力
添
え
の
お
陰
で
得
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

得
ら
れ
た
知
見
を
存
分
に
活
用
し
、
患
者

様
や
社
会
に
還
元
し
て
い
く
た
め
、
こ
れ
か

ら
よ
り
一
層
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
所

存
で
す
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
支
援
に
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

実
践
薬
学
分
野
　
大
城
　
　
熙

（
薬
学
科
６
年
）

　

こ
の
度
は
、
国
際
医
療
研
修
を
支
援
し
て

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
研
修
は
、
ア
メ
リ
カ
の
医
療
体
制
を
学

び
つ
つ
、
日
本
の
医
療
体
制
を
見
直
す
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
医
療

体
制
か
ら
学
べ
る
点
は
多
く
、
特
に
レ
ジ
デ

ン
ト
制
度
な
ど
の
教
育
体
制
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
医
療
従
事
者
の
専
門
性
が
高
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、Epic

な
ど
の
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
が
普
及
し
て
お
り
、
医

療
機
関
間
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。
し
か

し
各
機
関
の
専
門
性
が
高
度
な
た
め
、
患
者

は
多
く
の
医
療
機
関
を
訪
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ

ス
ト
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
薬
剤
師
に
関

し
て
ア
メ
リ
カ
の
教
育
制
度
を
参
考
に

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
薬
剤
師
へ
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
や
調
剤

業
務
の
移
行
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
ア

メ
リ
カ
で
は
病
院
薬
剤
師
が
レ
ジ
デ
ン

ト
制
度
の
修
了
具
合
に
よ
っ
てstaff 

pharm
acist

やclinical pharm
acist

、

clinical pharm
acy specialist

な
ど

に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を

活
か
し
た
分
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ

の
分
業
が
業
務
の
負
担
軽
減
と
専
門
性

の
強
化
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
、
日
本

に
も
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
研
修
を
通
じ
て
国
際
的
な

活
動
へ
の
意
欲
が
高
ま
り
ま
し
た
。
英
語
を

活
用
す
る
機
会
は
、
海
外
研
修
だ
け
で
な
く
、

海
外
の
文
献
を
読
む
際
や
外
国
人
患
者
へ
の

対
応
な
ど
、
今
後
の
薬
剤
師
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
に
お
い
て
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
で
得
た
経
験
は
、

私
を
積
極
的
に
行
動
さ
せ
る
原
動
力
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
出
会
う
患
者
を
助
け
る
た
め
の
糧

と
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
今
後
の
薬
剤
師

と
し
て
の
人
生
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

こ
の
貴
重
な
経
験
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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開
催
日
：
２
０
２
５
年
５
月
16
︱
17
日

場　

所
：
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
浜
松

参
加
者
：
池
田　

明
、
大
久
保
好
子
、

　
　
　
　

奥
田
允
子
、
大
胡
陽
子
、

　
　
　
　

河
村
信
弘
、
工
藤
弘
子
、

　
　
　
　

桑
原
伊
玖
子
、
笹
田
庸
子
、

　
　
　
　

佐
藤
朝
子
、
鈴
木
智
彦
、

　
　
　
　

平
良
武
男
、
玉
井
ひ
さ
子
、

　
　
　
　

豊
田　

満
、
服
部
恒
彦
、

　
　
　
　

松
岡
千
恵
子
、
吉
岡　

乃
、

　
　
　
　

吉
岡
は
ま
、
渡
辺　

忍　

�

以
上
18
名

　

前
回
の
同
期
会
（
２
０
２
４
年
５
月
10
︱�

11
日
）
か
ら
１
年
後
の
今
回
の
開
催
と
な
っ

た
。
こ
の
歳
に
な
る
と
１
年
で
状
況
が
変
わ

る
の
で
昨
年
か
ら
の
引
き
続
の
開
催
と
な
り
、

幹
事
の
笹
田
さ
ん
、
吉
岡
は
ま
さ
ん
、
佐
藤

さ
ん
に
は
設
営
等
の
苦
労
に
感
謝
し
た
い
。

○
５
月
16
日
：
懇
親
会

　

懇
親
会
は
同
ホ
テ
ル
の
和
食
料
理
店
・
四

季
で
17
時
半
よ
り
18
名
の
出
席
で
行
わ
れ
た
。

昭
和
37
年
卒（
六
回
生
）同
期
会

河

村

信

弘

（
昭
和
37
年
卒
）

北
は
北
海
道
か
ら
、
南
は
沖
縄
か
ら
の
参
加

が
あ
っ
た
が
前
回
よ
り
若
干
参
加
者
が
少
な

く
な
っ
た
。
先
ず
全
員
の
元
気
な
姿
を
撮
影

し
た
後
、
吉
岡
は
ま
さ
ん
の
開
会
の
こ
と
ば

に
続
き
乾
杯
し
、
会
食
と
歓
談
に
入
っ
た
。

前
回
か
ら
１
年
後
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
そ

の
後
の
近
況
な
ど
話
し
合
っ
た
。
豊
田
さ
ん

か
ら
腎
機
能
が
強
ま
る
食
べ
物
の
資
料
配
布

や
、
佐
藤
さ
ん
ご
自
身
の
健
康
体
験
談
、
さ

ら
に
玉
井
さ
ん
の
介
護
の
話
な
ど
あ
り
、我
々

も
自
分
の
こ
と
に
置
き
換
え
て
感
じ
と
っ
た
。

そ
の
後
料
理
を
堪
能
し
た
あ
と
別
室
で
二
次

会
を
行
っ
た
。
二
次
会
で
は
会
食
で
話
し
合

え
な
か
っ
た
方
々
と
の
話
で
さ
ら
に
盛
り
上

が
り
、
河
村
の
オ
カ
リ
ナ
演
奏
で
「
上
を
向

い
て
歩
こ
う
」「
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
」
な
ど
学
生

時
代
に
親
し
ん
だ
歌
を
歌
い
な
が
ら
会
の
雰

囲
気
も
和
ん
だ
。

○
５
月
17
日
：
浜
松
市
内
観
光

　

二
日
目
は
事
情
で
す
ぐ
帰
ら
れ
る
方
々
も

お
ら
れ
た
が
、
雨
の
た
め
遠
く
に
は
行
け
な

か
っ
た
の
で
楽
器
博
物
館
に
行
か
れ
た
方
も

お
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
が
、
小
生
は
市
内
の

浜
松
城
に
向
か
っ
た
。
市
役
所
南
の
バ
ス
停

を
下
車
す
る
と
、
す
ぐ
に
城
が
目
に
つ
い
た
。

野
面
（
の
づ
ら
）
積
み
の
石
垣
を
見
上
げ
城

内
に
は
い
る
。
１
５
７
０
年
か
ら
約
20
年
間

徳
川
家
康
が
居
城
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

城
内
で
は
、
城
下
町
の
復
元
模
型
展
示
や
城

と
城
下
町
に
つ
い
て
の
変
遷
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
が
あ
り
、

現
在
の
我
々
に
も
分
か
り
や
す
い
解
説
が

あ
っ
た
。

○
次
回
予
定

　

来
年
は
米
寿
祝
賀
会
を
開
催
す
る
予
定
と

な
っ
た
が
、
当
初
開
催
時
期
を
春
か
秋
と
し

て
い
た
が
、
そ
の
後
春
開
催
希
望
の
方
々
の

多
い
こ
と
や
、
現
在
の
会
場
が
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
浜
松
」
と
な
り
大
改

装
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
幹
事
の
打
診
に
よ

り
来
年
（
２
０
２
６
年
）
５
月
15
︱
16
日
の

開
催
が
決
ま
っ
た
。

「
新
緑
や
米
寿
間
近
の
友
集
ふ
　
　
信
弘
」

会 

員 

だ 

よ 

り
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コ
ロ
ナ
渦
で
延
期
後
３
年
越
し
で
静
岡
で

開
催
さ
れ
た
昨
年
に
続
き
、
今
年
は
日
本
で

最
初
の
世
界
遺
産
と
な
り
30
年
経
過
の
姫
路

城
～
明
石
海
峡
大
橋
～
神
戸
で
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。
姫
路
駅
集
合
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

姫
路
城
を
ガ
イ
ド
付
き
で
見
学
、
歩
く
こ
と

が
大
変
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
た
皆
様

の
大
半
が
天
守
閣
の
急
な
階
段
を
登
っ
た
の

に
は
感
嘆
し
ま
し
た
。
そ
の
後
明
石
海
峡
大

橋
の
本
州
側
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
あ
る
舞
子

駅
に
移
動
、
地
上
45
ｍ
か
ら
ガ
ラ
ス
越
し
に

覗
く
明
石
海
峡
の
波
飛
沫
に
尻
込
み
し
な
が

ら
も
歓
声
を
上
げ
、
夕
刻
の
明
石
海
峡
を
背

に
記
念
撮
影
の
後
、
明
石
海
峡
大
橋
を
見
渡

せ
る
「
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ
神
戸
」

で
直
接
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
方
々
と
合
流
し
ま

し
た
。
懇
親
会
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
橋

を
見
な
が
ら
同
ホ
テ
ル
で
開
催
。
同
期
の
故

人
（
19
名
、
昨
年
よ
り
２
名
増
加
）
に
黙
祷

を
捧
げ
た
後
、
後
期
高
齢
者
に
も
か
か
わ
ら

ず
酒
豪
が
多
い
中
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

近
況
報
告
の
新
た
に
ダ
ン
ス
を
始
め
た
話
、

持
病
と
戦
い
な
が
ら
も
前
向
き
に
生
活
し
て

い
る
話
、終
活
の
話
等
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
後
、
全
員
で
席
を
ホ
テ
ル
上
階
の
ラ
ウ
ン

ジ
に
移
動
。
そ
こ
で
も
歓
談
は
つ
き
ず
、
更

に
世
話
人
の
部
屋
に
戻
っ
た
後
も
深
夜
ま
で

続
き
ま
し
た
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
翌
朝
の
朝

静
薬
昭
和
45
年
卒
同
窓
会

尾

阪

芳

孝

（
昭
和
45
年
卒
）

食
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
、
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に

大
半
の
方
が
来
て
お
り
、
皆
様
の
早
起
き
と

元
気
さ
に
驚
嘆
。
記
念
撮
影
終
了
後
、
予
定

よ
り
１
時
間
早
い
解
散
と
し
、
希
望
者
に
よ

る
（
15
名
）
神
戸
ク
ル
ー
ズ
他
へ
出
発
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
神
戸
ク
ル
ー
ズ
は
今

春
改
装
工
事
終
え
再
オ
ー
プ
ン
し
た
神
戸

ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
下
か
ら
、
ロ
イ
ヤ
ル
プ
リ
ン

セ
ス
号
で
の
約
45
分
の
神
戸
港
一
周
。
明
石

海
峡
大
橋
、
神
戸
空
港
、
六
甲
山
系
や
遠
く

紀
伊
半
島
、
四
国
を
眺
め
ら
れ
ま
す
。
偶
然

寄
港
し
て
い
た
海
外
の
豪
華
客
船
に
近
づ
き
、

海
外
ク
ル
ー
ズ
の
気
分
も
少
し
味
わ
え
ま
し

た
。
そ
の
後
元
町
中
華
街
に
移
動
し
、
昼
食

を
兼
ね
た
懇
親
会
。
予
算
の
都
合
で
注
文
厳

禁
の
３
品
、
フ
カ
ヒ
レ
姿
煮
、
干
し
鮑
の
料

理
、
燕
の
巣
料
理
に
皆
様
が
不
満
な
く
？
守

り
、
こ
こ
で
も
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
り
話
は
尽

き
ず
。

　

加
齢
と
共
に
移
動
特
に
歩
行
が
徐
々
に
大

変
と
な
る
中
で
、
本
会
を
少
し
で
も
長
く
、

ま
た
少
し
で
も
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
方

法
を
探
る
こ
と
を
今
後
の
検
討
課
題
と
し
、

ま
た
来
年
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
、
新
神

戸
駅
で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
日
：
２
０
２
４
年
10
月
20
日
～
21
日

場　

所
：�

懇
親
会
、
宿
泊　

シ
ー
サ
イ
ド
ホ

テ
ル　

舞
子
ビ
ラ
神
戸

出
席
者
：
22
名　

 

敬
称
略

　
　
　
　

大
村
敏
子
、
大
村
啓
子
、

　
　
　
　

小
澤
紀
子
、
折
田
和
恵
、

　
　
　
　

柴
田
揚
子
、
新
里
光
子
、

　
　
　
　

尾
阪
芳
孝
、
川
岡
達
彦
、

　
　
　
　

川
添
正
幸
、
金
月
一
夫
、

　
　
　
　

後
藤
武
茂
、
後
藤
守
男
、

　
　
　
　

櫻
田
照
男
、
佐
野
満
昭
、
住
川
弘
、

　
　
　
　

清
家
功
、
廣
田
勇
夫
、
牧
野
博
一
、

　
　
　
　

増
田
義
典
、
山
崎
正
敏
、

　
　
　
　

山
本
育
由
、
藁
科
利
夫

ホテル舞子ビラ庭園　2024.10.21
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２
０
２
４
年
９
月
16
日
〜
17
日　

於
鬼
怒
川
温
泉

　

旅
の
ワ
ク
ワ
ク
感
は
何
日
も
前
か
ら
始
ま
る
。

　

９
月
初
め
に
は
台
風
10
号
が
東
海
地
方
に

接
近
し
、
大
気
が
不
安
定
な
状
態
が
長
く
続

き
、
新
幹
線
も
運
休
し
た
。
そ
ん
な
わ
け
で

台
風
だ
け
は
来
な
い
で
と
願
う
。

　

さ
て
今
年
は
メ
ン
バ
ー
の
声
か
け
も
功
を

奏
し
、
参
加
者
が
７
名
も
増
え
た
。

　

遠
距
離
で
は
徳
島
、
福
井
、
大
阪
と
そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
ル
ー
ト
で
目
的
地
へ
向
か
っ
た
。

　

ラ
イ
ン
で
途
中
の
景
色
を
送
っ
て
楽
し
ん

で
い
る
人
も
い
る
。

　

今
回
の
集
合
地
は
、
栃
木
県
鬼
怒
川
温
泉
。

　

北
千
住
か
ら
新
型
特
急
ス
ぺ
ー
シ
ア
Ｘ
に

乗
る
。
窓
枠
が
特
徴
的
な
組
子
デ
ザ
イ
ン
の

列
車
。
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
９
人
が
乗
り

込
ん
で
来
た
。
北
千
住
の
乗
車
場
所
が
か
な

り
分
か
り
に
く
く
、
皆
苦
労
し
て
辿
り
着
い

て
い
た
。
車
窓
の
風
景
は
の
ど
か
で
、
都
会

か
ら
遠
ざ
か
る
の
を
感
じ
る
。
時
々
か
な
り

揺
れ
る
の
で
、
広
め
の
ト
イ
レ
の
中
で
は
つ

か
ま
る
場
所
に
苦
労
す
る
程
。
同
席
し
た
地

元
の
人
が
、
下
今
市
駅
か
ら
蒸
気
機
関
車
も

運
行
し
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
る
。
２
時
間

ほ
ど
で
鬼
怒
川
温
泉
駅
に
着
く
。

　

周
り
を
緑
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
温
泉
街
。

９
人
で
ホ
テ
ル
目
指
し
て
歩
く
。
心
配
し
て

い
た
雨
の
予
想
は
ど
こ
へ
や
ら
、
日
傘
片
手

に
あ
れ
こ
れ
言
い
な
が
ら
歩
く
。

鬼
怒
川
も
穏
や
か
也�

ミ
ニ
ミ
ニ
同
期
会溝

口

雅

子

（
昭
和
48
年
卒
）

　

ホ
テ
ル
の
近
く
に
あ
る
鬼
怒
川
楯
岩
大
吊

橋
に
行
っ
て
み
る
。川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な

が
ら
高
さ
37
ｍ
の
吊
り
橋
か
ら
鬼
怒
川
や
温

泉
街
を
眺
め
る
。
曇
り
空
で
も
歩
く
と
暑
い
。

　

感
激
の
再
会
。

　

男
性
５
人
は
ラ
イ
ン
下
り
を
楽
し
ん
で
き

て
い
た
。
牛
川
さ
ん
ご
夫
婦
は
徳
島
か
ら
土

曜
出
発
で
初
参
加
、
長
倉
さ
ん
と
中
村
さ
ん

（
義
兄
弟
）
は
大
阪
か
ら
、
芳
澤
さ
ん
は
埼
玉

か
ら
の
初
参
加
と
な
っ
た
。福
井
の
多
田
さ
ん

は
車
に
て
上
越
市
に
前
泊
し
て
き
て
く
れ
た
。

　

総
勢
21
人
が
集
ま
り
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
の

食
事
が
始
ま
る
。
足
腰
を
鍛
え
る
も
の
と
な

る
。
ま
わ
り
を
見
ま
わ
す
と
、
ど
な
た
か
す

ぐ
に
は
名
前
が
出
て
こ
な
い
。
卒
業
後
半
世

紀
以
上
会
っ
て
い
な
い
人
も
い
る
の
だ
か
ら

無
理
も
な
い
。
何
ク
ラ
ス
だ
っ
た
？
話
し
て

い
く
う
ち
に
お
互
い
面
影
を
見
つ
け
、
研
究

室
の
話
や
、
ク
ラ
ブ
の
話
で
糸
口
を
見
つ
け
、

そ
れ
か
ら
現
代
の
話
へ
と
50
年
分
話
そ
う
と

す
る
。
当
然
時
間
が
な
い
の
で
幹
事
部
屋
で

続
き
を
繰
り
広
げ
た
。

　

佐
藤
さ
ん
が
自
費
出
版
し
た
と
言
う
、
名

前
Ｄ
Ｎ
Ａ
占
い
の
本
を
皆
に
配
付
し
て
く
れ

る
。
清
水
さ
ん
の
息
子
さ
ん
は
ス
ポ
ー
ツ

フ
ァ
ー
マ
シ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中
で
、
日
薬

学
術
大
会
で
講
演
し
た
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
普
及
活
動
し
て
き
た
と
か
、
家
族
の
話
も

聞
け
る
。
兎
に
角
、
一
緒
に
話
し
て
い
る
喜

び
で
気
分
は
上
々
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
。
こ

れ
が
同
期
会
の
醍
醐
味
か
な
？

　

今
度
は
ど
こ
に
行
き
た
い
？
と
次
回
の
目

的
地
を
早
々
と
皆
で
考
え
る
。

　

今
回
は
興
津
さ
ん
が
、
幹
事
と
し
て
全
て

計
画
し
て
く
れ
た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
長
年

の
取
り
ま
と
め
役
山
下
さ
ん
と
去
年
幹
事
の

亀
山
さ
ん
。
次
回
幹
事
は
伊
藤
さ
ん
が
推
挙

さ
れ
、
興
津
さ
ん
は
又
々
有
難
い
こ
と
に
補

佐
役
を
か
っ
て
出
て
く
れ
た
。
の
ん
び
り
と

温
泉
に
入
り
、
夜
は
更
け
て
い
っ
た
。

　

翌
日
は
、
メ
ン
バ
ー
13
人
が
望
ん
だ
日
光

東
照
宮
詣
。
日
光
山
を
開
い
た
と
い
う
勝
道

上
人
銅
像
前
に
集
合
。
そ
こ
か
ら
ガ
イ
ド
さ

ん
案
内
の
も
と
90
分
観
光
。
ま
ず
は
１
２
５�

０
年
の
歴
史
を
持
つ
日
光
山
輪
王
寺
に
参
拝

す
る
。
7.5
ｍ
の
木
造
３
仏
像
を
間
近
で
見
学

し
、
鬼
門
除
札
（
き
も
ん
よ
け
ふ
だ
）
を
戴

く
。
お
り
し
も
今
日
は
一
粒
万
倍
日
で
、
ガ

イ
ド
さ
ん
曰
く
、
こ
の
御
利
益
を
、
１
２
５�

０
年
の
運
を
持
っ
て
行
っ
て
下
さ
い
と
の
こ

と
。
何
か
の
役
に
立
つ
か
も
し
れ
な
い
と
期

待
し
て
し
ま
う
。

　

本
命
の
日
光
東
照
宮
は
陽
明
門
か
ら
感
動

す
る
。
５
０
８
体
の
手
彫
り
の
彫
刻
が
見
る

者
を
う
な
ら
せ
る
。
一
日
中
見
て
い
て
も
飽

き
な
い
こ
と
か
ら
日
暮
ら
し
門
と
呼
ば
れ
る

そ
う
だ
。
日
差
し
が
強
く
て
日
陰
に
集
ま
っ

て
話
を
聞
く
。
横
を
通
る
修
学
旅
行
生
と
似

て
い
る
。

　

東
照
宮
の
階
段
は
高
さ
が
あ
り
、
一
歩
一

歩
踏
み
し
め
て
登
る
。
三
猿
、
眠
り
猫
を
見

て
、
薬
師
堂
に
入
る
。
天
井
の
鳴
龍
に
耳
を

す
ま
す
。
位
置
が
少
し
で
も
ず
れ
る
と
全
く

鳴
か
な
い
。
真
ん
中
で
お
坊
さ
ん
が
拍
子
木

を
打
つ
と
鈴
が
鳴
っ
て
い
る
よ
う
な
音
が
し

た
。
見
学
者
に
は
外

国
人
も
多
く
、
お
坊

さ
ん
は
日
本
語
の
後
、

す
ぐ
さ
ま
流
暢
な
英

語
で
同
じ
こ
と
を
伝

え
る
。
素
晴
ら
し
い
。

時
空
を
超
え
て
今
な

お
息
づ
く
先
人
の
な
せ
る
技
に
感
服
し
つ
つ
、

そ
の
文
化
を
伝
承
す
る
姿
に
も
感
動
し
た
。

脚
力
に
自
信
の
あ
る
５
人
は
そ
の
後
家
康
の

墓
所
ま
で
又
階
段
を
２
０
７
段
登
っ
た
。

　

そ
の
頃
４
人
の
ゴ
ル
フ
組
も
な
か
な
か
の

ス
コ
ア
で
楽
し
ん
だ
。

　

２
日
間
の
鬼
怒
川
、
日
光
は
鬼
も
優
し
く

微
笑
ん
で
、
天
気
も
崩
れ
る
こ
と
な
く
笑
顔

あ
ふ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
参
加
者
（
敬
称
略
）
は
伊
藤
、
牛

川
ご
夫
妻
、
興
津
、
亀
山
、
絹
村
、
佐
藤
英

二
、
柴
田
、
清
水
み
ち
子
、
鈴
木
幸
男
、
多

田
、
中
川
、
中
村
良
雄
、
長
倉
、
原
田
、
平

林
、
堀
内
、
山
下
清
美
、
芳
澤
、
若
林
、
溝

口
で
し
た
。

昭和48年卒ミニミニ同期会　鬼怒川温泉　2024.9 .16-17
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昭
和
49
年
に
静
岡
薬
科
大
学
に
入
学
し
た

私
た
ち
同
期
は
、
こ
れ
ま
で
「
湯
け
む
り
温

泉
ツ
ア
ー
」
と
題
し
て
全
国
各
地
の
温
泉
地

で
同
期
会
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
年
、
大

学
入
学
50
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
思
い
出
深
い
静
岡
の
地
で
記
念
同
期

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
概
要

日　

程
：
２
０
２
４
年
11
月

�

17
日（
日
）～
18
日（
月
）

会　

場
：�

日
本
平
ホ
テ
ル
（
富
士
山
と
駿
河

湾
を
一
望
で
き
る
名
所
）

　

こ
の
時
期
は
雪
化
粧
を
ま
と
っ
た
富
士
山

が
美
し
く
、
22
名
の
参
加
者
が
15
時
に
ホ
テ

ル
に
集
合
し
ま
し
た
。
到
着
後
、
中
庭
で
富

士
山
を
背
景
に
記
念
写
真
（
写
真
１
）
を
撮

影
。
夕
方
６
時
か
ら
富
貴
庵
「
芙
蓉
」
で
宴

会
が
始
ま
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
50

年
分
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

宴
会
終
了
後
は
４
階
の
客
室
で
二
次
会
を
開

催
し
、
夜
遅
く
ま
で
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

　

翌
18
日
（
月
）
の
朝
食
後
、
８
時
30
分
に

一
旦
解
散
。
で
す
が
、
有
志
17
名
に
よ
る
オ

プ
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
が
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

日
本
平
ホ
テ
ル
で
の�

50
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ

代
表
幹
事
　
木

下

俊

也

（
昭
和
53
年
卒
）

オ
プ
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー

目
的
地
：
富
士
山
河
口
湖
＆
時
之
栖
温
泉

　
　
　
　

�

高
級
車
３
台
に
分
乗
し
、
日
本
平

久
能
山
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
か
ら
出
発
。

以
下
の
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
ま
し
た

　
　
　
　

・
河
口
湖
も
み
じ
祭
り
会
場

　
　
　
　

・
久
保
田
一
竹
美
術
館

　
　
　
　

・
時
之
栖
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

�

（
写
真
２
）

　

時
之
栖
で
は
、
き
ら
め
く
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
光
の
妖
精
た
ち
が
出
迎
え
て
く
れ
、

参
加
者
全
員
が
幻
想
的
な
ひ
と
と
き
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

19
日
（
火
）
は
朝
食
後
に
三
島
ス
カ
イ

ウ
ォ
ー
ク
と
三
嶋
大
社
を
訪
れ
、
静
岡
市
内

で
解
散
。
今
回
の
オ
プ
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
は
安

達
君
が
企
画
を
一
手
に
引
き
受
け
て
く
れ
、

ラ
イ
ン
ア
ル
バ
ム
を
活
用
し
て
全
員
が
旅
の

情
報
を
共
有
で
き
た
こ
と
も
大
成
功
の
秘
訣

で
し
た
。

次
回
の
同
期
会

　

次
回
は
九
州
・
大
分
県
の
黒
川
温
泉
で
開

催
予
定
！
日
時
は
未
定
で
す
が
、
再
び
元
気

な
顔
ぶ
れ
が
揃
う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
訪
れ
た
温
泉
地
は
、
大
仁
、

浜
名
湖
、
下
呂
、
松
島
、
小
豆
島
、
熱
海
、

石
和
、
有
馬
な
ど
。
ど
の
場
所
も
思
い
出
深

い
で
す
が
、
今
回
の
静
岡
で
の
50
周
年
記
念

同
期
会
は
特
別
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
一
覧

青
木
、
安
達
、
石
岡
、
宇
野
、
老
田
、
瓦
谷
、

木
下
、
木
下
、
葛
上
、
佐
々
木
、
篠
原
、
辻

本
栄
子
、
寺
田
、
丹
羽
、
萩
原
、
東
山
、
藤

井
き
、
堀
江
、
前
田
、
山
本
啓
、
吉
田
雅
、

利
光
の
22
名
。
特
筆
す
べ
き
は
、
故
・
辻
本

君
の
奥
様
、
栄
子
さ
ん
が
奈
良
か
ら
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
。
ご
厚
意
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

50
周
年
と
い
う
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念

同
期
会
を
、
み
な
さ
ん
と
静
岡
の
地
で
開
催

で
き
た
こ
と
を
心
よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
九
州
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

昭和49年入学同期会　日本平ホテル　2024.11.17（写真１）

時之栖イルミネーション　2024.11.18（写真２）
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昭
和
42
年
に
開
講
さ
れ
た
薬
剤
製
造
学
教

室
（
小
菅
卓
夫
教
授
）
時
代
か
ら
続
く
伝
統

の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
令
和
６
年

12
月
７
日
（
土
）、
日
本
平
ホ
テ
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
薬
剤
製
造
学
教
室
、

薬
品
資
源
学
教
室
、
漢
方
薬
研
究
所
出
身
者

合
同
で
開
催
し
、
多
く
の
卒
業
生
が
集
い
ま

し
た
（
写
真
１
：
最
初
の
集
合
写
真
、
写
真

２
：
パ
ー
テ
ィ
ー
終
了
後
の
集
合
写
真
）。

　

今
回
は
従
来
の
夜
の
開
催
を
改
め
、
初
め

て
昼
間
に
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
澄
み
渡

る
青
空
に
雪
化
粧
し
た
富
士
山
が
美
し
く
映

え
、
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
背
景
に
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
パ
ー
テ
ィ
ー
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

辻
邦
郎
先
生
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
パ
ー

テ
ィ
ー
は
、
歓
談
や
食
事
を
楽
し
み
つ
つ
、

参
加
者
全
員
が
近
況
報
告
を
行
う
場
面
も
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
各
地
で
活
躍
す
る
皆
さ
ん

の
話
は
興
味
深
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
２
時

間
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
特
に
今
回
最
も
遠

方
か
ら
参
加
さ
れ
た
の
は
、
福
井
県
か
ら
お

小
菅
卓
夫
同
門
会
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た�

�

（
２
０
２
４
．
12
．
７
）

　
木

下

俊

也

（
昭
和
53
年
卒
）

越
し
の
吉
田
敏
彦
さ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、

締
め
の
「
万
歳
三
唱
」
で
は
、
荻
野
浩
一
さ

ん
が
日
本
万
歳
協
会
推
奨
の
形
式
で
会
場
を

盛
り
上
げ
、
大
い
に
笑
顔
と
拍
手
に
包
ま
れ

て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

次
回
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
令

和
７
年
12
月
７
日
（
日
）
12
時
よ
り
、
同
じ

く
日
本
平
ホ
テ
ル
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
卒
業
生
の
皆
様
、
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

参
加
者
一
覧
（
計
27
名
）

辻
邦
郎
、
糠
谷
東
雄
、
山
本
藤
輔
、
荻
野
浩

一
、
木
下
俊
也
、
東
山
文
生
、
稲
岡
靖
規
、

吉
田
敏
彦
、
廣
瀬
卓
、
勝
山
善
彦
、
上
田
春

美
、
山
﨑
英
洋
、
塚
本
理
史
、
脇
田
広
美
、

山
口
智
彦
、
夏
山
龍
煥
、
夏
山
浩
美
、
熊
澤

広
明
、
松
浦
大
輔
、
多
田
明
弘
、
神
野
文
宏
、

中
安
英
敏
、
野
沢
曉
、
富
永
恵
隆
、
濱
野
洋

行
、
西
坂
扶
岐
子
、
唐
木
普
一
郎
（
初
参

加
）。

小菅卓夫同門会クリスマスパーティー　日本平ホテル　2024.12.7（写真1）

パーティー終了後の集合写真（写真2）
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２
０
２
５
．５
．
21
～
５
．
23
、
植
物
研
究

部
Ｏ
Ｂ
会
が
新
潟
県
妙
高
市
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

妙
高
関
温
泉
に
77
歳
～
85
歳
（
平
均
年
齢

81
歳
？
）
の
メ
ン
バ
ー
11
名
が
関
西
、
関
東
、

静
岡
か
ら
集
合
。
か
け
流
し
の
温
泉
、
山
菜

な
ど
を
多
用
し
た
郷
土
料
理
を
楽
し
ん
だ
後
、

恒
例
の
ス
ラ
イ
ド
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
通
り
メ
ン
バ
ー
が
各
地
で
撮
影

し
た
山
野
草
や
、
野
鳥
の
写
真
な
ど
を
鑑
賞
。

更
に
今
年
は
過
去
の
植
研
部
の
活
動
の
記
録

写
真
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今
は
亡
き
、
斉
木
、

上
野
両
先
生
を
は
じ
め
、
お
世
話
に
な
っ
た

先
輩
諸
氏
の
懐
か
し
い
映
像
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
卒
業
以
来
60
年
近
く
が
経
過

し
た
こ
と
に
改
め
て
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
植
物
観
察
の
楽
し
さ
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
恩
師
、
先
輩
方
に
対
す
る
感

謝
の
気
持
ち
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

翌
日
は
妙
高
、
笹
ヶ
峰
高
原
を
目
指
し
ま

し
た
。
標
高
１
３
０
０
ｍ
ほ
ど
の
高
原
に
は

ま
だ
所
々
に
残
雪
が
あ
り
、
早
春
の
花
た
ち

が
次
々
と
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
、
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ
、

カ
タ
ク
リ
、
オ
オ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
ミ
ヤ

マ
ス
ミ
レ
・
・
・
等
々
。
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ

第
29
回
植
物
研
究
部
Ｏ
Ｂ
会
報
告

馬

場

宏

行

（
昭
和
44
年
卒
）

は
普
通
白
花
な
の
で
す
が
、
雪
国
で
は
ブ

ル
ー
か
ら
淡
紫
色
の
美
し
い
花
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。
そ
ん
な
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ
は
ル
ー

ト
脇
に
次
々
と
続
き
ま
す
。

　

ま
だ
芽
吹
き
前
の
白
樺
林
を
進
め
ば
、
ホ

ト
ト
ギ
ス
や
ウ
グ
イ
ス
の
美
声
が
響
き
、
野

生
の
猿
ま
で
間
近
に
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
自
然
観
察
の
楽
し
さ
満
開
で
す
！

　

３
日
目
は
妙
高
か
ら
長
野
県
戸
隠
高
原
の

森
林
植
物
園
に
向
か
い
ま
し
た
。
珍
し
い
ト

ガ
ク
シ
ソ
ウ
や
ズ
ダ
ヤ
ク
シ
ュ
、
タ
チ
カ
メ

バ
ソ
ウ
、
ア
ズ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
・
・
・
等
々
。

久
し
ぶ
り
の
植
物
と
の
再
会
は
嬉
し
い
も
の

で
す
。
で
も
残
念
な
こ
と
に
植
物
名
が
な
か

な
か
出
て
き
ま
せ
ん
。
歳
を
感
じ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
ね
。
山
を
歩
き
、
花
を
見
て
ワ
ク
ワ

ク
す
れ
ば
ボ
ケ
防
止
に
な
る
と
信
じ
て
い
て

も
？
？

　

戸
隠
は
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
聖
地
で

も
あ
り
、
数
多
く
の
鳥
の
鳴
き
声
や
キ
ツ
ツ

キ
の
ド
ラ
ミ
ン
グ
も
響
い
て
ま
た
ま
た
自
然

を
満
喫
！

　

こ
こ
戸
隠
は
在
学
中
（
60
年
前
？
）
に
植

研
部
の
合
宿
を
行
っ
た
場
所
で
あ
り
、
懐
か

し
む
メ
ン
バ
ー
も
多
く
楽
し
い
Ｏ
Ｂ
会
の
締

め
く
く
り
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
名
物
の
「
戸
隠
そ
ば
」
を
堪
能
し
、

来
年
の
再
会
を
約
し
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
参
加
さ
れ
た
河
村
信
弘
さ
ん
（
６

回
生
）
の
俳
句
を
下
記
致
し
ま
す
。

　
　

山
菜
の
多
彩
越
後
の
夏
料
理

　
　

大
夏
野
猿
の
目
線
と
合
ひ
に
け
り

　
　

老
鶯
の
声
森
林
に
谺
せ
り

　
　

万
緑
や
戸
隠
の
峰
天
を
突
く

　
　

山
若
葉
戸
隠
そ
ば
に
舌
鼓

第29回植物研究部OB会　新潟県妙高市　2025.5 .21-23

左から河村信弘、新邦夫、久保田美恵子、北村久代、美崎陽子、若宮忠弘、馬場宏行、美崎英生、
山田幸子、越智寿美子、秋山喜彦
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令
和
七
年
七
月
十
三
日
（
日
）
に
名
鉄
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
十
三
時
か
ら
二
時
間
開
催

し
ま
し
た
。
移
動
は
大
部
分
が
新
幹
線
等
冷

房
の
効
い
た
車
内
で
あ
り
熱
中
症
の
心
配
は

な
い
と
思
い
真
夏
の
開
催
に
し
ま
し
た
。
出

席
者
は
十
名
で
し
た
。

　

受
付
に
来
た
ほ
と
ん
ど
の
人
は
「
老
化
防

止
、
認
知
症
防
止
に
と
思
い
来
ま
し
た
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
歩
き
方
も
問
題
な
く
、

会
費
も
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
支
払
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

簡
単
な
開
会
の
挨
拶
、
鬼
籍
に
入
っ
た
人

三
名
に
黙
祷
を
捧
げ
雑
談
に
入
り
ま
し
た
。

少
人
数
な
の
で
司
会
は
無
し
に
し
ま
し
た
。

大
学
時
代
の
事
、
認
知
症
、
相
続
等
が
主
な

話
題
で
し
た
。
本
来
話
し
合
い
た
か
っ
た
こ

れ
か
ら
の
身
の
処
し
方
に
つ
い
て
は
わ
ず
か

し
か
話
し
合
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
、
少
々
残

念
な
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
、
各
人
そ
れ
な

り
の
楽
し
さ
は
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。
記
念

の
集
合
写
真
を
撮
り
閉
会
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
希
望
者
で
喫
茶
店
に
行
き
話
し

足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

静
薬
一
〇
期
生
同
期
会
開
催
報
告

　
森

田

俊

夫

（
昭
和
41
年
卒
）

案
内
状
の
発
送
者�

六
十
六
名

案
内
状
の
返
信
者
（
届
か
な
か
っ
た
人
）　

�

十
二
名

欠
席
者
（
返
事
が
あ
っ
た
人
）�

三
十
七
名

　

内　

逝
去
者
（
家
族
か
ら
の
連
絡
）�

三
名

　

内　

協
賛
金
を
出
し
て
く
れ
た
人�

一
名

返
事
が
な
か
っ
た
人�

七
名

出
席
者�

十
名

出
席
者
が
減
っ
て
き
て
残
念
で
す
。
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２
０
２
５
年
３
月
末
に
静
岡
県
立
大
学
を

定
年
退
職
し
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
、
私

の
ア
カ
デ
ミ
ア
で
の
活
動
を
ご
支
援
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
２
０
０
５
年
４
月
に
三
重
大
学
病
院
薬

剤
部
か
ら
臨
床
薬
剤
学
研
究
室
の
教
授
と
し

て
赴
任
し
た
後
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
の
４

年
間
及
び
２
０
２
１
年
度
か
ら
の
２
年
間
の

計
６
年
間
（
３
期
）
薬
学
部
長
を
務
め
ま
し

た
。
２
０
２
４
年
度
か
ら
理
事
兼
副
学
長
を

拝
命
し
、
退
職
後
（
２
０
２
５
年
８
月
現
在
）

も
引
き
続
き
法
人
理
事
兼
副
学
長
お
よ
び
特

任
教
授
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
私
な
り

に
本
学
で
の
20
年
間
を
振
り
返
る
と
、
前
半

は
薬
学
教
育
６
年
制
の
実
施
に
伴
う
臨
床
教

育
の
立
ち
上
げ
、後
半
は
薬
学
部
創
設
１
０
０

周
年
行
事
や
大
学
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
光
陰
矢
の
ご
と
く
20
年
が
過
ぎ
た
と

い
う
印
象
で
す
。
こ
こ
に
機
会
を
頂
戴
し
ま

し
た
の
で
、
私
な
り
の
想
い
出
を
書
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

本
学
で
の
採
用
に
際
し
て
は
、
教
授
職
と

併
せ
て
数
年
後
に
静
岡
県
立
総
合
病
院
の
薬

剤
部
長
を
兼
務
す
る
と
の
お
話
し
を
薬
学
部

か
ら
内
々
に
い
た
だ
き
、
前
職
の
業
務
経
験

が
生
か
せ
る
と
考
え
て
応
募
し
ま
し
た
。
恩

師
か
ら
も
病
院
薬
剤
部
で
臨
床
業
務
を
継
続

で
き
る
な
ら
と
応
募
へ
の
推
薦
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
着
任
し
て
み
る
と
当
時

の
県
立
総
合
病
院
薬
剤
部
と
薬
学
部
と
の
関

係
は
あ
ま
り
良
好
で
な
く
、
教
授
兼
薬
剤
部

長
な
ど
と
て
も
あ
り
得
る
環
境
で
は
な
く
、

結
局
実
現
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
薬
学
部
の
当
初
計
画
で
は
薬
学
科
80

名
全
員
の
病
院
実
務
実
習
を
県
立
総
合
病
院

だ
け
で
受
け
入
れ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
病
院
薬
剤
部
と
の
情
報
共
有
が
十

分
で
な
く
、
薬
剤
部
と
打
合
せ
し
て
み
る
と
、

と
て
も
年
間
80
名
を
受
け
入
れ
る
院
内
の
ス

ペ
ー
ス
や
薬
剤
部
の
人
員
に
余
裕
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
、
当
初
の
計
画
で
は

実
務
家
教
員
が
１
年
間
を
通
じ
て
病
院
実
務

実
習
を
指
導
す
る
体
制
（
実
習
生
20
名
×
４

期
）
と
な
っ
て
お
り
、
実
務
家
教
員
の
研
究

時
間
が
ほ
と
ん
ど
確
保
で
き
な
い
状
況
で
し

た
。
大
学
教
員
を
目
指
す
薬
剤
師
の
目
的
は

研
究
活
動
を
し
た
い
か
ら
で
あ
っ
て
、
研
究

時
間
が
ほ
と
ん
ど
確
保
で
き
な
い
環
境
で
は

優
秀
な
教
員
は
集
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

県
立
総
合
病
院
で
の
実
習
受
け
入
れ
人
数
を

削
減
し
、
残
り
の
実
習
生
は
県
内
の
病
院
で

引
き
受
け
て
も
ら
う
よ
う
に
変
更
す
る
と
共

に
、
実
習
受
け
入
れ
時
期
を
短
か
く
す
る
こ

と
で
実
務
家
教
員
の
研
究
時
間
を
確
保
す
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
の
大
幅
な
方
針
変
更

が
大
学
側
に
承
認
さ
れ
た
の
は
、
当
時
の
奥

直
人
薬
学
部
長
の
ご
理
解
と
ご
尽
力
に
よ
る

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

薬
局
実
務
実
習
も
含
め
て
本
学
の
学
外
で

の
臨
床
実
習
は
、
当
研
究
室
と
臨
床
薬
効
解

析
学
、
医
薬
品
情
報
解
析
学
研
究
室
で
分
担

し
て
い
ま
し
た
が
、
当
研
究
室
は
最
も
歴
史

の
あ
る
臨
床
系
研
究
室
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

臨
床
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
臨
床
教
育

計
画
の
立
案
や
学
外
実
習
期
間
と
の
交
渉
な

ど
他
の
研
究
室
に
比
べ
て
大
き
な
負
担
を
負

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
研

究
室
の
教
員
に
は
、
他
の
研
究
の
教
員
に
比

べ
て
よ
り
教
育
面
で
の
負
担
を
強
い
る
こ
と

に
な
り
、
研
究
時
間
を
減
ら
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
教
室
ス
タ
ッ
フ
の
自
負
と
理
解

を
得
な
が
ら
本
学
の
実
務
実
習
体
制
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
研
究
室
の
ス

タ
ッ
フ
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
面
で
は
、「
臨
床
現
場
で
出
た
問
題
点

を
薬
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
解
決
に
導
く
」
こ

と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
着
任
前
よ
り
薬
物
治
療

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
特
に
薬
物
血
中
濃
度
と
有

害
事
象
と
の
関
連
性
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

た
だ
、
実
務
家
教
員
で
研
究
業
績
の
優
れ
た

人
材
が
非
常
に
少
な
い
と
い
う
実
情
も
あ
り
、

私
の
研
究
テ
ー
マ
を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な

く
、
教
員
の
専
門
性
を
重
視
し
た
上
で
、
准

教
授
以
下
に
は
将
来
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

見
据
え
て
教
員
自
身
の
希
望
す
る
研
究
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
研
究
室

の
研
究
領
域
は
か
な
り
広
く
な
り
専
門
性
と

い
う
面
で
必
ず
し
も
深
い
レ
ベ
ル
に
達
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
所
属
す
る

研
究
室
の
教
育
重
視
の
位
置
づ
け
上
致
し
方

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
本
学
で

の
20
年
間
に
１
０
０
報
を
超
え
る
英
文
原
著

論
文
を
発
表
で
き
た
こ
と
に
対
し
、
共
同
研

究
者
各
位
へ
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
静
薬
学
友
会
の

皆
様
の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
健
勝
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
静
岡

県
立
大
学
薬
学
部
を
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大

学

だ

よ

り

大

学

だ

よ

り

退
職
に
際
し
て

静
岡
県
立
大
学
　
副
学
長
　
　
賀
川
義
之

（
昭
和
58
年
卒
）
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こ
の
度
、
静
岡
県
立
大
学
を
退
職
す
る
に

あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様

へ
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
木
苗
直
秀
学
長
の
ご
指
導
の
下
、「
地

（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）」
に
採
択

さ
れ
、「
し
ず
お
か
学
」
の
開
講
に
協
力
し
ま

し
た
。「
静
岡
の
防
災
と
医
療
」
は
平
成
26
年

度
に
新
設
し
、
令
和
７
年
度
に
は
５
０
０
名

を
超
え
る
学
生
が
受
講
す
る
人
気
科
目
に
成

長
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
静
岡
の
健
康
長
寿

を
支
え
る
仕
組
み
と
人
々
」
で
は
、
多
職
種

の
講
師
に
よ
る
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
を
導
入
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
ア
ド
バ
ン
ス
科
目
で
あ
る

「
静
岡
救
命
連
携
演
習
」で
は
薬
学
部
生
と
他

学
部
と
の
合
同
演
習
や
Ｓ
Ｇ
Ｄ
を
実
施
す
る

な
ど
、
実
践
的
か
つ
充
実
し
た
教
育
を
展
開

し
ま
し
た
。

　

禁
煙
教
育
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。２
０
１
６

年
か
ら
「
日
本
禁
煙
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
育
成
講

習
会
」
を
開
始
し
、
静
岡
県
立
総
合
病
院
に

禁
煙
外
来
を
設
置
。
初
級
禁
煙
支
援
士
の
資

格
を
取
得
し
た
学
生
が
医
師
や
看
護
師
、
薬

剤
師
と
連
携
し
て
服
薬
指
導
を
行
う
体
制
を

整
え
ま
し
た
。
ま
た
、
学
内
喫
煙
所
の
浮
遊

粒
子
濃
度
を
測
定
し
、
重
大
な
健
康
リ
ス
ク

を
明
ら
か
に
し
て
学
長
へ
報
告
し
た
結
果
、

敷
地
内
全
面
禁
煙
と
い
う
成
果
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
学
生
教
育
と
社
会
貢
献
が
結
び
つ

い
た
取
り
組
み
と
し
て
、
強
く
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
連
携
で
は
、モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

を
活
用
し
た
啓
発
活
動
や
、
市
民
向
け
健
康

度
測
定
会
を
学
生
主
体
で
実
施
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｈ
Ａ
‒
Ｂ
Ｌ
Ｓ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
資
格
取
得

コ
ー
ス
を
開
講
し
、
救
命
ス
キ
ル
の
習
得
機

会
を
提
供
し
ま
し
た
。
薬
剤
師
教
育
で
は
心

電
図
や
血
圧
測
定
な
ど
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
取
り
入
れ
、
令
和
６
年
度
か
ら
臨

床
検
査
技
師
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
に
も
発
展
さ
せ
ま
し

た
。
国
際
交
流
で
は
薬
食
国
際
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
の
運
営
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ

形
式
の
「
バ
ン
ド
ン
‒
静
岡
食
薬
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
」
を
立
ち
上
げ
、
学
部
間
協
定
の
締

結
へ
と
結
実
し
ま
し
た
。

　

研
究
面
で
は
、
心
不
全
治
療
薬
の
開
発
を

目
指
し
、
心
筋
細
胞
核
内
シ
グ
ナ
ル
の
研
究

を
進
め
ま
し
た
。
特
に
ヒ
ス
ト
ン
ア
セ
チ
ル

化
酵
素
ｐ
３
０
０
が
重
要
な
治
療
標
的
と
な

る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
阻
害
作
用
を
持
つ
ク

ル
ク
ミ
ン
が
心
不
全
治
療
に
有
効
で
あ
る
可

能
性
を
見
出
し
ま
し
た
。
本
学
着
任
後
は
構

造
活
性
相
関
研
究
や
Ｄ
Ｄ
Ｓ
技
術
に
よ
る
高

吸
収
製
剤
の
開
発
に
取
り
組
み
、
ヒ
ト
臨
床

試
験
で
も
心
不
全
に
治
療
効
果
の
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
ノ
ビ
レ
チ
ン
が

ｐ
３
０
０
活
性
を
調
節
し
て
心
機
能
改
善
に

寄
与
す
る
可
能
性
を
見
出
し
、
故
・
菅
敏
幸

教
授
の
合
成
ノ
ビ
レ
チ
ン
の
ご
提
供
に
よ
り

研
究
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
心
臓
抽
出
タ
ン
パ
ク
質
か
ら
ｐ
３�

０
０
や
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
４
複
合
体
を
精
製
・
質
量

分
析
し
、
こ
れ
ら
の
複
合
体
が
時
間
的
・
空

間
的
に
変
化
し
、
転
写
活
性
を
正
に
も
負
に

も
制
御
し
、
心
不
全
に
関
与
す
る
こ
と
を
見

出
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
産
学
連
携
研
究

も
行
い
、
多
く
の
論
文
発
表
に
も
つ
な
が
り

ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
に
は
学
内
に
臨
床
研
究
施
設

を
設
立
し
、
そ
の
後
は
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー

へ
発
展
さ
せ
、
産
学
連
携
や
地
域
連
携
を
推

進
す
る
拠
点
と
し
ま
し
た
。
ま
た
「
ア
ド
バ

ン
ス
ト
実
習
―
地
域
医
療
」
と
し
て
川
根
本

町
で
の
実
習
を
開
始
し
、
薬
剤
師
の
地
域
偏

在
解
消
に
貢
献
す
る
教
育
体
制
づ
く
り
に
努

め
ま
し
た
。

　

在
職
中
は
県
や
市
の
委
員
も
務
め
、
行
政

の
現
場
か
ら
学
ぶ
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

静
岡
に
は
同
級
生
も
多
く
、
年
２
回
の
同
窓

会
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
も
大

切
な
思
い
出
で
す
。

　

こ
の
９
月
か
ら
は
東
邦
大
学
医
学
部
薬
理

学
講
座
に
異
動
い
た
し
ま
す
。
本
学
で
培
っ

た
教
育
・
研
究
・
地
域
貢
献
の
経
験
を
新
天

地
で
も
活
か
し
、
よ
り
一
層
精
進
し
て
い
く

所
存
で
す
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

教
職
員
、
学
生
、
卒
業
生
、
そ
し
て
静
薬
学

友
会
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
静
岡
で
過
ご
し
た
16
年
５
か
月
は
、
私

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
り
、

今
後
も
大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

静
岡
県
立
大
学
で
の
16
年
５
か
月
の
想
い
出

東
邦
大
学
医
学
部
薬
理
講
座
・
教
授
　
　
森
本
達
也
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２
０
２
５
年
４
月
付
で
臨
床
薬
剤
学
分
野

の
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
辻 

大
樹
と
申

し
ま
す
。
ご
挨
拶
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
静
薬
学
友
会
の
皆
様
に
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
浜
松
市
に
生
ま
れ
、
大
学
時
代
お
よ

び
社
会
人
と
し
て
の
一
時
期
を
除
き
、
静
岡

県
民
と
し
て
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
度
、
伝
統
あ
る
本
学
薬
学
部
に
お
い
て
教

授
職
を
拝
命
し
、
大
変
光
栄
に
思
う
と
同
時

に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
日
々
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。
私
は
明
治
薬
科
大
学
を
卒

業
後
、
同
大
学
大
学
院
に
て
臨
床
薬
学
を
専

攻
し
、
博
士
前
期
課
程
を
修
了
し
ま
し
た
。

当
時
と
し
て
は
珍
し
い
臨
床
系
の
大
学
院
で

あ
り
、
在
学
中
は
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附

属
第
三
病
院
で
の
臨
床
研
修
お
よ
び
臨
床
研

究
に
励
み
、
並
木
徳
之
先
生
（
前 

実
践
薬
学

分
野
教
授
）
に
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
臨

床
薬
学
の
黎
明
期
に
あ
っ
た
そ
の
頃
、
実
臨

床
の
場
で
患
者
さ
ん
に
向
き
合
い
な
が
ら
学

ん
だ
経
験
は
、今
な
お
私
の
教
育
観
・
研
究
観

の
根
幹
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
聖

隷
浜
松
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
医
療
機

関
で
10
年
に
わ
た
り
、
薬
剤
師
と
し
て
医
療

現
場
に
携
わ
り
ま
し
た
。
聖
隷
浜
松
病
院
で

は
、
総
合
診
療
内
科
部
長
で
あ
っ
た
山
田
浩

先
生
（
前 

医
薬
品
情
報
解
析
学
分
野
教
授
）

の
ご
指
導
の
も
と
、
研
修
医
や
若
手
医
師
と

共
に
教
育
を
受
け
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
病
棟
部
門
や
外
来
化
学
療
法
部

門
の
責
任
者
を
務
め
、
チ
ー
ム
医
療
の
一
員

と
し
て
多
く
の
が
ん
患
者
さ
ん
と
向
き
合
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
薬
剤
師
と
し

て
何
が
で
き
る
の
か
、
何
を
す
べ
き
か
を
常

に
考
え
、
実
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
臨
床
経
験
を
通
じ
て
、
薬
物

治
療
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
臨
床
研
究
に
関
心
を
抱
き
、
臨
床
研

究
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

院
内
で
の
委
員
会
活
動
で
は
、
当
時
、
聖
隷

浜
松
病
院
で
顧
問
を
務
め
ら
れ
て
い
た
中
野

眞
汎
先
生
（
臨
床
薬
剤
学
分
野
初
代
教
授
）

と
も
ご
一
緒
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
２
０
０
９
年
よ
り
、
伊
藤
邦
彦
先
生

が
主
宰
さ
れ
る
本
学
の
臨
床
薬
効
解
析
学
分

野
に
助
教
と
し
て
着
任
し
、
同
分
野
に
籍
を

置
き
な
が
ら
教
育
・
研
究
活
動
に
従
事
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
本
学
で
は
静
岡
県
立
総
合

病
院
内
に
臨
床
薬
学
教
育
・
研
究
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
私
は
そ
こ
で
５
年
次

の
病
院
実
習
を
担
当
し
、
薬
剤
部
の
先
生
方

と
共
に
医
療
現
場
で
の
臨
床
教
育
に
尽
力
い

た
し
ま
し
た
。
研
究
面
で
は
、
長
年
病
院
に

籍
を
置
い
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、
臨
床
の

現
場
で
得
た
疑
問
を
出
発
点
と
し
て
、
抗
が

ん
薬
の
副
作
用
対
策
や
支
持
療
法
の
個
別
化

を
目
指
し
た
フ
ァ
ー
マ
コ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
研
究

な
ど
を
中
心
に
、
全
国
の
が
ん
専
門
薬
剤
師

の
方
々
と
連
携
し
た
多
機
関
共
同
研
究
を
継

続
し
て
進
め
て
お
り
ま
す
。
学
生
時
代
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
尊
敬
す
べ
き
先

生
方
や
情
熱
あ
ふ
れ
る
仲
間
に
恵
ま
れ
、
そ

れ
ら
の
ご
縁
が
私
の
歩
み
を
支
え
、
今
の
私

を
か
た
ち
づ
く
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
０
６
年
の
薬
学
教
育
６
年
制
の
導
入

が
大
き
な
転
機
と
な
り
、
当
研
究
室
は
そ
の

流
れ
の
な
か
で
誕
生
し
た
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
医
療
の
高
度
化
・
専
門
化
が
進
む
な

か
で
、
薬
剤
師
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
刻
々

と
大
き
く
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
６
年
制

教
育
に
よ
っ
て
高
度
な
専
門
知
識
と
実
践
力

を
持
っ
た
薬
剤
師
を
育
成
す
る
体
制
が
整
え

ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
本
質
的
な
改
革
の
定

着
に
は
今
な
お
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
教
育
と
は
単
な
る
知
識
伝
達

に
留
ま
ら
ず
、
学
生
が
「
な
ぜ
学
ぶ
の
か
」

を
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
行
動
す
る
力
を
育

む
営
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は

医
療
現
場
の
問
題
解
決
に
直
結
す
る
実
践
的

な
臨
床
研
究
を
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
と
も
一

緒
に
取
り
組
み
、
エ
ビ
デ
ン
ス
構
築
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
野
眞

汎
先
生
が
立
ち
上
げ
、
賀
川
義
之
先
生
が
20

年
間
に
わ
た
り
築
き
上
げ
ら
れ
た
当
研
究
室

の
伝
統
と
実
績
を
尊
重
し
、
そ
の
精
神
を
継

承
し
な
が
ら
、
研
究
室
の
さ
ら
な
る
発
展
に

向
け
て
尽
力
す
る
所
存
で
す
。
ま
た
、
学
部

全
体
の
さ
ら
な
る
発
展
に
も
寄
与
で
き
る
よ

う
、
一
層
精
進
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
静
薬
学
友
会
の
皆

様
に
は
、
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

新
任
挨
拶

教
育
・
研
究
・
臨
床
を
つ
な
ぐ
新
た
な
一
歩

臨
床
薬
剤
学
分
野
　
教
授
　
　
辻
　

大
樹
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私
は
、
東
京
工
業
大
学
を
卒
業
し
、
同
大

学
院
修
士
課
程
を
修
了
後
、
持
田
製
薬
株
式

会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
京
都
大

学
大
学
院
で
博
士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。
京

都
大
学 

助
教
（
青
藍
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
Ｊ
Ｓ

Ｔ
さ
き
が
け
研
究
員
を
勤
め
、
現
職
に
至
り

ま
す
。
ア
カ
デ
ミ
ア
研
究
・
教
育
お
よ
び
企

業
で
の
研
究
・
薬
事
申
請
業
務
な
ど
に
従
事

し
、
研
究
分
野
で
は
ペ
プ
チ
ド
化
学
合
成
、

代
謝
生
物
学
、
遺
伝
子
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
な
ど
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
学
術
活
動
と
し
て
は
、
分
子
レ

ベ
ル
で
の
生
物
学
的
疑
問
の
解
明
お
よ
び
工

学
的
な
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
着
任
し
て
２
年
に
な
ろ
う
か
と
い

う
時
期
で
、
私
自
身
の
薬
学
の
理
解
が
少
し

ず
つ
深
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
薬
が
働
く
こ

と
の
大
前
提
と
し
て
、
生
命
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
存
在
し
、
教
科
書
の
な
か
で
は
揺
る
ぎ
な

い
正
し
い
姿
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
私
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
物
質
代

謝
の
観
点
か
ら
眺
め
る
と
、
生
命
を
形
づ
く

る
生
体
分
子
の
多
く
は
外
界
か
ら
の
化
学
物

質
（
栄
養
素
）
に
由
来
し
、
必
ず
し
も
教
科

書
で
定
義
さ
れ
る
よ
う
な
代
謝
物
の
化
学
構

造
で
有
っ
て
も
無
く
て
も
構
わ
な
い
気
が
し

て
き
ま
す
。
私
は
、
こ
の
仮
説
の
検
証
を
通

じ
て
、
代
謝
物
構
造
の
生
物
学
的
な
意
義
の

解
明
や
、
人
工
代
謝
物
を
介
し
て
生
体
機
能

を
変
え
る
創
薬
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
創
出
を
目
指

し
ま
す
。

　

私
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て

い
る
生
命
現
象
・
分
子
機
構
に
疑
問
を
持
ち
、

自
身
の
考
え
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
リ
サ
ー

チ
マ
イ
ン
ド
が
育
ま
れ
て
い
く
と
信
じ
て
い

ま
す
。
こ
の
信
念
の
も
と
、
静
岡
の
地
で
大

学
教
育
・
研
究
に
励
み
、
本
学
学
生
の
成
長

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
す
が
、
静
薬
学
友
会
の
皆
様
に
は
、

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
七
年
四
月
一
日
付
で
、
生
化
学
分
野

の
助
教
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
塚
本
庸

平
と
申
し
ま
す
。
静
薬
学
友
会
の
諸
先
生
方
、

並
び
に
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
愛
知
県
出
身
で
、
愛
知
県
立
刈
谷
高

等
学
校
を
卒
業
後
、
同
志
社
大
学
生
命
医
科

学
部
に
て
学
士
（
理
学
）
を
、
名
古
屋
大
学

大
学
院
医
学
系
研
究
科
に
て
修
士（
医
科
学
）

と
博
士
（
医
学
）
を
取
得
い
た
し
ま
し
た
。

名
古
屋
大
学
に
お
い
て
は
質
量
分
析
を
用
い

た
糖
鎖
修
飾
の
構
造
解
析
や
糖
鎖
修
飾
の
機

能
解
析
を
岡
島
徹
也
教
授
と
、
当
時
准
教
授

で
あ
っ
た
竹
内
英
之
現
本
学
教
授
の
も
と
で

行
い
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
に
自

分
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
Ｎ
ｏ
ｔ
ｃ
ｈ
受
容

体
の
細
胞
外
領
域
に
付
加
す
る
非
典
型
O
　

‒�

結
合
型
糖
鎖
修
飾
の
解
析
の
み
な
ら
ず
、
共

同
研
究
や
他
の
構
成
員
の
研
究
に
も
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
、
タ
ン
パ
ク
質
上
の
N　
‒
結

合
型
糖
鎖
修
飾
や
典
型
の
O
　

‒
結
合
型
糖
鎖

修
飾
の
解
析
や
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
な
ど
様
々

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
糖
鎖

研
究
の
奥
深
さ
と
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
時
の
御
縁
で
、
学
位
取
得
後
、

助
教
を
し
な
い
か
と
竹
内
教
授
に
お
声
が
け

い
た
だ
き
、
私
は
本
学
に
着
任
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
糖
鎖
修
飾
は
糖
の
構
成
や
結

合
様
式
な
ど
非
常
に
複
雑
な
う
え
、
直
接
的

な
情
報
を
取
得
で
き
る
質
量
分
析
デ
ー
タ
の

解
析
も
難
航
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

様
々
な
情
報
を
組
み
合
わ
せ
て
、
一
つ
一
つ

構
造
や
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
何
よ

り
の
楽
し
み
を
見
出
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
培
っ
た
糖
鎖
解
析
や
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク

ス
の
技
術
を
生
化
学
分
野
の
み
な
ら
ず
様
々

な
分
野
の
研
究
の
進
展
に
生
か
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

経
験
が
浅
く
至
ら
ぬ
点
が
多
々
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
静
岡
県
立
大
学
薬
学
部
、
並

び
に
静
薬
学
友
会
の
更
な
る
発
展
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
直
向
き
に
邁
進
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新
任
の
ご
挨
拶生

化
学
分
野
　
助
教
　
　
塚
本
庸
平

静
岡
か
ら
生
命
観
を
問
う

統
合
生
理
学
分
野
　
准
教
授
　
　
土
谷
正
樹

編
集
部
の
不
手
際
に
よ
り
、前
号
に
ご
執
筆
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、本
号
で
の
記
事
掲
載
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

�

編
集
部
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生
化
学
分
野

生
化
学
分
野

　

生
化
学
分
野
で
は
、
核
酸
や
タ
ン
パ
ク
質

と
並
ぶ
第
三
の
生
命
鎖
で
あ
る
糖
鎖
の
機
能

解
明
と
創
薬
応
用
を
目
指
し
、N

otch

シ
グ

ナ
ル
、
ウ
イ
ル
ス
、
神
経
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

竹
内
英
之
教
授
の
統
括
の
下
、
高
橋
忠
伸
准

教
授
、
紅
林
佑
希
助
教
、
２
０
２
５
年
４
月

よ
り
着
任
さ
れ
た
塚
本
庸
平
助
教
が
そ
れ
ぞ

れ
研
究
室
を
担
当
し
、
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
異
分
野
融
合
研
究
の
革
新
的
な

展
開
を
図
る
た
め
、
名
古
屋
大
学
の
岡
島
徹

也
教
授
、
順
天
堂
大
学
薬
学
部
の
南
彰
教
授
、

本
学
客
員
教
授
の
池
田
潔
博
士
（
１
９
７
９

年
静
岡
薬
大
卒
）
を
は
じ
め
、
国
内
外
の
先

生
方
と
の
共
同
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
当
分
野
は
大
学
院
博
士
前
期
課
程
２

年
３
名
、
同
１
年
１
名
、
学
部
６
年
３
名
・

同
５
年
５
名
・
同
４
年
７
名
の
計
19
名
の
学

生
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
は
精
力
的
に
研
究
や
勉
学
に
取
り
組

み
、
学
会
に
お
い
て
多
く
の
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
こ
１
年
間
の
受
賞
は
、
第
39
回
老

化
促
進
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
学
会
学
術
大
会
（
上

杉
尚
輝
さ
ん
）、第
43
回
日
本
糖
質
学
会
年
会

（
籏
祥
太
さ
ん
）、
第
23
回
次
世
代
を
担
う
若

手
フ
ァ
ー
マ
・
バ
イ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
成
道

豊
さ
ん
）、糖
鎖
科
学
中
部
拠
点
第
20
回
若
手

の
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
若
林
佳
輝
さ
ん
）、
日
本

病
院
薬
剤
師
会
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
・
日
本
薬
学

会
東
海
支
部
合
同
学
術
大
会
２
０
２
４
（
松

本
歩
さ
ん
）、
日
本
薬
学
会
第
145
年
会
（
鈴
木

乾
矢
さ
ん
、
長
屋
美
紗
貴
さ
ん
、
深
澤
花
菜

さ
ん
、
藤
田
優
貴
さ
ん
）、
第
89
回
日
本
生
化

学
会
中
部
支
部
例
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
藤

田
優
貴
さ
ん
）、第
71
回
日
本
薬
学
会
東
海
支

部
大
会
（
上
杉
尚
輝
さ
ん
）、
静
岡
県
立
大
学

領
域
別
優
秀
賞
（
成
道
豊
さ
ん
、
若
林
佳
輝

さ
ん
）
で
す
。
さ
ら
に
、
紅
林
佑
希
助
教
が

２
０
２
５
年
10
月
２
日
の
第
44
回
日
本
糖
質

学
会
年
会
に
て
日
本
糖
質
学
会
奨
励
賞
を
授

与
さ
れ
ま
す
。
研
究
室
に
お
い
て
も
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
会
や
研
究
室
旅
行
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
最
近
の
研
究
内
容
や
成
果
、
ト

ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、当
研
究
室
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://w

3pharm
.u-shizuoka-

ken.ac.jp/~biochem
/index.htm

l

）
で
ご

覧
頂
け
ま
す
。
ま
た
、
生
化
学
分
野
同
門
生

が
集
ま
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ

が
あ
り
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
加

入
を
希
望
さ
れ
る
同
門
生
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

衛
生
分
子
毒
性
学
分
野

衛
生
分
子
毒
性
学
分
野

　

衛
生
分
子
毒
性
学
分
野
は
、
吉
成
浩
一
教

授
の
２
０
１
４
年
の
着
任
か
ら
12
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
本
年
４
月
に
は
志
津
先
生
が
准

教
授
に
昇
任
さ
れ
、
現
在
は
吉
成
教
授
、
志

津
准
教
授
、
大
岡
助
教
の
３
名
の
教
員
と
、

学
生
・
研
究
補
助
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
で

研
究
室
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

当
分
野
で
は
「
化
学
物
質
か
ら
ヒ
ト
を
衛

る
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
化
学
物
質

に
よ
る
毒
性
発
現
機
序
や
感
受
性
要
因
の
解

明
、
さ
ら
に
予
測
法
の
開
発
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
実
験
動
物
や
細
胞
を
用
い
た
ウ
ェ
ッ

ト
な
実
験
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る

ド
ラ
イ
解
析
ま
で
幅
広
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。
学
生
は
、
週
１
回
の

研
究
室
セ
ミ
ナ
ー
で
の
発
表
を
通
じ
て
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨
き
、
月
１
回
の

グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
教
員
と
各

研
究
グ
ル
ー
プ
が
研
究
内
容
を
深
く
議
論
し
、

相
互
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
日
々
の
努
力
と
共
同
研
究
者
・
関

係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
毎
年
、
原

著
論
文
や
国
内
外
学
会
で
の
発
表
を
行
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
吉
成
浩
一
教
授
が
大

会
長
を
務
め
た
第
７
回
医
薬
品
毒
性
機
序
研

究
会
を
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
に
て
開
催
し
、
研
究

室
員
全
員
で
運
営
を
支
え
ま
し
た
。

　

研
究
の
合
間
に
は
、
お
花
見
や
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
、
懇
親
会
な
ど
を
通
じ
て
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
９
月
に
は
、
研

究
室
開
始
10
周
年
と
吉
成
教
授
の
日
本
毒
性

学
会
学
会
賞
受
賞
を
記
念
し
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

を
お
招
き
し
て
同
門
会
兼
祝
賀
会
を
開
催
予

定
で
す
。
研
究
成
果
や
学
会
活
動
、
イ
ベ
ン

ト
の
様
子
は
、
研
究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随

時
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

末
筆
な
が
ら
、
静
薬
学
友
会
の
皆
様
に
は

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

研 

究 

室 

だ 

よ 

り

2025年４月　集合写真

2025年３月　卒業生と
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薬
理
学
分
野

薬
理
学
分
野

　

現
在
、
薬
理
学
教
室
に
は
、
教
員
４
名
、

秘
書
１
名
、
博
士
前
期
課
程
７
名
、
学
部
学

生
（
４
～
６
年
生
）
14
名
が
所
属
し
て
お
り
、

日
々
、
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
研
究
室
で
は
、
血
糖
調
節
に
お
い
て
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
膵
β
細
胞
、
脂

肪
肝
な
ど
に
お
け
る
肝
線
維
化
の
責
任
細
胞

で
あ
る
肝
星
細
胞
を
主
な
研
究
対
象
と
し
、

糖
尿
病
や
肝
線
維
症
の
病
態
解
明
お
よ
び
治

療
・
診
断
法
開
発
を
指
向
し
た
基
礎
研
究
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
世
の
中
に
貢
献
で
き
る

研
究
成
果
を
輩
出
す
る
べ
く
、今
後
も
ユ
ニ
ー

ク
な
薬
理
研
究
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

－
同
門
生
へ
の
お
知
ら
せ
－

　

２
０
２
６
年
３
月
を
も
ち
ま
し
て
石
川
智

久
先
生
が
ご
退
官
さ
れ
ま
す
。
長
年
の
ご
指

導
・
ご
功
績
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
ご
健
勝
を
願
い
ま
し
て
、
同
門

生
一
同
に
よ
る
祝
賀
会
を
２
０
２
６
年
２
月

22
日
㈰
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
、
後

日
、
案
内
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
薬
理
学
教

室
の
Ｈ
Ｐ
に
も
あ
わ
せ
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

出
欠
の
ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ご

多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
万
障
お
繰
り
合
わ

せ
の
う
え
、
ご
出
席
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

－
受
賞
－

　

昨
年
度
は
、
鈴
木
健
資
さ
ん
（
当
時
Ｍ
１
）

の
第
150
回
日
本
薬
理
学
会
関
東
部
会
で
優
秀

発
表
賞
、
山
口
桃
生
先
生
の
２
０
２
４
年
度

日
本
薬
学
会
東
海
支
部
学
術
奨
励
賞
に
続
き
、

杉
森
仁
奏
さ
ん
（
当
時
Ｍ
１
）
がT

he 5th 
Bandung-shizuoka Food and Pharm

a 
conference

でBest Presentation A
w

ard

を
、
鈴
木
健
資
さ
ん
（
当
時
Ｍ
１
）
が
生
体

機
能
と
創
薬
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
４
で
優

秀
発
表
お
よ
び
静
岡
実
験
動
物
研
究
会
で
林

榮
一
賞
を
、
小
寺
聡
史
朗
さ
ん
（
当
時
Ｄ
３
）

が
第
47
回
日
本
日
本
分
子
生
物
学
会
年
会
で

M
BSJ-EM

BO
 Poster A

w
ard

を
、小
谷
優

妃
さ
ん（
当
時
Ｂ
４
）が
第
34
回
日
本
循
環
薬

理
学
会
学
術
集
会
で
Ｙ
Ｉ
Ａ
賞
を
、
岡
部
磨

幸
さ
ん
（
当
時
Ｂ
６
）
が
日
本
薬
学
会
第
145

年
会
で
学
生
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
梅
田
宗
一
郎
さ
ん
（
現
Ｂ
５
）
が

第
152
回
日
本
薬
理
学
会
関
東
部
会
で
優
秀
発

表
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

近
く
に
い
ら
し
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
研
究
室

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

医
薬
生
命
化
学
分
野

医
薬
生
命
化
学
分
野

　

医
薬
生
命
化
学
教
室
で
は
、「
薬
物
送
達
学

の
力
で
く
す
り
を
創
る
」
こ
と
を
最
終
目
標

に
掲
げ
、が
ん
、
脳
梗
塞
、
腎
疾
患
な
ど
を
対

象
と
し
た
研
究
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
特
に

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
基
盤
と
す
る
ド
ラ
ッ

グ
デ
リ
バ
リ
ー
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｄ
Ｓ
）
の
開

発
に
注
力
し
、
基
礎
か
ら
臨
床
応
用
に
至
る

幅
広
い
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

当
分
野
は
大
学
院
博
士
後
期
課
程
３
年
１
名
・

２
年
１
名
・
１
年
２
名
、
大
学
院
博
士
前
期

課
程
２
年
３
名
・
１
年
４
名
、
学
部

６
年
３
名
・
５
年
３
名
・
４
年
７
名

の
計
24
名
の
学
生
が
所
属
し
、
教
員
、

研
究
補
助
員
を
併
せ
て
計
36
人
体
制

で
研
究
室
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
最

近
の
出
来
事
と
し
て
は
、
２
０
２
４

年
度
の
研
究
室
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
で
は
、「
目
指
せ
１
勝
」
を
目
標

に
臨
み
、
見
事
２
回
戦
ま
で
進
出
し

ま
し
た
。
２
０
２
５
年
度
の
研
究
室

対
抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
で
は
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
の
経
験
を
活
か

し
、
研
究
室
一
丸
と
な
っ
て
臨
ん
だ

結
果
、
見
事
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
研
究
で
は
、
山
口
留
帆
さ
ん
が

第
45
回
生
体
膜
と
薬
物
の
相
互
作
用

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
「
優
秀
発
表
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
渡
邉
翠
さ
ん
が

第
40
回
日
本
Ｄ
Ｄ
Ｓ
学
会
学
術
集
会

に
て
「
優
秀
発
表
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。
又
吉
克
樹
君
が
日
本
生
化
学

会
中
部
支
部
に
て
「
奨
励
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。
佐
藤
慶
次
朗
君
が
日
本
薬
学

会
第
144
年
会
に
て
「
優
秀
発
表
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。
齋
藤
海
斗
君
と
渡
邉
翠
さ
ん
が

高
分
子
進
化
工
学
第
２
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

て
「
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

教
室
員
一
同
は
、
運
動
を
楽
し
み
な
が
ら
、

切
磋
琢
磨
し
て
日
々
の
研
究
に
励
ん
で
い
ま

す
。最
近
の
教
室
の
活
動
状
況
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
下

さ
い
（https://w

3pharm
.u-shizuoka-

ken.ac.jp/~radiobio/

）。

2025年８月８日　研究室BBQ

2024年11月28日　医薬生命化学教室集合写真
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身
体
運
動
科
学
分
野

身
体
運
動
科
学
分
野

　

本
学
に
赴
任
し
身
体
運
動
科
学
分
野
を
担

当
し
て
11
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
担
当
科
目

で
は
、
私
の
専
門
分
野
で
あ
る
健
康
管
理
学

や
健
康
運
動
心
理
学
の
観
点
を
活
か
し
た
授

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
研
究
室
と
し
て

は
、
健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
り
、
社
会
環

境
と
良
好
な
関
係
を
構
築
す
る
上
で
必
要
な

知
識
・
ス
キ
ル
の
習
得
や
、
運
動
実
践
に
よ

る
心
理
的
効
果
な
ど
に
関
す
る
調
査
研
究
及

び
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
本
学
全
体
で
の
身
体
運
動
科
学
の

通
年
17
．５
本
の
授
業
運
営
に
加
え
、
体
育
関

連
の
用
具
・
施
設
の
管
理
、
非
常
勤
講
師
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
体
育
会
部
活
動
活
性
化

の
た
め
の
支
援
活
動
な
ど
も
一
手
に
担
当
し

て
お
り
ま
す
。

　

大
学
に
お
け
る
体
育
授
業
は
、
身
体
活
動

を
習
慣
化
す
る
最
後
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

日
々
の
授
業
で
は
、
運
動
技
術
の
習
得
の
み

な
ら
ず
、
体
育
を
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、

学
生
が
自
信
や
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
を
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
な
実
践
を
行
っ
て
い
ま
す
。
授

業
の
内
容
や
進
め
方
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、

体
力
向
上
・
技
術
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
改
善
の
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
特
に
１
年
次
に
お
け
る
体
育
授
業
は

「
仲
間
づ
く
り
」
の
場
に
も
な
り
、
大
学
生
活

へ
の
適
応
や
良
好
な
人
間
関
係
の
構
築
の
た

め
に
も
必
要
不
可
欠
な
科
目
で
す
。

　

こ
こ
数
年
で
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
修
繕

や
新
た
な
部
活
動
設
立
支
援
の
ほ
か
、
各
施

設
の
利
用
者
説
明
会
開
催
、
施
設
毎
に
使
用

上
の
注
意
看
板
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
本
学

施
設
を
よ
り
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
貢
献
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
夏

期
に
は
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
、
乗
馬
、
ゴ
ル
フ
な
ど
の
新
し
い
ス
ポ
ー

ツ
種
目
を
体
験
で
き
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

本
学
の
学
生
・
先
生
方
に
身
体
運
動
科
学
の

考
え
方
を
広
げ
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

身
体
運
動
科
学
分
野
は
、
今
後
も
よ
り
よ

い
授
業
作
り
は
も
ち
ろ
ん
、積
極
的
な
ス
ポ
ー

ツ
環
境
整
備
に
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

地
域
に
貢
献
し
未
来
を
担
う
学
生
が
本
学
か

ら
羽
ば
た
い
て
ゆ
け
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

生
体
機
能
分
子
分
析
学
分
野

生
体
機
能
分
子
分
析
学
分
野

　

当
分
野
は
今
年
度
も
轟
木
教
授
、
兒
島
准

教
授
、
古
庄
助
教
の
３
人
体
制
で
、
学
生
と

毎
日
精
力
的
に
研
究
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
名
誉
教
授
の
豊
岡
先
生
、
客
員
教
授
の

水
野
先
生
、
客
員
准
教
授
の
杉
山
先
生
に
も

研
究
面
で
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

当
研
究
室
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
次
世

代
バ
イ
オ
医
薬
品
の
新
規
分
析
法
の
開
発
、

迅
速
・
高
感
度
な
核
酸
増
幅
検
査
法
の
開
発
、

光
学
活
性
物
質
の
高
感
度
分
離
分
析
法
の
開

発
、
単
一
細
胞
メ
タ
ボ
ロ
ミ
ク
ス
の
た
め
の

新
規
分
析
法
の
開
発
で
す
。

　

研
究
を
支
え
て
く
れ
て
い
る

学
生
諸
君
は
、
日
々
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
４
年
８
名
（
う
ち
外

研
生
１
名
）、５
年
生
７
名
、
６

年
生
３
名
、
修
士
２
年
３
名
、

博
士
後
期
課
程
２
名
の
計
23
名

の
学
生
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

得
ら
れ
た
研
究
成
果
は
専
門
誌

へ
の
論
文
掲
載
の
み
な
ら
ず
、

積
極
的
に
学
会
発
表
を
行
い
、

昨
年
度
は
優
秀
発
表
賞
受
賞
３

件
な
ど
学
生
個
人
と
し
て
も
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

当
分
野
出
身
で
昨
年
度
社
会
人

博
士
号
を
取
得
さ
れ
た
山
田
朋

宏
さ
ん
が
学
長
賞
な
ら
び
に
成

績
優
秀
者
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
研
究
以
外
の
活
動
に
も
励

ん
で
お
り
、
学
内
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
や

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
に
も
精
を
出
し
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
の
修
了
・
卒
業
生
は
、
大
塚
製
薬
、

杏
林
堂
、
大
鵬
薬
品
工
業
、
日
本
能
率
協
会

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
フ
ァ
ー

マ
、
他
大
学
へ
の
進
学
を
選
択
し
、
各
々
の

道
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
研
究
内
容
、

研
究
室
行
事
、
学
生
の
活
躍
等
は
、
研
究
室

Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
静
薬
学
友
会
の
皆

様
に
は
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

テニス授業集合写真（2025年7月撮影）
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医
薬
品
製
造
化
学
分
野

医
薬
品
製
造
化
学
分
野

　
「
科
学
」
に
お
け
る
「
化
学
」
の
最
大
の
特

徴
は
「
も
の
づ
く
り
」、
す
な
わ
ち
「
こ
の
世

に
な
い
も
の
を
作
り
出
せ
る
」
点
で
す
。
わ

た
し
た
ち
は
、
元
素
・
結
合
・
反
応
場
の
特

性
を
活
用
す
る
反
応
性
開
拓
を
土
台
と
し
て
、

創
薬
科
学
や
生
命
科
学
に
資
す
る
次
世
代
分

子
設
計
基
盤
の
構
築
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
独
自
の
設
計
に
よ
る
有
機
反
応
開
発
、

実
験
と
計
算
化
学
の
両
輪
に
よ
る
分
子
機
構

の
理
解
、生
命
科
学
・
物
質
科
学
に
波
及
す
る

分
子
機
能
創
製
な
ど
を
取
り
入
れ
た
研
究
展

開
を
目
指
し
ま
す
。
独
自
の
重
水
素
化
プ
ロ

セ
ス
な
ど
を
基
盤
と
す
る
脂
質
・
脂
肪
酸
の

分
子
化
学
や
様
々
な
選
択
的
官
能
基
化
反
応

な
ど
を
通
じ
て
薬
学
分
野
に
お
け
る
重
要
な

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
３
月
に
１
名
の
修
士

課
程
修
了
生
、
２
名
の
薬
学
科
学
部

生
、
１
名
の
薬
科
学
科
学
部
生
が
社

会
へ
と
羽
ば
た
き
ま
し
た
。
ま
た
大

内 

仁
志 

助
教
が
企
業
へ
と
ご
栄
転

さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
度
は
博

士
課
程
１
名
、
修
士
課
程
４
名
、
学

部
生
15
名
と
い
う
構
成
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
滝
田
に
加
え
、

吉
村 

文
彦 

准
教
授
、
近
藤 

健 

助

教
と
い
う
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
「
何
事
に
も
全
力
で
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
研
究
活
動
と
そ
れ
以
外
の
活
動

も
い
ず
れ
も
一
生
懸
命
や
っ
て
お
り

ま
す
。
日
々
、
各
自
が
良
く
考
え
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
な
が
ら
研

究
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
若
い
研

究
室
で
す
が
、
学
会
発
表
や
論
文
発
表
に
関

し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
努
力
が
実

る
よ
う
精
進
し
て
い
ま
す
。
研
究
活
動
以
外

に
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
へ
の
参
加
や
、
研
究
室
で
の
い
ろ
ん
な

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
通
じ
て
、
チ
ー
ム
と
し

て
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
成
長
す
る
こ

と
を
第
一
に
、
文
武
両
道
で
は
な
く
、「
文
武

一
道
」
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
わ
た
し
た
ち
は
楽
し
み
な
が

ら
成
長
す
べ
く
、
日
々
の
研
究
活
動
や
そ
の

他
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
「
何
事
に
も
全
力

で
」
取
り
組
む
所
存
で
す
。
皆
様
よ
り
一
層

の
ご
支
援
・
ご
指
導
を
賜
れ
ま
し
た
ら
幸
甚

に
存
じ
ま
す
。

生
薬
学
分
野

生
薬
学
分
野

　

生
薬
学
分
野
で
は
、
渡
辺
賢
二
教
授
を
中

心
と
し
て
、
天
然
物
生
合
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
解

明
お
よ
び
医
薬
農
薬
と
な
り
う
る
活
性
物
質

の
探
索
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
佐
藤
道
大

准
教
授
、
岸
本
真
治
講
師
、
渡
邉
正
悟
助
教
、

博
士
研
究
員
６
名
が
中
心
と
な
っ
て
各
研
究

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
当
分
野
で
は
現
在
、

基
礎
研
究
の
み
な
ら
ず
、
静
岡
県
立
大
学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
我
々
が
設
立
し
た
株
式

会
社
ア
デ
ノ
プ
リ
ベ
ン
ト
（
静
岡
ラ
ボ
社
員

２
名
）
を
は
じ
め
他
分
野
の
先
生
方
と
の
共

同
研
究
に
よ
り
、
大
腸
が
ん
原
因
物
質
で
あ

る
コ
リ
バ
ク
チ
ン
の

検
出
、
さ
ら
に
は
コ

リ
バ
ク
チ
ン
産
生
菌

の
検
出
法
の
開
発
に

も
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
現
在
、
当
分

野
は
大
学
院
博
士
後

期
課
程
３
年
１
名（
中

国
か
ら
の
留
学
生
）、

２
年
３
名
（
中
国
か

ら
の
留
学
生
２
名
）、

大
学
院
博
士
前
期
課

程
２
年
４
名
、
１
年

生
５
名
、
学
部
６
年

３
名
・
５
年
２
名
・
４
年
７
名
の
計
25
名
の

学
生
、
博
士
研
究
員
の
永
翁
さ
ん
、
青
木
君
、

株
式
会
社
ア
デ
ノ
プ
リ
ベ
ン
ト
社
員
の
周 

博

士
と
山
本 

博
士
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
元
気
い
っ
ぱ
い
研
究
に
取
り
組

み
多
く
の
論
文
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
学
生

は
精
力
的
に
研
究
や
勉
学
に
取
り
組
み
、多
く

の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。https://sw

eb.

u-shizuoka-ken.ac.jp/~kenji55-lab/

　

末
筆
な
が
ら
、
静
薬
学
友
会
の
皆
様
に
は

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

2025年5月　集合写真

2025年３月　学位記伝達式の後で
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薬
剤
学
分
野

薬
剤
学
分
野

　

現
在
、
薬
剤
学
分
野
は
、
教
員
３
名
（
尾

上 
誠
良 
教
授
、
佐
藤 

秀
行 

准
教
授
、
山

田 

幸
平 
助
教
）、大
学
院
生
博
士
課
程
４
名

（
留
学
生
２
名
）、
修
士
課
程
８
名
（
留
学
生

１
名
）、
学
部
生
13
名
の
メ
ン
バ
ー
で
研
究
・

教
育
活
動
に
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。
当
分
野

に
お
け
る
教
育
・
研
究
活
動
の
成
果
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
等
に
関
し
て
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

（https://w
3pharm

.u-shizuoka-ken.ac. 
jp/yakuzai/

）
に
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
報
告
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
ご
覧
頂
け
ま

す
と
幸
い
で
す
。

　

ク
ス
リ
を
逆
か
ら
読
む
と「
リ

ス
ク
」（risk

）
と
な
り
ま
す
が
、

実
際
に
薬
効
と
副
作
用
は
表
裏

一
体
で
、
ど
の
よ
う
な
ク
ス
リ

で
も
副
作
用
は
発
生
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
投

薬
後
の
ク
ス
リ
が
体
内
で
ど
の

よ
う
に
動
く
の
か
詳
細
に
把
握

し
、
そ
の
ク
ス
リ
の
体
内
動
態

制
御
に
よ
る
薬
効
改
善
・
副
作

用
回
避
を
目
指
し
て
次
の
よ
う

な
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

⑴
薬
物
動
態
制
御
に
よ
る
副
作

用
の
回
避
、
⑵
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
や
物
性
制
御
を
利
用
し
た

薬
物
動
態
・
薬
効
の
改
善
、
⑶

病
態
下
の
薬
物
動
態
変
化
解
析

と
そ
の
戦
略
的
な
回
避
方
法
探

索
、
⑷
薬
物
の
物
性
・
動
態
情

報
か
ら
の
副
作
用
リ
ス
ク
予
測
。

　

本
研
究
室
出
身
者
は
、
薬
剤
学
に
関
す
る

基
礎
研
究
か
ら
臨
床
研
究
ま
で
視
野
に
い
れ

た
幅
広
い
経
験
を
活
か
し
、
医
療
機
関
、
製

薬
・
食
品
企
業
、行
政
機
関
や
教
育
機
関
な
ど

様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

も
研
究
活
動
を
通
じ
て
薬
の
専
門
家
と
し
て

の
研
究
技
能
・
知
識
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
併
せ
持
つ
薬
科
学
者
を
育
成
し
、

変
化
し
続
け
る
社
会
の
な
か
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
人
材
を
輩
出
で
き
る

よ
う
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様

か
ら
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

創
剤
科
学
分
野

創
剤
科
学
分
野

　

本
年
度
、
創
剤
科
学
分
野
（
創
剤
工
学
講

座
）
に
所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
は
、
36
名
に
な

り
ま
す
。
近
年
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
製
剤
学

的
事
象
を
説
明
す
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

ま
す
。
従
来
、
経
験
則
に
頼
っ
て
い
た
部
分

も
多
く
、
Ａ
Ｉ
の
利
用
は
有
効
で
あ
る
一
方

で
、
製
剤
学
の
理
論
を
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

化
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。再
現
性
・

予
測
性
の
あ
る
新
規
製
剤
技
術
を
確
立
す
る

う
え
で
、
製
剤
学
的
事
象
を
理
論
的
・
定
量

的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
は

必
須
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
分
野
で

は
、「
モ
ノ
づ
く
り
に
繋
が
る
理
論
を
構
築
し

よ
う
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
学
生
一
人
一
人

が
考
え
、
仮
説
を
立
て
、
検
証
す
る
サ

イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
こ
と
で
課
題
提
案

と
課
題
解
決
を
両
立
す
る
思
考
回
路
の

醸
成
に
通
り
組
ん
で
い
ま
す
。
製
剤
学

は
ユ
ー
ザ
ー
に
最
も
近
い
薬
学
特
有
の

学
問
領
域
の
一
つ
で
す
。「
自
分
が
創
っ

た
製
剤
を
大
切
な
人
に
自
信
を
持
っ
て

投
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
」
を
常

に
問
い
な
が
ら
メ
ン
バ
ー
一
同
、
研
究

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
当
分
野
で
は
、
粉
体
工
学
に

関
す
る
研
究
に
加
え
、ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー

技
術
を
利
用
し
た
新
規
製
剤
開
発
、
レ

オ
ロ
ジ
ー
解
析
に
基
づ
く
製
剤
設
計
、

錠
剤
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
膜
特
性
の
理
論
的

考
察
、
生
分
解
性
ポ
リ
マ
ー
を
利
用
し

た
機
能
性
粒
子
の
検
討
、
な
ど
の
研
究

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

研
究
活
動
を
通
し
て
薬
学
の
楽
し
さ
を
経

験
す
る
と
と
も
に
、
大
学
生
の
時
に
し
か
で

き
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
を
毎
週
火
・
水
・
木

の
朝
に
開
催
し
、
午
前
中
か
ら
研
究
活
動
に

集
中
で
き
る
よ
う
に
す
る
一
方
で
、
夕
方
以

降
は
フ
リ
ー
と
し
、
学
生
に
有
効
的
な
時
間

の
使
い
方
を
考
え
さ
せ
る
環
境
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
よ
り
研
究
室
旅
行
を

再
開
し
ま
し
た
。
学
生
と
教
員
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
更
な
る
活
性
化
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
研
究
・
教
育
活
動
を
通
し
て
薬

を
創
る
（
研
究
者
）
お
よ
び
薬
を
扱
う
（
薬

剤
師
）
役
割
を
担
う
人
材
育
成
に
継
続
し
て

努
め
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
支
援
・

ご
指
導
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新年度のお花見パーティ時に芝生公園で撮影（2025年４月４日）

２０２５年８月　研究室旅行で訪問した鳴沢氷穴にて
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分
子
病
態
学
分
野

分
子
病
態
学
分
野

　

分
子
病
態
学
分
野
は
森
本
達
也
先
生
が

２
０
０
９
年
に
教
授
に
着
任
し
て
か
ら
今
年

で
16
年
目
に
な
り
ま
す
。
森
本
達
也
教
授
、

刀
坂
泰
史
准
教
授
、
砂
川
陽
一
講
師
の
教
員

３
名
、
事
務
員
１
名
、
大
学
院
生
５
名
（
博

士
２
名
、
修
士
３
名
）、
学
部
生
14
名
に
て
、

研
究
や
学
術
集
会
主
催
な
ど
、
日
々
慌
た
だ

し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
研
究
室
で
は
心
血
管
疾
患
の
創

薬
を
目
指
し
「
心
不
全
発
症
に
関
わ

る
心
筋
細
胞
内
シ
グ
ナ
ル
伝
達
機
構

の
解
析
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。最
近
１
年
間
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、刀
坂
先
生
が
准
教
授
に

昇
進
し
ま
し
た
。ま
た
刀
坂
先
生
の
研

究
成
果
がJournal of Biom

edical 
Science

、
砂
川
先
生
と
卒
業
生
の

岩
清
水
苑
香
さ
ん
の
研
究
成
果
が

Journal of Pharm
acological 

Sciences

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
学
会
発
表
で
は
、
第
151
回
日
本

薬
理
学
会
関
東
部
会
で
は
修
士
２
年

の
鈴
木
悠
斗
さ
ん
、
博
士
３
年
の
川

瀬
裕
斗
さ
ん
が
優
秀
賞
、
第
34
回
日

本
循
環
薬
理
学
会
で
は
学
部
５
年
の

品
川
統
也
さ
ん
が
優
秀
発
表
賞
等
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
８
月
に
研
究
室
旅
行
を

企
画
し
、
様
々
な
体
験
を
行
う
こ
と
で
研
究

室
の
連
帯
感
の
醸
成
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

研
究
室
の
様
子
は
研
究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
随
時
公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
覗

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
静
薬
学
友
会
の
皆

様
に
は
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

生
体
情
報
薬
理
学
分
野

生
体
情
報
薬
理
学
分
野

　

生
体
情
報
薬
理
学
分
野
は
、
担
当
科
目
で

あ
る
臨
床
検
査
学
と
薬
物
療
法
学
と
研
究
内

容
に
合
わ
せ
て
２
０
２
５
年
４
月
よ
り
名
称

を
変
更
し
ま
し
た
。
生
体
情
報
を
定
量
解
析

し
、
統
合
的
に
薬
の
作
用
機
序
を
解
析
す
る

と
い
う
講
座
の
ス
タ
イ
ル
に
よ
り
近
い
名
称

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
末
に
坂
本
准
教
授

が
国
際
医
療
福
祉
大
学
薬
学
部
教
授
と
し
て

栄
転
さ
れ
、
今
年
度
は
Ｄ
３
名
Ｍ
５
名
学
部

10
名
、
黒
川
教
授
、
児
玉
助
教
（
10
月
か
ら

講
師
）、
清
水
助
教
、
渡
邊
客
員

教
授
と
吉
澤
秘
書
の
総
勢
23
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
心
機
一

転
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
研
究
内
容

は
、
循
環
器
病
に
関
わ
る
炎
症

や
敗
血
症
性
障
害
の
性
差
機
構

解
析
お
よ
び
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
由
来

心
筋
の
創
薬
応
用
に
絞
ら
れ
ま

し
た
。
１
年
間
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
昨
年
末
に
は
グ
ラ

ン
シ
ッ
プ
に
て
第
34
回
日
本
循

環
器
学
会
を
主
催
し
、
卒
業
生

の
方
か
ら
も
ご
支
援
い
た
だ
き
、

お
か
げ
さ
ま
で
大
変
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。
研
究
室
員
（
敬
称

略
）
の
受
賞
と
し
て
は
、
７
月

の
日
本
毒
性
学
会
（
優
秀
研
究

発
表
賞
：
清
水
助
教
）、
バ
ン
ド

ン
工
科
大
学
と
の
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
（
Ｄ
１
若
林
聖
士
）、
次
世

代
薬
理
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
５
年

新
津
宗
馬
）、
東
海
電
気
研
究
会
（
Ｍ
２
佐
藤

隆
至
）、
生
理
研
研
究
会
（
Ｄ
１
若
林
聖
士
、

Ｍ
２
佐
藤
隆
至
）、
日
本
循
環
薬
理
学
会
（
Ｍ

２
佐
藤
隆
至
、５
年
太
田
晶
仁
）、
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｗ

２
０
２
５
（
清
水
助
教
、
若
林
聖
士
、
佐
藤

隆
至
）
に
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
恒
例
の
畑

作
り
や
芋
掘
り
も
し
っ
か
り
と
先
輩
か
ら
後

輩
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
他

の
研
究
室
に
も
波
及
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2024年度　研究室集合写真（卒業式）

４月　芝生園地にて
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臨
床
薬
剤
学
分
野

臨
床
薬
剤
学
分
野

　

臨
床
薬
剤
学
分
野
は
、
学
部
運
営
上
、
薬

局
管
理
学
も
含
め
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

研
究
イ
ン
フ
ラ
は
、
草
薙
キ
ャ
ン
パ
ス
と
静

岡
県
立
総
合
病
院
内
に
あ
り
ま
す
。
地
方
自

治
体
が
設
立
し
た
病
院
内
に
薬
学
部
の
研
究

室
を
設
置
す
る
の
は
極
め
て
珍
し
く
、
こ
れ

ま
で
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
当
分
野
を
主
宰
さ
れ
て
い
た

賀
川
義
之
教
授
は
３
月
末
で
退
官
さ
れ
、
今

年
度
か
ら
辻
大
樹
教
授
が
研
究
室
を
主
宰
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
教
員
構
成
と
し
て

は
、
内
野
智
信
准
教
授
、
横
山
匡
講
師
、
そ

し
て
、
薬
局
管
理
学
分
野
の
谷
澤
康
玄
助
教

の
合
計
４
名
で
す
。

　

教
育
面
の
実
習
関
係
で
は
、
６
年
制
課
程

の
病
院
・
実
務
実
習
（
５
年
次
）

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
本
学
で

は
、
病
院
内
に
専
任
教
員
を
配

置
し
て
教
員
主
導
型
の
臨
床
教

育
を
行
う
米
国
型
薬
剤
師
養
成

教
育
を
行
っ
て
お
り
、
当
分
野

は
そ
の
中
核
を
担
い
、
内
野
准

教
授
、
横
山
講
師
が
病
院
実
習

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

薬
局
実
務
実
習
は
谷
澤
助
教
が

担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
賀
川
教
授
が
行
っ
て
き

た
病
院
・
薬
局
実
務
実
習
の
統

括
は
辻
教
授
が
引
き
継
い
で
い

ま
す
。
講
義
で
は
、
早
期
体
験

学
習
、
医
薬
品
安
全
性
学
、
薬

学
と
社
会
Ⅰ
、
医
薬
品
情
報
学

Ⅰ
、
薬
学
と
社
会
Ⅱ
、
調
剤
学
、
薬
物
治
療

学
特
論
等
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
面
で
は
、
こ
れ
ま
で
臨
床
現
場
の
問

題
点
を
臨
床
薬
物
動
態
学
、
臨
床
薬
理
学
、

お
よ
び
臨
床
製
剤
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
解

決
す
る
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

今
年
度
か
ら
は
辻
教
授
の
専
門
で
あ
る
薬
理

遺
伝
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
加
わ
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

　

当
分
野
は
今
年
度
変
革
の
時
を
迎
え
ま
し

た
が
、
学
生
、
大
学
院
生
お
よ
び
教
員
が
一

丸
と
な
っ
て
粘
り
強
く
、
か
つ
質
の
高
い
薬

学
研
究
を
通
し
て
薬
物
治
療
成
績
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
当
分

野
は
臨
床
薬
学
研
究
で
社
会
に
貢
献
で
き
る

卒
業
生
、
修
了
生
を
輩
出
で
き
る
よ
う
に
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

臨
床
薬
効
解
析
学
分
野

臨
床
薬
効
解
析
学
分
野

　

臨
床
薬
効
解
析
学
分
野
は
２
０
０
５
年
に

開
設
さ
れ
、
本
年
で
20
年
目
の
節
目
を
迎
え

ま
す
。
現
在
は
教
員
３
名
、
大
学
院
生
３
名
、

学
部
生
19
名
の
総
勢
25
名
で
基
礎
研
究
と
臨

床
研
究
の
橋
渡
し
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
臨
床
薬
効
解
析
学
分
野
で
は
「
医
療
現

場
か
ら
シ
ー
ズ
を
見
つ
け
て
研
究
を
展
開
し
、

そ
の
成
果
を
現
場
や
社
会
に
還
元
す
る
」こ
と

を
目
指
し
て
、
多
種
多
様
な
研
究
を
展
開
し

て
い
ま
す
。な
お
ご
報
告
と
し
て
、こ
れ
ま
で

当
分
野
の
教
育
・
研
究
に
多
大
な
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
て
い
た
辻 

大
樹
先
生
が
、
臨
床
薬

剤
学
の
教
授
に
ご
栄
転
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

当
分
野
は
２
０
１
７
年
に
静
岡
県
立
総
合

病
院
内
に
新
設
さ
れ
た
先
端
医
学
棟
に
も
研

究
室
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ブ
ラ
ン

チ
研
究
室
を
拠
点
と
し
て
、
静
岡
県
立
総
合

病
院
を
は
じ
め
、
県
内
外
の
医
療
機
関
等
と

連
携
し
、
臨
床
的
な
課
題
を
解
決
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
博
士
課
程
修
了
生
の
宮
城
壮
裕
さ

ん
お
よ
び
修
士
課
程
修
了
生
の
新
船
怜
さ
ん

の
２
名
が
、
第
62
回
日
本
癌
治
療
学
会
学
術

集
会
に
てM

edical Staff A
w

ard

を
受
賞
す

る
な
ど
、
日
々
の
研
究
成
果
を
積
極
的
に
学

会
で
発
表
し
、
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

教
育
面
で
は
、
学
部
、
大
学
院
科
目
の
講

義
の
他
、
県
立
総
合
病
院
に
お
け
る
実
務
実

習
指
導
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

薬
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
平

成
25
年
度
改
訂
版
）
に
対
応
し
た
実
務
実
習

の
遂
行
に
よ
り
、
実
習
が
よ
り
充
実
し
た
も

の
と
な
る
よ
う
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

研
究
内
容
や
研
究
成
果
、研
究
室
行
事
な
ど

は
当
研
究
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
やFacebook

に
随
時
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
精
力
的
に
研
究
活
動

を
行
い
つ
つ
、
充
実
し
た
研
究
室
生
活
を
過

ご
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
静
岡
に

お
越
し
の
際
は
研
究
室
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。
教
室
員
一
同
、
卒
後
生
の
皆
さ
ま
に

会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

2025年４月４日撮影

2025年４月　研究室の花見にて
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実
践
薬
学
分
野

実
践
薬
学
分
野

　

実
践
薬
学
分
野
は
、
患
者
さ
ん
と
医
療
ス

タ
ッ
フ
か
ら
信
頼
さ
れ
、
患
者
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
を
追
求
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
様
々
な
薬
物
の
血
中
濃
度
と
効
果
の

関
係
を
解
析
し
最
適
な
薬
物
治
療
を
提
供
す

る
た
め
の
研
究
、ミ
ニ
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
フ
ォ
ー

ム
と
い
っ
た
製
剤
開
発
研
究
、
臨
床
の
薬
剤

師
業
務
か
ら
見
つ
か
る
問
題
解
決
を
目
指
し

た
実
務
実
践
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
研

究
室
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
屋
根
瓦
方
式
」
で
あ

り
、
在
学
生
だ
け
で
な
く
、
学
部
卒
業
生
、
社

会
人
大
学
院
生
と
そ
の
卒
業
生
が
協

力
し
あ
っ
て
一
緒
に
研
究
室
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
実
践
薬
学
セ

ミ
ナ
ー
を
毎
年
開
催
し
、
在
校
生
に

よ
る
研
究
発
表
や
講
演
会
を
行
な
っ

て
お
り
、
本
年
度
も
９
月
に
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
の
春
に
研
究
室
に
大

き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。柏
倉 

康

治
先
生
が
２
０
２
５
年
４
月
よ
り
帝

京
大
学
の
教
授
と
し
て
栄
転
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
研
究
室
メ
ン
バ
ー
と
し

て
新
た
に
社
会
人
大
学
院
生
２
名
を

迎
え
合
計
５
名
の
博
士
課
程
の
大
学

院
生
と
学
部
生
で
研
究
室
を
さ
ら
に

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
４
及
び
２
０
２
５
年
に
は
ア

リ
ゾ
ナ
大
学
よ
り
短
期
間
で
は
あ
り

ま
す
が
研
究
室
に
留
学
生
を
迎
え
、

お
互
い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
さ

ら
に
今
後
の
研
究
室
行
事
と
し
て
ホ

テ
ル
で
の
食
事
会
や
伊
豆
で
の
研
修
旅
行
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
研
究
室
行
事
を

通
じ
て
、
お
互
い
の
親
睦
を
さ
ら
に
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
学
生
は
勉
学
や
研
究
に
も
励
ん
で

お
り
、
日
本
薬
学
会
や
日
本
薬
剤
学
会
、
日

本
Ｔ
Ｄ
Ｍ
学
会
で
口
頭
又
は
ポ
ス
タ
ー
発
表

に
よ
り
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
後

も
日
本
医
療
薬
学
会
年
会
で
の
学
生
に
よ
る

研
究
成
果
発
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
研
究
室
へ
の
ご
支
援
ご
指
導
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

医
薬
品
化
学
分
野

医
薬
品
化
学
分
野

　

医
薬
品
化
学
分
野
で
は
「
安
全
か
つ
簡
便

な
有
機
合
成
法
を
実
現
す
る
化
学
の
開
拓
」

を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
有
機
化
学
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
引
き
続
き
頑
張
っ

て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
で
の
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し

て
は
、
山
口
深
雪
助
教
が
二
〇
二
五
年
度
日

本
薬
学
会
女
性
薬
学
研
究
者
奨
励
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
「
薬
学
の
基
礎
お
よ

び
応
用
に
関
し
優
れ
た
研
究
成
果
を
あ
げ
た

女
性
研
究
者
で
こ
れ
か
ら
も
高
い
研
究
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
で
薬
学
研
究
の
発
展
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が

期
待
さ
れ
る
女
性
研
究
者
」
に
対
し

て
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。
受
賞
式

お
よ
び
受
賞
講
演
は
二
〇
二
五
年
三

月
の
日
本
薬
学
会
年
会
（
福
岡
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
山
口
助
教
の
「
触

媒
に
よ
る
反
応
の
位
置
選
択
性
制
御

を
活
用
し
た
多
置
換
化
合
物
類
の
合

成
法
開
発
」
に
関
す
る
研
究
が
高
く

評
価
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
た
い
へ

ん
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ

れ
ま
で
研
究
に
参
加
し
て
き
た
多
く

の
学
生
に
も
感
謝
し
ま
す
。

　

ま
た
二
〇
二
五
年
三
月
に
は
、
当

研
究
室
と
し
て
は
初
め
て
薬
学
専
攻

博
士
課
程
の
修
了
生
を
輩
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
人
も
よ
く
頑

張
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、研
究
室
と
し

て
も
嬉
し
い
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
授
の
眞
鍋
は
今
年
、
無
事
に
（
？
）
還

暦
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誕
生
日

に
は
学
生
た
ち
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
花
束
を
用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。
思
え

ば
県
大
に
赴
任
し
た
時
は
ま
だ
四
十
代
半
ば

で
し
た
の
で
、
か
な
り
の
年
月
が
経
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
ほ

と
ん
ど
何
も
成
し
遂
げ
て
い
な
い
気
が
し
ま

す
。
定
年
ま
で
の
限
ら
れ
た
時
を
大
切
に
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
を
し
っ
か
り
と
結
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
新
た
な
研
究
の
種
を
ま
く
べ

く
、
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2025年３月に実践薬学分野卒業祝賀会と柏倉康治教授就任のお祝いを行いました

学生メッセージ。
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生
命
物
理
化
学
分
野

生
命
物
理
化
学
分
野

　

静
岡
県
内
で
も
40
℃
を
超
え
る
危
険
な
暑

さ
が
続
く
中
、
今
年
も
恒
例
の
「
研
究
室
だ

よ
り
」
を
お
届
け
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
10
月
か
ら
の
研
究
室
の
様
子
を

ご
紹
介
す
る
前
に
、昨
年
ご
紹
介
で
き
な
か
っ

た
「
合
同
セ
ミ
ナ
ー
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お

き
ま
す
。
２
０
２
４
年
８
月
26
〜
27
日
、
草

薙
キ
ャ
ン
パ
ス
１
３
４
１
１
講
義
室
に
て
合

同
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
懇
親
会
は
、
は
ば

た
き
棟
地
下
の
下
食
を
お
借
り
し
て
行
い
ま

し
た
。
県
大
薬
、
東
大
薬
、
神
戸
大
医
、
阪

大
微
研
、
慶
應
薬
、
Ｊ
‒
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
か
ら
総

勢
36
名
が
参
加
し
、
活
発
な
議
論
と
交
流
で

充
実
し
た
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
昨
年
10
月
以
降
の
研

究
室
の
様
子
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
10

月
上
旬
、
薬
学
科
３
年
生
６
名
が
新
た
に
加

わ
り
ま
し
た
。
11
月
26
日
に
は
薬
学
科
６
年

生
７
名
が
卒
業
研
究
発
表
を
行
い
、
２
０
２ 

５
年
１
月
31
日
に
は
薬
科
学
科
４
年
生
２
名

が
卒
業
研
究
発
表
、
薬
学
科
４
年
生
５
名
が

卒
業
研
究
の
中
間
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
３

月
19
日
に
は
、
例
年
通
り
、
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ

と
草
薙
キ
ャ
ン
パ
ス
大
講
堂
に
て
学
位
授
与

式
を
行
い
、
薬
科
学
科
４
年
生
２
名
は
大
学

院
博
士
前
期
課
程
へ
進
学
、
薬
学
科
６
年
生

７
名
は
社
会
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
、
博
士
課
程
の
大
学
院
生
１

名
、
他
大
学
か
ら
の
進
学
者
を
含
む
博
士
前

期
課
程
の
大
学
院
生
３
名
、
学
部
生
17
名
の

体
制
で
２
０
２
５
年
度
の
研
究
活
動
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
４
月
18
日
に
は
恒
例
と
な
り

ま
し
た
薬
草
園
近
く
の
竹
林
で
タ
ケ
ノ
コ
掘

り
、
５
月
13
日
に
は
用
宗
海
岸
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を

行
い
ま
し
た
。
７
月
５
日
に
名
城
大
学
八
事

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
第
71
回
日
本
薬

学
会
東
海
支
部
大
会
で
は
、
３
名
の
学
生
が

口
頭
発
表
を
行
い
、
博
士
課
程
３
年
生
の
矢

島
聡
さ
ん
が
学
生
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

気
づ
け
ば
前
期
の
試
験
期
間
も
終
わ
り
、

間
も
な
く
夏
休
み
を
迎
え
ま
す
。
２
０
２
５

年
度
の
合
同
セ
ミ
ナ
ー
は
東
大
薬
の
主
催
で
、

９
月
８
〜
９
日
に
東
海
村
の
Ｊ
‒
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ

に
て
開
催
予
定
で
す
。
そ
の
様
子
は
、
次
回

の
研
究
室
だ
よ
り
で
お
伝
え
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。（
文
責
：
橋
本
）

医
薬
品
創
製
化
学
分
野

医
薬
品
創
製
化
学
分
野

　

私
た
ち
の
研
究
室
は
今
年
で
13
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。私
た
ち
は
、新
し
い
作
用
機
序
に

基
づ
く
有
機
分
子
触
媒
を
開
発
し
、
生
物
活

性
物
質
を
効
率
的
に
「
作
る
」
研
究
と
、人
工

機
能
を
付
与
し
た
生
体
関
連
分
子
を
「
創
る
」

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、医
薬
品
を
短

工
程
か
つ
グ
リ
ー
ン
に
合
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
新
し
い

分
子
変
換
技
術
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
成
果
は
国
内
外
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
お
り
、
学
会
で
も
多
く
の
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。直
近
の
１
年
間
で
は
、後
藤
祐

希
さ
ん
、
佐
野
颯
さ
ん（
２
件
）が
優
秀
発
表

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。今
後
も
挑

戦
を
続
け
て
参
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

当
研
究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
3pharm

.u-shizuoka-ken.ac.jp/
lsocus/index.htm

l

）
に
て
最
新

の
成
果
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

今
年
度
は
女
性
４
名
を
含
む
計

６
名
の
４
年
生
が
新
た
に
研
究
室

に
加
わ
り
ま
し
た
。
今
後
、
研
究

室
を
よ
り
一
層
盛
り
上
げ
、
優
れ

た
研
究
成
果
を
社
会
に
発
信
し
て

く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
中
国
人
留
学

生
も
加
わ
り
ま
し
た
。
異
な
る
文

化
・
価
値
観
を
も
つ
メ
ン
バ
ー
の

存
在
は
、
研
究
室
に
新
た
な
視
点

と
刺
激
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
進
学
に
関
す

る
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、
今
年
度
は

４
名
も
の
学
生
が
博
士
後
期
課
程
に
進
学
し

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
高
い
志
を
も
っ
た
学
生

た
ち
で
あ
り
、
今
後
の
更
な
る
活
躍
が
楽
し

み
で
す
。
ま
た
、
３
名
の
外
部
生
を
含
む
計

６
名
が
大
学
院
入
試
に
臨
み
ま
す
が
、
４
年

生
２
名
は
院
試
休
み
中
の
勉
強
の
成
果
を
当

日
の
試
験
に
ぶ
つ
け
る
と
院
試
壮
行
会
に
て

約
束
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
見
せ
、

日
常
生
活
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
卒
業
生
の
皆
さ
ま
と
会
う
機
会
が
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
お
時
間
が
あ
る
際
に
は
ぜ

ひ
研
究
室
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。
そ
れ
で

は
お
身
体
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。

用宗海岸でのBBQの様子（2025年５月13日）

2025年３月19日　学位授与式
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統
合
生
理
学
分
野

統
合
生
理
学
分
野

　

統
合
生
理
学
分
野
で
は
、
健
康
長
寿
の
延

伸
へ
の
貢
献
を
目
指
し
、
１
．
骨
格
筋
を
構

成
す
る
筋
線
維
の
再
生
機
構
、
２
．
主
要
膜

リ
ン
脂
質
が
担
う
細
胞
・
生
体
機
能
・
病
態

発
症
機
構　

に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
２
０
２
５
年
３
月
に
は
修
士
学
生

１
名
、
学
部
生
５
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ

と
旅
立
ち
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
４
月
か
ら

は
、
教
員
４
名
、
客
員
共
同
研
究
員
１
名
、

大
学
院
生
４
名
、
学
部
生
19
名
、
事
務
補
佐

員
１
名
の
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
最
近
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
平
野
助
教
、
卒
業
生
の

中
林
千
華
さ
ん
を
中
心
と
し
た
研
究
に
て
、

骨
格
筋
再
生
に
関
与
す
る
筋
幹
細
胞

の
最
初
期
応
答
に
、
Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｍ
７
イ

オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
が
関
与
す
る
こ
と
を

Science A
dvances

誌
に
発
表
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
６
年
生
の
井
上
明

香
里
さ
ん
が
日
本
薬
学
会
第
145
年
会

に
て
学
生
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
、

６
年
生
の
横
山
卓
矢
君
が
病
院
・
薬

局
実
務
実
習
発
表
会
に
て
優
秀
発
表

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

統
合
生
理
学
分
野
で
は
、『
し
な
や

か
さ
生
物
学
：
生
命
は
な
ぜ
「
し
な

や
か
」
な
の
か
？
』
と
い
う
テ
ー
マ

を
重
点
研
究
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
身
体
は
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
し
な
や
か
に
対

応
す
る
こ
と
で
、
健
康
を
維
持
し
て

い
ま
す
。「
し
な
や
か
さ
」
は
非
常
に

便
利
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
も
の
の
、

科
学
的
な
裏
付
け
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

「
し
な
や
か
さ
生
物
学
」
の
創
成
に
よ
り
、
健

康
長
寿
の
延
伸
へ
の
貢
献
を
果
た
す
べ
く
研

究
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
研
究
領
域
の
Ｈ

Ｐ
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
（H

P

： https://
w

w
w

.shinayakasa.net/

）。
ま
た
、
研
究
だ

け
で
な
く
『
こ
こ
ろ
も
し
な
や
か
で
あ
る
べ

き
』
と
い
う
考
え
の
も
と
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
や
飲
み
会
な
ど
に
も
全
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

　

原
雄
二
教
授
が
当
分
野
に
着
任
し
て
５
年

目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
研
究
室
が
発

展
す
る
よ
う
教
室
員
全
員
で
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
何
卒
ご
指
導
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

免
疫
微
生
物
学
分
野

免
疫
微
生
物
学
分
野

　

免
疫
微
生
物
学
分
野
で
は
、
梅
本
英
司
教

授
の
も
と
で「
生
体
環
境
を
重
視
し
た
免
疫
学
」

を
テ
ー
マ
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
腸
内

細
菌
や
食
事
な
ど
の
環
境
因
子
に
絶
え
ず
晒

さ
れ
る
腸
管
で
は
、
病
原
体
を
排
除
し
つ
つ

常
在
細
菌
に
過
剰
に
反
応
し
な
い
た
め
の
独

自
の
免
疫
制
御
機
構
が
発
達
し
て
い
ま
す
。

当
研
究
室
で
は
主
に
粘
膜
組
織
に
お
け
る
免

疫
細
胞
の
機
能
や
、
常
在
細
菌
や
病
原
性
細

菌
に
よ
り
産
生
さ
れ
る
代
謝
分
子
が
免
疫
系

に
与
え
る
影
響
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
研
究

室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
是
非
一
度
ご
覧
下
さ
い
。

（https://w
3pharm

.u-shizuoka-
ken.ac.jp/im

m
unol/

）

　

令
和
六
年
度
は
、
当
研
究
室
か

ら
は
修
士
課
程
の
学
生
が
３
名
、

薬
学
科
（
６
年
制
）
の
学
生
が
４

名
、
薬
科
学
科
（
４
年
制
）
の
学

生
が
３
名
卒
業
し
、
大
学
院
進
学
、

製
薬
会
社
、
薬
局
、
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
に
就
職
し
ま
し
た
。
卒
業
生

の
皆
様
の
こ
れ
か
ら
の
益
々
の
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
六
年
十
月
の
研
究
室
配
属

で
は
、薬
学
科
３
年
生
２
人
、薬
科

学
科
３
年
生
４
人
を
新
メ
ン
バ
ー

と
し
て
迎
え
ま
し
た
。
歓
迎
会
を

開
催
し
、
自
己
紹
介
や
趣
味
な
ど

の
話
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
七
年
四
月
に
は
大
阪
大
学
の
竹
田
潔
先

生
を
お
招
き
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
主
催
致
し
ま

し
た
。
六
月
に
は
学
友
会
の
総
会
で
梅
本
先

生
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
研
究
室
で
は
４
年
生
６
名
、
５
年

生
３
名
、
６
年
生
１
名
、
修
士
１
年
生
２
名
、

修
士
２
年
生
３
名
、
博
士
２
年
生
１
名
の
計

18
名
の
学
生
が
所
属
し
、
研
究
に
打
ち
込
ん

で
い
ま
す
。
よ
り
一
層
、研
究
室
一
丸
と
な
っ

て
研
究
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
御
願
い
い
た
し
ま

す
。

2025年度　研究室集合写真

2025年4月　芝生園地にて
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創
薬
探
索
セ
ン
タ
ー

創
薬
探
索
セ
ン
タ
ー

　

現
代
の
が
ん
治
療
を
目
的
と
し
た
創
薬
で

は
、
新
し
い
知
識
や
仮
説
を
も
と
に
し
た
分

子
標
的
薬
や
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害

薬
が
次
々
に
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
福
音
は
一
部
の
が
ん
種
に
限
定
さ
れ
て

お
り
、
多
く
の
未
解
決
セ
グ
メ
ン
ト
を
残
し

て
い
ま
す
。
当
研
究
室
は
２
０
０
４
年
に
開

設
さ
れ
て
以
来
、
国
内
研
究
機
関
や
製
薬
企

業
と
共
同
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
抗
が

ん
剤
シ
ー
ズ
の
探
索
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
転
写
制
御
因
子
や
キ
ネ
シ
ン
な

ど
を
標
的
と
し
た
新
規
抗
が
ん
剤
候
補
物
質

を
創
製
し
、
細
胞
系
や
マ
ウ
ス
モ
デ
ル
で
そ

の
効
果
を
実
証
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

成
果
は
論
文
発
表
だ
け
で
な
く
欧
米
ア
ジ
ア

な
ど
各
国
で
の
特
許
登
録
も
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
従
来
の
抗
が
ん
剤
の
よ
う
に
が
ん

細
胞
自
体
を
攻
撃
す
る
の
で
は
な
く
、
生
体

に
も
と
も
と
備
わ
る
免
疫
細
胞
の
力
を
利
用

す
る
薬
剤
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
が
ん

の
免
疫
寛
容
に
関
わ
る
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
代

謝
酵
素
を
標
的
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
化
合
物

を
発
見
し
て
お
り
、
現
在
イ
ン
シ
リ
コ
モ
デ

ル
を
活
用
し
た
構
造
最
適
化
お
よ
び
動
物
モ

デ
ル
で
の
詳
細
な
解
析
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
企
業
と
共
同
で
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
や
新

規
診
断
法
に
関
す
る
研
究
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
当
研
究
室
で
は
薬
学
と
し
て
の
化

学
を
ベ
ー
ス
と
し
た
腫
瘍
学
や
免
疫
学
に
つ

い
て
学
生
と
共
に
学
び
理
解
を
深
め
る
こ
と

に
よ
り
、
が
ん
や
感
染
症
の
ア
キ
レ
ス
腱
を

狙
っ
た
新
薬
シ
ー
ズ
の
研
究
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
有
効
な
治
療
法
の
確
立
さ
れ

て
な
い
疾
患
で
苦
し
む
方
々
の
「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ

＆
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
に
は
、
薬
学
科
６
年
生
の
牧

田
す
ず
か
さ
ん
が
第
70
回
日
本
薬
学
会
東
海

支
部
大
会
と
日
本
薬
学
会
第
145
年
会
に
て
学

生
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
社
会
人

博
士
１
名（
田
辺
三
菱
製
薬
）、修
士
１
名（
ク

ミ
ア
イ
化
学
）、
薬
学
科
６
年
生
２
名
（
ア
ス

テ
ラ
ス
製
薬
、
キ
ッ
セ
イ
薬
品
）、
薬
科
学
科

４
年
生
２
名
（
博
士
前
期
課
程
進
学
）
が
修

了
／
卒
業
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
就
職
先
や
進
学

先
で
活
躍
中
で
す
。

薬
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
近
藤
寄
附
講
座

薬
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
近
藤
寄
附
講
座

　

当
寄
附
講
座
は
開
設
７
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
静
岡
薬
科
大
学
卒
業
生
（
昭
和
46
年

卒
）
近
藤
隆
様
か
ら
の
ご
寄
附
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
将
来
・
進
路
に
対
す
る
意
識
付
け

や
薬
学
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
醸
成

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
①
各
分
野

で
活
躍
す
る
卒
業
生
等
に
よ
る
講
義
②
卒
業

生
の
活
動
状
況
の
調
査
③
就
職
等
の
進
路
相

談
④
国
内
外
の
短
期
留
学
・
研
修
を
希
望
す

る
学
生
へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
１
年
生「
薬
学
概
論
」、

３
年
生
「
薬
学
と
社
会
」、
４
年

生
「
調
剤
学
」
を
担
当
し
、
製
薬

企
業
、
病
院
、
薬
局
、
行
政
な
ど
、

各
界
で
活
躍
す
る
延
べ
11
名
の
卒

業
生
等
を
講
師
と
し
て
招
聘
し
、

講
義
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
度
は
、
剣
祭
開
催
時
に
進
路

相
談
会
を
実
施
し
、
各
界
（
製
薬

企
業
、
化
粧
品
企
業
、
国
家
公
務

員
）
で
活
躍
す
る
卒
業
生
10
名
を

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招
聘
し
、

各
界
の
最
新
情
報
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
開
催

時
期
や
形
式
を
変
え
て
実
施
す
る

こ
と
を
考
え
て
お
り
、
よ
り
学
生

に
寄
り
添
っ
た
形
で
自
身
の
キ
ャ

リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
調
整
し
て
お
り
ま
す
。
国
内
外
の
短

期
留
学
・
研
修
等
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
国
際
学
会
等
へ
の
参
加
に
関
す
る

支
援
申
請
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
こ
の
度

初
め
て
語
学
留
学
に
挑
戦
し
た
学
生
に
対
す

る
支
援
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
こ
と

に
挑
ん
だ
学
生
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
支
援
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

　

卒
業
生
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

2025年3月19日　学位記授与式後（静岡県大草薙キャンパス）

2024年度進路相談会にて
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薬
学
部
の
人
事
異
動

退
　
職

　
　

衛
生
分
子
毒
性
学
分
野　
　

助
教　
　

保
坂　

卓
臣　
　

令
和
７
年
１
月

　
　

臨
床
薬
剤
学
分
野　
　
　
　

教
授　
　

賀
川　

義
之　
　

令
和
７
年
３
月

　
　

実
践
薬
学
分
野　
　
　
　
　

准
教
授　

柏
倉　

康
治　
　

令
和
７
年
３
月

　
　

生
体
情
報
薬
理
学
分
野　
　

准
教
授　

坂
本　

多
穂　
　

令
和
７
年
３
月

　
　

分
子
病
態
学
分
野　
　
　
　

教
授　
　

森
本　

達
也　
　

令
和
７
年
８
月

着
　
任

　
　

生
化
学
分
野　
　
　
　
　
　

助
教　
　

塚
本　

庸
平　
　

令
和
７
年
４
月

昇
　
任

　
　

臨
床
薬
剤
学
分
野　
　
　
　

准
教
授　

内
野　

智
信　
　

令
和
６
年
10
月

　
　

臨
床
薬
剤
学
分
野　
　
　
　

教
授　
　

辻　
　

大
樹　
　

令
和
７
年
４
月

　
　

分
子
病
態
学
分
野　
　
　
　

准
教
授　

刀
坂　

泰
史　
　

令
和
７
年
４
月

　
　

衛
生
分
子
毒
性
学
分
野　
　

准
教
授　

志
津　

怜
太　
　

令
和
７
年
４
月

　
　

分
子
病
態
学
分
野　
　
　
　

教
授　
　

細
岡　

哲
也　
　

令
和
７
年
９
月

令和7年春の叙勲　2025年5月8日

村松　郁延 様　　瑞 宝 中 綬 章　（前北陸地区同窓会代表　昭和44年卒）

次の方が受章されました。
� 心よりお喜びを申し上げます。

静薬学友会で把握できた方のみ掲載しております

叙勲受章の情報がありましたら、静薬学友会までご連絡下さい。

叙勲 受章

（41） 静 薬 学 友 会 報 � 2025. 10. 24



薬学部教室名および教員一覧　　　　　　((カカッッココ内は大学院薬学研究院）

臨床薬剤学分野 教授 辻　大樹

⽣化学分野 教授 竹内　英之 （臨床薬剤学） 准教授 内野　智信

（⽣化学） 准教授 高橋　忠伸 講師 横山　匡

助教 紅林　佑希 臨床薬効解析学分野 教授 伊藤　邦彦

助教 塚本　  庸平 （臨床薬効解析学） 准教授 井上　和幸

衛⽣分⼦毒性学分野 教授 吉成　浩一 助教 杉山　恭平

（衛⽣分⼦毒性学） 准教授 志津　怜太 医薬品情報解析学分野 特任教授 山田　浩

助教 大岡　央 （医薬品情報解析学） 講師 伊藤　　由彦

薬理学分野 教授 石川　智久 実践薬学分野 教授 内田　信也

（薬理学） 准教授 木村　俊秀 （実践薬学） 講師 三浦　基靖

講師 金子　雪子 助教 河本　小百合

助教 山口　桃生 薬局管理学分野（臨床薬剤学） 助教 谷澤　康玄

医薬⽣命化学分野 教授 浅井　知浩

（医薬⽣命化学） 准教授 小出　裕之

講師 米澤　正 医薬品化学分野 教授 眞鍋　敬

助教 疋田　智也 （薬化学） 准教授 小西　英之

⾝体運動科学分野 准教授 窪田　辰政 講師 岩本　憲人

ホーク　フィリップ
助教 山口　深雪 

（Philip HAWKE） ⽣命物理化学分野 教授 橋本　博 

（⽣命物理化学） 准教授 原　幸大

⽣体機能分⼦分析学分野 教授 轟木　堅一郎 講師 菱木　麻美 

（⽣体機能分⼦分析学） 准教授 兒島　憲二 助教 渕上　壮太郎

助教 古庄　仰 医薬品創製化学分野 教授 濱島　義隆  

医薬品製造化学分野 教授 滝田　良 （医薬品創製化学） 准教授 江上　寛通 

（医薬品製造化学） 准教授 吉村　文彦 准教授 稲井　誠

助教 近藤　健 助教 山下　賢二

⽣薬学分野 教授 渡辺　賢二

（⽣薬学） 准教授 佐藤　道大 統合⽣理学分野 教授 原　雄二 

講師 岸本　真治 （統合⽣理学） 准教授 土谷　正樹

助教 渡邉　正悟 助教 村上　光

助教 平野　航太郎

薬剤学分野 教授 尾上　誠良 免疫微⽣物学分野 教授 梅本　英司

（薬剤学） 准教授 佐藤　秀行 （免疫微⽣物学） 准教授 大橋　若奈

助教 山田　幸平 助教 中西　勝宏

創剤科学分野 教授 近藤　啓 助教 岡村　洋

（創剤⼯学） 講師 照喜名　孝之

助教 畑中　友太 教授 浅井　章良

分⼦病態学分野 教授 細岡　哲也 准教授 澤田　潤一

（分⼦病態学） 准教授 刀坂　泰史 講師 小郷　尚久

講師 砂川　陽一 助教 村上　央

⽣体情報薬理学分野 教授 黒川　洵子 特任教授 山田　静雄

（⽣体情報薬理学） 助教 清水　聡史 講師 伊藤　由彦

助教 児玉　昌美 

特任教授 賀川　義之

分⼦臨床薬理学分野                 特任教授 森　潔  講師 米澤　正（兼務）

ゲノム病態解析分野  特任教授 寺尾　知可史      特任教授 山田　浩

特任助教 河合　保枝

薬⾷研究推進センター

寄寄附附講講座座

薬学キャリアデザイン近藤寄附講座

茶健康科学講座

臨臨床床薬薬学学大大講講座座薬薬学学科科

生生体体機機能能薬薬学学大大講講座座

科学英語分野 准教授 

薬薬科科学学科科

創創薬薬科科学学大大講講座座

生生命命薬薬科科学学大大講講座座

分分子子薬薬学学大大講講座座

医医療療薬薬学学大大講講座座

大大学学院院付付属属施施設設

創薬探索センター
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薬
学
部
令
和
６
年
度
成
績
優
秀
者
賞・岩
﨑
賞
受
賞

薬
学
科　
成
績
優
秀
者
賞

大
学
生
活
の
振
り
返
り
と
近
況
報
告

杏
林
堂
薬
局　
　
　
　
　
　
　

　

篠
　
原
　
佑
　
奈

（
実
践
薬
学
分
野
）

　

こ
の
度
は
成
績
優
秀
者
賞
と
い
う
栄
誉
あ

る
賞
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

今
回
の
受
賞
は
、
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
い

た
先
生
方
や
、
共
に
学
業
に
励
ん
だ
友
人
た

ち
、
そ
し
て
あ
た
た
か
く
見
守
り
支
え
て
く

れ
た
家
族
の
お
か
げ
で
あ
る
と
、
心
よ
り
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

６
年
間
の
学
生
生
活
を
振
り
返
る
と
、
楽

し
く
充
実
し
た
思
い
出
と
と
も
に
、
辛
く
困

難
な
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
３
年
半
の
研
究
室
生

活
で
す
。
研
究
活
動
で
は
、
様
々
な
疑
問
に

ぶ
つ
か
り
、
先
生
方
や
先
輩
方
、
後
輩
た
ち

と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
、
試
行
錯
誤

す
る
日
々
に
、
心
が
折
れ
そ
う
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
様
々
な
こ
と
に
疑
問
を

抱
き
、
周
囲
と
積
極
的
に
議
論
を
重
ね
る
事

の
重
要
性
を
身
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。研
究
活
動
以
外
に
も
、英
語
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
や
留
学
生
と
の
交
流

な
ど
、
様
々
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

新
た
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
機
会
を
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
友
人
た
ち
と
支
え
合
い
な
が
ら
、
夜

遅
く
ま
で
研
究
や
勉
強
に
励
ん
だ
日
々
も
、

振
り
返
っ
て
み
る
と
貴
重
な
時
間
で
あ
っ
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
生
ま
れ
育
っ
た
静
岡
県
内
で
薬
局

薬
剤
師
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
研
修

期
間
を
終
え
て
実
際
に
現
場
で
勤
務
し
始
め

て
か
ら
は
ま
だ
３
か
月
ほ
ど
で
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
新
し
い
知
識
を
吸

収
し
な
が
ら
、
患
者
様
の
役
に
立
て
る
こ
と

が
実
感
で
き
る
日
々
に
喜
び
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

最
後
に
、
６
年
間
の
大
学
生
活
を
通
し
て
、

多
く
の
素
敵
な
方
々
に
出
会
い
、
様
々
な
経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き
な
財
産

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
周
り
の
方
々
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
と
様
々
な
こ
と
に
疑
問
を

抱
き
学
ぶ
心
を
忘
れ
ず
に
、
生
ま
れ
育
っ
た

静
岡
と
い
う
地
で
薬
剤
師
と
し
て
貢
献
で
き

る
よ
う
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

岩
﨑
賞
受
賞
に
寄
せ
て横

浜
市
立
大
学
附
属
病
院　
　

　

　

　
西
　
山
　
由
　
真

（
実
践
薬
学
分
野
）

　

こ
の
度
は
、
岩
﨑
賞
と
い
う
名
誉
あ
る
賞

を
賜
り
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
今
回
の

受
賞
は
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
、
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
友
人
、

そ
し
て
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
家
族
の
お

か
げ
で
あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
か
つ
て
、
自
分
に
自
信
が
な
く
、
興

味
や
関
心
が
あ
っ
て
も
一
歩
を
踏
み
出
せ
ず

挑
戦
の
機
会
を
逃
す
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
大
学
生
活
で
は
、
研
究
発
表
や

実
習
先
で
の
経
験
な
ど
、
緊
張
や
不
安
を
感

じ
る
場
面
で
仲
間
や
先
生
方
に
励
ま
さ
れ
、

「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
小
さ
な
挑
戦
を
積
み
重
ね
る
中
で
前

に
進
む
勇
気
を
身
に
付
け
ら
れ
た
の
は
、
こ

う
し
た
経
験
の
お
か
げ
で
す
。
特
に
印
象
深

い
の
は
研
究
室
で
の
活
動
で
す
。
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
計
画
を
立
て
、
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
結
果
を
ま
と
め
る
過
程
は
、
粘
り
強
く

課
題
に
向
き
合
う
姿
勢
を
育
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
ゼ
ミ
で
の
発
表
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
身
に
付
け
た
、
自
分
の
考
え
を
整

理
し
相
手
に
伝
え
る
力
は
、
現
在
の
業
務
に

も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
学
び
を
経
て
、
今
年
４
月
か
ら

大
学
病
院
で
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し
て
研
修
を
受

け
て
い
ま
す
。
病
院
実
習
で
目
に
し
た
、
多

職
種
と
連
携
し
な
が
ら
専
門
性
を
発
揮
す
る

薬
剤
師
の
姿
に
憧
れ
、
当
初
は
「
自
分
に
は

縁
遠
い
」
と
感
じ
て
い
た
レ
ジ
デ
ン
ト
と
い

う
道
に
挑
戦
す
る
決
意
を
固
め
ま
し
た
。
幅

広
い
経
験
を
積
み
、
成
長
で
き
る
環
境
に
身

を
置
き
た
い
と
い
う
思
い
が
、
そ
の
原
動
力

で
す
。
現
在
は
中
央
業
務
の
研
修
に
従
事
し

て
お
り
、
10
月
か
ら
は
病
棟
業
務
に
も
携
わ

る
予
定
で
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
静
岡
を
離
れ
、

慣
れ
な
い
土
地
で
奮
闘
す
る
日
々
で
す
が
、

新
し
い
環
境
は
多
く
の
刺
激
と
学
び
を
も
た

ら
し
て
く
れ
ま
す
。
今
後
も
多
様
な
経
験
を

重
ね
、
専
門
性
を
深
め
、
現
場
で
生
か
せ
る

力
を
磨
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
び
の
姿
勢
を
忘
れ
ず
、患
者
さ
ん
や
チ
ー

ム
か
ら
信
頼
さ
れ
る
薬
剤
師
を
目
指
し
、
未

来
に
向
け
て
一
歩
一
歩
着
実
に
歩
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

薬
学
科　
岩
﨑
賞
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大
学
生
活
を
振
り
返
っ
て

博
士
前
期
課
程
１
年　
　
　
　
　

小
　
林
　
悠
　
人

（
生
命
物
理
化
学
分
野
）

　

こ
の
度
は
成
績
優
秀
者
賞
と
い
う
名
誉
あ

る
賞
を
頂
き
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
こ

の
度
の
受
賞
は
熱
心
に
ご
指
導
し
て
頂
い
た

先
生
方
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
家
族
、

共
に
勉
学
に
励
ん
だ
友
人
の
お
か
げ
で
あ
り
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

４
年
間
の
大
学
生
活
は
、
周
り
の
方
々
の

優
し
さ
、
温
か
さ
に
触
れ
、
大
変
充
実
し
た

日
々
で
し
た
。
大
学
入
学
当
初
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
部
活
動
の
自
粛

や
遠
隔
授
業
の
実
施
な
ど
友
人
と
の
交
流
が

難
し
く
感
じ
る
場
面
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

２
年
生
に
な
る
と
対
面
授
業
や
実
習
の
割
合

が
増
え
、
部
活
動
や
剣
祭
も
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
な
ど
、
本
来
の
大
学
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
当
た

り
前
の
日
常
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

３
年
生
後
期
か
ら
は
研
究
室
生
活
が
始
ま
っ

た
こ
と
で
初
め
て
研
究
の
世
界
に
触
れ
、
研

究
の
楽
し
さ
や
難
し
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

静
岡
県
立
大
学
で
の
４
年
間
は
今
ま
で
過

ご
し
た
学
生
生
活
の
中
で
最
も
思
い
出
に

残
っ
た
４
年
間
で
あ
り
、
心
か
ら
こ
の
学
校

に
進
学
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
私
が
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
周
り
の
方
々
の
優
し
さ
や
温

か
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
私
を
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
春
か
ら
は
本
学
大
学
院
に
進
学
し
、

引
き
続
き
生
命
物
理
化
学
講
座
に
て
研
究
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。
大
学
生
活
は
と
て
も
短

く
そ
し
て
長
く
も
感
じ
ら
れ
た
４
年
間
で
し

た
が
、
こ
こ
で
得
た
経
験
や
出
会
い
に
感
謝

し
、
残
り
の
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
、

よ
り
一
層
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

薬
科
学
科　
成
績
優
秀
者
賞

薬
科
学
科　
岩
﨑
賞

学
部
生
活
を
振
り
返
っ
て

博
士
前
期
課
程
１
年　
　
　
　

　

神
田
亜
矢
加

（
医
薬
品
製
造
化
学
分
野
）

　

こ
の
た
び
は
、
岩
﨑
賞
と
い
う
栄
え
あ
る

賞
を
賜
り
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
熱
心

に
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
共
に
励
ま

し
合
い
切
磋
琢
磨
し
た
友
人
た
ち
、
そ
し
て

温
か
く
支
え
て
く
れ
た
家
族
の
存
在
に
支
え

ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
栄
誉
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
は
本
学
入
学
以
前
、
医
薬
品
卸
売
業
の

営
業
職
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
仕

事
の
中
で
患
者
さ
ん
の
存
在
を
意
識
す
る
こ

と
が
多
く
、「
よ
り
よ
い
医
薬
品
を
つ
く
り
た

い
」
と
い
う
思
い
を
抱
き
、
創
薬
研
究
者
を

志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
理
系
の
素
地
が

全
く
な
い
状
態
か
ら
受
験
勉
強
を
始
め
、
本

学
薬
学
部
へ
入
学
し
た
当
時
の
緊
張
と
期
待

は
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

入
学
後
は
、
先
生
方
に
よ
る
高
度
な
薬
学

の
講
義
が
非
常
に
刺
激
的
で
、
特
に
有
機
化

学
に
は
強
く
惹
か
れ
ま
し
た
。
有
機
化
学
は

「
も
の
を
つ
く
る
」
た
め
の
科
学
で
あ
る
と
同

時
に
、「
も
の
の
性
質
を
理
解
す
る
」
学
問
で

も
あ
り
、
新
た
な
医
薬
品
を
創
出
し
た
い
と

考
え
る
私
に
と
っ
て
、
そ
の
重
要
性
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。
現
在
は
そ
の
思
い
の
も
と
有

機
化
学
の
研
究
室
に
所
属
し
、
実
験
と
向
き

合
う
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

研
究
で
は
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
触
媒
を
活
用
し

た
新
規
反
応
開
発
に
挑
戦
し
て
お
り
、
う
ま

く
い
か
な
い
試
行
錯
誤
の
連
続
の
中
で
、
仮

説
を
立
て
、
原
因
を
探
り
、
工
夫
を
重
ね
る

こ
と
の
楽
し
さ
と
奥
深
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
こ
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
創
薬
の
原
点
だ

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

勉
学
や
研
究
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
年
齢

や
背
景
の
異
な
る
多
く
の
仲
間
と
共
に
学
び

合
い
支
え
合
っ
た
４
年
間
は
、
私
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
糧
と
し
て
、
今
後
は
大
学
院
で
の

研
究
に
一
層
励
み
、
創
薬
研
究
者
と
し
て
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。
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在 

学 

生 

だ 

よ 

り

　

今
期
の
静
薬
学
友
会
の
代
議
員
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

四
月
に
行
わ
れ
た
入
学
式
か
ら
既
に
四
か

月
が
経
過
し
、
前
期
の
授
業
を
お
え
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
は
、
学
問
に
お
い
て
も
、
生
活

に
お
い
て
も
初
め
て
の
経
験
ば
か
り
で
息
を

つ
く
暇
も
な
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た

四
か
月
間
で
し
た
。
学
問
に
お
い
て
、
専
門

科
目
で
は
高
校
の
化
学
の
分
野
か
ら
さ
ら
に

発
展
、
深
堀
し
て
い
く
よ
う
な
内
容
が
多
く

非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
に
加

え
、
薬
学
概
論
で
は
先
生
方
が
専
門
と
し
て

い
る
薬
学
の
分
野
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
り
、
命
と
倫
理
の
授
業
で
は

こ
れ
ま
で
の
医
療
の
発
展
の
裏
に
隠
れ
た
凄

惨
な
実
験
や
事
件
、
医
療
従
事
者
と
し
て
働

く
際
に
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
つ
べ
き
か
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
り
す
る
な
ど
将

来
の
自
分
に
と
っ
て
糧
に
な
る
も
の
を
多
く

得
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
薬

学
部
で
は
必
修
の
科
目
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

ど
の
授
業
も
同
じ
学
部
の
仲
間
と
受
け
る
場

合
が
多
く
、
六
年
間
と
も
に
学
ぶ
仲
間
で
あ

る
た
め
、
さ
ら
に
交
友
関
係
を
広
め
、
大
学

生
活
が
よ
り
実
り
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。

　

私
は
現
在
、
部
活
動
は
硬
式
テ
ニ
ス
部
、

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
お
り
、

日
々
練
習
に
勤
し
ん
で
お
り
ま
す
。
硬
式
テ

ニ
ス
部
で
は
他
の
学
部
の
学
生
と
関
わ
る
機

会
が
多
く
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
、
視
野
が
広
が
る
な
ど
と
い
っ
た
自

身
の
成
長
を
日
々
実
感
し
ま
す
。ま
た
、我
々

硬
式
テ
ニ
ス
部
は
東
海
三
部
リ
ー
グ
に
所
属

し
て
お
り
、
今
期
の
目
標
と
し
て
は
三
部
残

留
を
掲
げ
て
い
る
た
め
そ
の
目
標
達
成
に
私

も
貢
献
出
来
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
で
す
。

　

私
は
こ
の
六
年
の
大
学
生
活
を
学
生
代
議

員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
実
り
あ
る
も
の

と
し
、
静
薬
学
友
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

学
生
6
年
間
を
振
り
返
っ
て

櫻

井

　

翔

（
薬
学
科
６
年
）

　

静
岡
県
立
大
学
薬
学
部
と
の
出
会
い
は
、

高
校
２
年
生
の
と
き
に
参
加
し
た
フ
ァ
ー
マ

カ
レ
ッ
ジ
で
し
た
。
薬
剤
学
研
究
室
に
て
、

薬
物
動
態
の
魅
力
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
現
在
、

私
は
そ
の
薬
剤
学
研
究
室
に
所
属
し
研
究
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
思
え
ば
、
こ
の
時
既

に
自
分
の
進
む
道
が
動
き
始
め
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
学
生
生
活
を
振
り
返
っ
た
時
、

ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
多
く
の
方
々
に
支
え

て
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で

す
。
先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
頼
も
し

い
先
輩
や
慕
っ
て
く
れ
る
後
輩
、
そ
し
て
互

い
に
刺
激
を
与
え
合
い
な
が
ら
高
め
合
え
た

同
期
の
存
在
が
、
私
の
成
長
を
大
き
く
後
押

し
し
て
く
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

英
語
を
流
暢
に
話
す
同
期
に
触
発

さ
れ
、
私
は
研
究
室
に
所
属
す
る

留
学
生
と
週
に
１
回
１
時
間
の
英

会
話
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
取
り

組
み
は
今
現
在
半
年
以
上
継
続
し

て
お
り
、
私
の
英
語
力
は
メ
キ
メ

キ
と
伸
び
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

学
生
生
活
で
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
硬
式
テ
ニ
ス
部
で

の
合
宿
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、

よ
う
や
く
大
学
生
ら
し
い
活
動
が

で
き
た
こ
と
に
心
が
躍
り
、
仲
間
と
過
ご
し

た
時
間
は
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。
当
時
、
私
は
部
長
を
務
め
て
お
り
、

初
心
者
も
経
験
者
も
分
け
隔
て
な
く
楽
し
み

な
が
ら
成
長
で
き
る
部
活
動
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
合
宿
で
の
充
実
し
た

時
間
は
、
そ
う
し
た
部
の
雰
囲
気
づ
く
り
に

お
い
て
も
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

学
生
生
活
６
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
、

来
年
か
ら
は
製
薬
企
業
の
研
究
職
と
し
て
働

き
始
め
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
大
学
生
活
で
得

た
学
び
や
経
験
を
糧
に
、
一
人
で
も
多
く
の

方
の
笑
顔
を
増
や
せ
る
よ
う
、
真
摯
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

未
知
へ
の
挑
戦
と
成
長

小

池

悠

生

（
薬
学
科
１
年
）

部活の合宿にて　左が本人

入学式にて
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３
年
間
の
振
り
返
り
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

廣

岡

聖

菜

（
薬
科
学
科
３
年
）

　

私
が
研
究
室
に
配
属
さ
れ
て
か
ら
一
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
何
も
わ
か
ら

ず
不
安
と
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
当
初
か

ら
様
々
な
こ
と
を
経
験
し
、
怒
涛
の
日
々
で

あ
っ
た
と
同
時
に
非
常
に
充
実
し
た
も
の
で

あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

ま
ず
一
番
大
き
な
環
境
の
変
化
は
、
研
究

室
に
所
属
し
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
以
前
は
殆

ど
曜
日
毎
の
授
業
、
部
活
、
バ
イ
ト
の
た
め

だ
け
に
動
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
こ
れ

に
加
え
て
実
験
や
イ
ベ
ン
ト
、
研
究
室
内
で

決
め
ら
れ
た
曜
日
に
行
わ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
や

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
が
あ
り
ま
す
。
忙
し

く
な
っ
た
と
同
時
に
、
こ
の
研
究
室
に
所
属

し
て
い
る
と
い
う
自
覚
が
芽
生
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
究
と
い
う
も
の
が
新
鮮
に
感
じ

ま
し
た
。実
習
で
は
決
め
ら
れ
た
方
法
に
従
っ

て
あ
る
程
度
予
測
で
き
る
結
果
を
出
し
考
察

す
る
も
の
で
し
た
が
、
研
究
で
は
ま
ず
テ
ー

マ
に
つ
い
て
調
べ
、
計
画
を
立
て
て
実
験
し
、

結
果
に
つ
い
て
考
察
し
て
次
の
実
験
に
繋
げ

る
…
と
い
っ
た
工
程
を
ひ
た
す
ら
繰
り
返
す

こ
と
に
な
る
た
め
、
よ
り
骨
が
折
れ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
初
め
て
使
う
器
具
や
操
作
が
多

か
っ
た
た
め
す
ぐ
に
は
慣
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
先
生
や
先
輩
方
が
丁
寧
に
指
導
し
て
く

だ
さ
る
お
か
げ
で
少
し
ず
つ
成
長
出
来
て
い

る
た
め
楽
し
く
過
ご
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
は
あ
る
の
で
、
今
後

も
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
特
に
大
変
だ
と
感
じ
た
の
は
、

研
究
室
と
授
業
や
実
習
を
両
立
さ
せ
る
こ
と

で
す
。
研
究
を
進
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
そ
の
間
も
変
わ
ら
ず
授
業
や
中
間
・
期

末
テ
ス
ト
、
さ
ら
に
は
約
二
か
月
間
の
臨
地

実
習
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
物
事
の
両
立
が

得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
頼
れ
る
先
輩
の

お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

今
後
も
研
究
を
進
め
る
上
で
様
々
な
問
題

に
ぶ
つ
か
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

牛
歩
で
あ
れ
経
験
を
積
ん
で
進
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

　

気
づ
け
ば
学
生
生
活
の
折
り
返
し
地
点
を

過
ぎ
、
３
年
前
期
を
終
え
ま
し
た
。

　

神
奈
川
か
ら
進
学
の
た
め
に
引
っ
越
し
、

一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
当
初
は
、
知
り
合
い

も
お
ら
ず
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
を

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

同
じ
よ
う
に
新
生
活
を
始
め
た
仲
間
も
多
く
、

お
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
こ
と
で
次

第
に
不
安
は
和
ら
い
で
い
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
新
し
く
入
部
し
た
部
活
動
で
は
、
優
し

い
先
輩
方
や
同
期
と
の
素
敵
な
出
会
い
に
恵

ま
れ
、
学
校
生
活
に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

１
年
生
の
頃
は
一
般
教
養
や
基
礎
科
目
が

中
心
で
し
た
が
、
部
活
動
で
始
め
た
ジ
ャ
グ

リ
ン
グ
が
良
い
気
分
転
換
と
な
り
、
勉
強
と

趣
味
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
過
ご
せ
ま

し
た
。
２
年
生
か
ら
は
専
門
科
目
が
一
気
に

増
え
、
実
習
も
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
実
験
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
、
薬
学
の
奥
深
さ
と
面
白
さ
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
年
生
に
な
っ
て
か
ら
は
授
業
内
容
が
よ

り
高
度
か
つ
専
門
的
に
な
り
、
難
し
さ
も
増

し
ま
し
た
。
レ
ポ
ー
ト
や
テ
ス
ト
に
追
わ
れ

な
が
ら
も
、
友
人
た
ち
と
協
力
し
合
い
、
時

に
は
息
抜
き
を
し
な
が
ら
、
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
10
月
か
ら
は
い
よ
い
よ
研
究
室
に

配
属
さ
れ
ま
す
。
ど
の
研
究
室
で
、
ど
ん
な

テ
ー
マ
に
取
り
組
む
か
、
ま
だ
悩
み
は
尽
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
分
の
関
心
の
あ
る
分

野
を
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
で

も
あ
り
、
今
か
ら
大
き
な
期
待
と
楽
し
み
を

抱
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
活

か
し
な
が
ら
、
新
た
な
環
境
で
多
く
を
学
び
、

さ
ら
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
年
を
振
り
返
っ
て

本
間
帆
乃
果

（
薬
科
学
科
４
年
）

部活の仲間たち（右から2番目が本人）

研究室対抗バドミントン大会にて　左から3番目が本人
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一
般
社
団
法
人 

静
薬
学
友
会 

令
和
６
年
度
～
令
和
７
年
度 

理
事
会・総
会 

議
事
要
旨
ま
と
め

１
．
令
和
６
年
度 
第
２
回
理
事
会
（
２
０
２
４
年
９
月
14
日
）

開
催
場
所
：
静
岡
県
立
大
学
薬
学
部
棟
１
階
Ｓ
Ｇ
Ｄ
室

形
　
　
式
：
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

出 

席 

者
：
理
事
10
名
、
監
事
２
名
、
顧
問
２
名

【
報
告
事
項
】

・
新
役
員
、
顧
問
、
名
誉
顧
問
の
紹
介
お
よ
び
委
任
体
制
の
確
認
。

・
令
和
６
年
度
薬
学
生
涯
研
修
講
座
（
２
０
２
５
年
２
月
24
日
開
催
予
定
）
の
概
要
共
有
。

・
会
報
第
92
号
発
送
時
に
年
会
費
ク
レ
ジ
ッ
ト
支
払
い
案
内
を
同
封
す
る
提
案
。

・
地
区
同
窓
会
支
援
金
お
よ
び
関
連
規
定
書
類
の
改
訂
報
告
。

・
近
藤
寄
附
講
座
の
活
動
報
告
お
よ
び
進
路
相
談
会
の
準
備
状
況
報
告
。

・
同
窓
会
連
合
会
の
現
状
報
告
（
７
学
部
構
成
、
月
１
回
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会
合
実
施
）。

・�

キ
ャ
リ
ア
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
開
始
に
伴
い
、
薬
学
部
独
自
の
取
り
組
み
を
控
え
る
方
針

を
確
認
。

・
Ｓ
Ｙ
Ｇ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
今
後
の
方
向
性
を
設
立
者
間
で
検
討
。

・
会
報
発
送
形
態
の
合
理
化
（
ゆ
う
メ
ー
ル
移
行
、
電
子
化
推
進
、
郵
送
費
削
減
策
）
を
確
認
。

【
審
議
事
項
】

・
各
種
委
員
会
お
よ
び
地
区
担
当
の
割
り
当
て
を
確
認
。

・「
懇
親
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
集
い
」
２
０
２
６
年
大
阪
開
催
に
向
け
て
検
討
を
開
始
。

・
教
員
協
力
に
よ
る
新
入
生
歓
迎
会
の
実
施
を
検
討
。

２
．
令
和
６
年
度 

第
３
回
理
事
会
（
２
０
２
５
年
１
月
25
日
）

開
催
場
所
：
静
岡
県
立
大
学
薬
学
部
棟
１
階
Ｓ
Ｇ
Ｄ
室

形
　
　
式
：
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

出 

席 

者
：
理
事
13
名
、
監
事
２
名
、
顧
問
２
名

【
報
告
事
項
】

・
令
和
６
年
度
薬
学
生
涯
研
修
講
座
の
開
催
準
備
報
告
。

・
静
岡
県
地
区
同
窓
会
総
会
（
１
月
26
日
開
催
）
に
関
す
る
詳
細
共
有
。

・
各
地
区
同
窓
会
会
則
整
備
の
進
捗
状
況
報
告
。

・
近
藤
寄
附
講
座
活
動
お
よ
び
学
生
支
援
実
績
の
報
告
。

・
Ｓ
Ｙ
Ｇ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
今
後
の
方
針
を
夏
季
に
結
論
予
定
。

・�

２
０
２
６
年
薬
学
会
大
阪
大
会
に
あ
わ
せ
た
「
懇
親
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
集
い
」
開
催

計
画
。

【
審
議
事
項
】

・
令
和
７
年
度
事
業
計
画
案
を
承
認
（
前
年
度
踏
襲
）。

・
令
和
７
年
度
予
算
案
：
会
報
費
高
騰
に
伴
う
電
子
化
・
郵
送
方
法
の
見
直
し
検
討
。

・「
地
区
同
窓
会
ガ
イ
ド
」
お
よ
び
「
会
費
等
規
定
」
の
見
直
し
提
案
。

・
会
報
発
行
費
用
に
関
す
る
方
向
性
を
次
回
理
事
会
ま
で
に
定
め
る
方
針
を
確
認
。

３
．
令
和
７
年
度 

第
１
回
理
事
会
（
２
０
２
５
年
５
月
31
日
）

開
催
場
所
：
静
岡
県
立
大
学
薬
学
部
棟
１
階
Ｓ
Ｇ
Ｄ
室

形
　
　
式
：
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

出 

席 

者
：
理
事
13
名
、
監
事
２
名
、
顧
問
２
名

【
報
告
事
項
】

・
第
８
回
定
時
総
会
に
お
け
る
学
部
長
交
代
お
よ
び
特
別
講
演
の
概
要
報
告
。

本
　
部
　
だ
　
よ
　
り
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・
令
和
６
年
度
薬
学
生
涯
研
修
講
座
（
参
加
者
117
名
）
の
実
施
報
告
。

・
令
和
６
年
度
成
績
優
秀
者
賞
お
よ
び
岩
﨑
賞
の
授
与
報
告
（
計
４
名
）。

・
近
藤
寄
附
講
座
の
活
動
報
告
お
よ
び
今
後
の
開
催
時
期
検
討
。

・�「
懇
親
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
集
い
‒
２
０
２
６
大
阪
‒
」
の
開
催
日
程
（
２
０
２
６
年
３

月
29
日
）
を
決
定
。

・
Ｓ
Ｙ
Ｇ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
今
後
の
方
針
を
総
会
後
に
議
論
予
定
。

・
木
下
理
事
退
任
に
伴
う
学
生
国
際
学
会
支
援
制
度
の
見
直
し
を
検
討
。

【
審
議
事
項
】

・
中
国
地
区
代
議
員
交
代
（
池
田
潔
氏
→
波
多
野
力
氏
）
を
承
認
。

・
学
生
代
議
員
交
代
（
秋
田
直
杜
氏
→
小
池
悠
生
氏
）
を
承
認
。

・
令
和
６
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
を
承
認
。

・
就
職
説
明
会
を
病
院
薬
剤
師
会
と
連
携
し
て
実
施
す
る
方
向
を
検
討
。

４
．
第
８
回
定
時
総
会
（
２
０
２
５
年
６
月
29
日
）

開
催
場
所
：
静
岡
県
立
大
学 

小
講
堂

形
　
　
式
：
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

出 

席 

者
：
代
議
員
25
名
、
理
事
12
名
、
監
事
２
名
、
顧
問
１
名
、
会
員
２
名

【
報
告
事
項
】

・
令
和
６
年
度
事
業
報
告
を
了
承
。

・�

令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
懇
親
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
集
い
‒
２
０
２
６
大
阪
‒
を
含
む
）

を
了
承
。

・
令
和
７
年
度
収
支
予
算
を
了
承
（
会
報
費
増
加
分
は
他
予
算
で
調
整
）。

・
近
藤
寄
附
講
座
に
つ
い
て
、
今
後
５
年
間
は
安
定
運
営
可
能
と
の
報
告
。

・
Ｓ
Ｙ
Ｇ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
今
後
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
中
。

【
審
議
事
項
】

・
令
和
６
年
度
決
算
報
告
を
全
会
一
致
で
承
認
。

・
会
報
電
子
発
行
に
よ
る
費
用
削
減
を
検
討
。

・
事
業
計
画
の
位
置
づ
け
を
審
議
事
項
と
す
る
か
、
理
事
会
で
検
討
す
る
こ
と
を
決
定
。

備
考
：�

全
会
議
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
さ
れ
、
い
ず
れ
も
過
半
数
出
席
に
よ
り
成
立
が

確
認
さ
れ
た
。
今
後
の
重
点
課
題
と
し
て
、
会
報
電
子
化
、
地
区
同
窓
会
運
営
体
制
の

整
備
、
Ｓ
Ｙ
Ｇ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
方
針
決
定
、
学
生
支
援
制
度
の
見
直
し
が
継
続

的
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。

※
議
事
録
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
静
薬
学
友
会
の
ｗ
ｅ
ｂ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
谷
田
５
２
番
地
１

決
　

算
　

報
　

告
　

書

一
般
社
団
法
人
　
静
薬
学
友
会

第第
  
  
77
  
  
期期

自
 
令
和
6
年
 
4
月
 
1
日

至
 
令
和
7
年
 
3
月
3
1
日

 
 
【
流
動
資
産
】

 
 
 
 
（
現
金
・
預
金
）

 
 
 
 
 
 
現
 
 
 
 
 
 
金

3
,
3
4
4
 

 
 
 
 
 
 
普
通
 
 
預
金

1
4
,
2
1
1
,
0
6
7
 

 
 
 
 
 
 
 
 
現
金
・
預
金
 
計

1
4
,
2
1
4
,
4
1
1
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
流
動
資
産
合
計

1
4
,
2
1
4
,
4
1
1
 

 
 
【
固
定
資
産
】

 
 
 
 
（
基
本
財
産
）

 
 
 
 
 
 
普
通
 
 
預
金

2
7
,
3
9
7
,
7
2
4
 

 
 
 
 
 
 
関
係
会
社
株
式

8
,
0
0
0
,
0
0
0
 

 
 
 
 
 
 
 
 
基
本
財
産
 
 
計

3
5
,
3
9
7
,
7
2
4
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
固
定
資
産
合
計

3
5
,
3
9
7
,
7
2
4
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資
産
合
計

4
9
,
6
1
2
,
1
3
5
 

 
 
【
流
動
負
債
】

 
 
 
 
未
 
 
払
 
 
金

2
1
1
,
7
7
1
 

 
 
 
 
預
 
 
り
 
 
金

1
1
,
1
2
7
 

 
 
 
 
未
払
法
人
税
等

7
1
,
0
0
0
 

 
 
 
 
 
 
流
動
負
債
合
計

2
9
3
,
8
9
8
 

 
 
 
 
 
 
 
 
負
債
合
計

2
9
3
,
8
9
8
 

 
 
【
指
定
正
味
財
産
】

　
　
寄
　
付
　
金

3
5
,
3
9
7
,
7
2
4
 

　
　
　
指
定
正
味
財
産
合
計

3
5
,
3
9
7
,
7
2
4
 

　
　
　
（
う
ち
基
本
財
産
へ
の
充
当
額
）

(
3
5
,
3
9
7
,
7
2
4
)

 
 
【
一
般
正
味
財
産
】

1
3
,
9
2
0
,
5
1
3
 

　
　
　
　
正
味
財
産
合
計

4
9
,
3
1
8
,
2
3
7
 

 
 
 
 
　
　
 
 
負
債
及
び
正
味
財
産
合
計

4
9
,
6
1
2
,
1
3
5
 

《
資
産
の
部
》

《
負
債
の
部
》

《
正
味
財
産
の
部
》

一
般

社
団

法
人

　
静

薬
学

友
会

貸貸
　　

借借
　　

対対
　　

照照
　　

表表
[
税

込
]
（

単
位

：
円

）

令
和

7
年

 
3
月

3
1
日

 
現

在
全

事
業

所
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静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
谷
田
５
２
番
地
１

決
　

算
　

報
　

告
　

書

一
般
社
団
法
人
　
静
薬
学
友
会

第第
  
  
77
  
  
期期

自
 
令
和
6
年
 
4
月
 
1
日

至
 
令
和
7
年
 
3
月
3
1
日

 
 
【
流
動
資
産
】

 
 
 
 
（
現
金
・
預
金
）

 
 
 
 
 
 
現
 
 
 
 
 
 
金

3
,
3
4
4
 

 
 
 
 
 
 
普
通
 
 
預
金

1
4
,
2
1
1
,
0
6
7
 

 
 
 
 
 
 
 
 
現
金
・
預
金
 
計

1
4
,
2
1
4
,
4
1
1
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
流
動
資
産
合
計

1
4
,
2
1
4
,
4
1
1
 

 
 
【
固
定
資
産
】

 
 
 
 
（
基
本
財
産
）

 
 
 
 
 
 
普
通
 
 
預
金

2
7
,
3
9
7
,
7
2
4
 

 
 
 
 
 
 
関
係
会
社
株
式

8
,
0
0
0
,
0
0
0
 

 
 
 
 
 
 
 
 
基
本
財
産
 
 
計

3
5
,
3
9
7
,
7
2
4
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
固
定
資
産
合
計

3
5
,
3
9
7
,
7
2
4
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資
産
合
計

4
9
,
6
1
2
,
1
3
5
 

 
 
【
流
動
負
債
】

 
 
 
 
未
 
 
払
 
 
金

2
1
1
,
7
7
1
 

 
 
 
 
預
 
 
り
 
 
金

1
1
,
1
2
7
 

 
 
 
 
未
払
法
人
税
等

7
1
,
0
0
0
 

 
 
 
 
 
 
流
動
負
債
合
計

2
9
3
,
8
9
8
 

 
 
 
 
 
 
 
 
負
債
合
計

2
9
3
,
8
9
8
 

 
 
【
指
定
正
味
財
産
】

　
　
寄
　
付
　
金

3
5
,
3
9
7
,
7
2
4
 

　
　
　
指
定
正
味
財
産
合
計

3
5
,
3
9
7
,
7
2
4
 

　
　
　
（
う
ち
基
本
財
産
へ
の
充
当
額
）

(
3
5
,
3
9
7
,
7
2
4
)

 
 
【
一
般
正
味
財
産
】

1
3
,
9
2
0
,
5
1
3
 

　
　
　
　
正
味
財
産
合
計

4
9
,
3
1
8
,
2
3
7
 

 
 
 
 
　
　
 
 
負
債
及
び
正
味
財
産
合
計

4
9
,
6
1
2
,
1
3
5
 

《
資
産
の
部
》

《
負
債
の
部
》

《
正
味
財
産
の
部
》

一
般

社
団

法
人

　
静

薬
学

友
会

貸貸
　　

借借
　　

対対
　　

照照
　　

表表
[
税

込
]
（

単
位

：
円

）

令
和

7
年

 
3
月

3
1
日

 
現

在
全

事
業

所



 
 
【
流
動
資
産
】

 
 
 
 
（
現
金
・
預
金
）

 
 
 
 
 
 
現
 
 
 
 
 
 
金

3
,
3
4
4
 

 
 
 
 
 
 
普
通
 
 
預
金

4
1
,
6
0
8
,
7
9
1
 

 
 
 
 
 
 
 
 
静
岡
銀
行
　
草
薙
支
店
　
0
9
3
4
1
0
6

(
1
1
,
8
0
7
,
2
7
6
)

 
 
 
 
 
 
 
 
郵
便
局
　
二
三
八
　
5
6
3
7
7
8
2

(
7
4
4
,
4
0
2
)

 
 
 
 
 
 
 
 
清
水
銀
行
　
美
術
館
前
　
2
1
9
2
4
2
9

(
6
1
7
,
1
8
4
)

 
 
 
 
 
 
 
 
郵
便
振
替
口
座

(
4
0
0
,
0
0
1
)

 
 
 
 
 
 
 
 
静
岡
銀
行
　
無
利
息
型
　
0
9
6
3
3
1
6

(
2
6
,
7
8
0
,
5
4
0
)

 
 
 
 
 
 
 
 
住
信
S
B
I
ネ
ッ
ト
銀
行

(
1
,
2
5
9
,
3
8
8
)

 
 
 
 
 
 
 
 
現
金
・
預
金
 
計

4
1
,
6
1
2
,
1
3
5
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
流
動
資
産
合
計

4
1
,
6
1
2
,
1
3
5
 

 
 
【
固
定
資
産
】

 
 
 
 
（
投
資
そ
の
他
の
資
産
）

 
 
 
 
 
 
関
係
会
社
株
式

8
,
0
0
0
,
0
0
0
 

 
 
 
 
 
 
 
 
投
資
そ
の
他
の
資
産
 
 
計

8
,
0
0
0
,
0
0
0
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
固
定
資
産
合
計

8
,
0
0
0
,
0
0
0
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資
産
合
計

4
9
,
6
1
2
,
1
3
5
 

 
 
【
流
動
負
債
】

 
 
 
 
未
 
 
払
 
 
金

2
1
1
,
7
7
1
 

 
 
 
 
預
 
 
り
 
 
金

1
1
,
1
2
7
 

 
 
 
 
未
払
法
人
税
等

7
1
,
0
0
0
 

 
 
 
 
 
 
流
動
負
債
合
計

2
9
3
,
8
9
8
 

 
 
 
 
 
 
 
 
負
債
合
計

2
9
3
,
8
9
8
 

 
 
 
 
 
 
 
 
正
味
財
産

4
9
,
3
1
8
,
2
3
7
 

《
資
産
の
部
》

《
負
債
の
部
》

一
般

社
団

法
人

　
静

薬
学

友
会

財財
　　

産産
　　

目目
　　

録録
[
税

込
]
（

単
位

：
円

）

令
和

7
年

 
3
月

3
1
日

 
現

在
全

事
業

所
一
般
会
計

近
藤
基
金

災
害
支
援
基
金

総
合
計

ⅠⅠ
一一

般般
正正

味味
財財

産産
増増

減減
のの

部部
【

経
常

収
益

】
 
 
【

受
取

会
費

】
 
 
 
 
正

会
員

受
取

会
費

4
,
1
3
0
,
0
0
0

4
,
1
3
0
,
0
0
0

 
 
 
 
受

取
入

会
金

5
,
4
4
0
,
0
0
0

5
,
4
4
0
,
0
0
0

 
 
【

受
取

寄
付

金
】

 
 
 
 
受

取
寄

付
金

5
0
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

 
 
 
 
指

定
正

味
財

産
振

替
収

入
2
0
,
4
4
0

2
0
,
4
4
0

 
 
【

そ
の

他
収

益
】

 
 
 
 
受

取
 
 
利

息
6
,
1
0
5

6
,
1
0
5

 
 
 
 
雑

 
 
収

 
 
益

3
5
,
0
0
0

3
5
,
0
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
経

常
収

益
 
 
計

9
,
6
6
1
,
1
0
5

0
2
0
,
4
4
0

9
,
6
8
1
,
5
4
5

【
経

常
費

用
】

 
 
【

事
業

費
】

 
 
 
 
 
 
広

報
名

簿
事

業
費

5
9
0
,
9
0
0

5
9
0
,
9
0
0

 
 
 
 
 
 
会

報
発

行
費

2
,
1
9
3
,
4
3
1

2
,
1
9
3
,
4
3
1

 
 
 
 
 
 
退

官
記

念
事

業
費

2
0
0
,
5
5
0

2
0
0
,
5
5
0

 
 
 
 
 
 
大

学
行

事
援

助
費

1
8
5
,
0
8
0

1
8
5
,
0
8
0

　
　

　
生

涯
学

習
費

2
3
4
,
1
8
3

2
3
4
,
1
8
3

 
 
 
 
 
 
就

職
説

明
会

参
加

費
0

0
 
 
 
 
 
 
慶

弔
費

0
0

 
 
 
 
 
 
渉

外
費

7
8
,
1
4
0

7
8
,
1
4
0

 
 
 
 
 
 
会

員
支

援
活

動
費

7
5
1
,
5
5
5

7
5
1
,
5
5
5

 
 
 
 
 
 
支

払
寄

付
金

1
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事

業
費

 
 
計

4
,
2
4
3
,
8
3
9

0
2
0
,
0
0
0

4
,
2
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石川 智久 教授（薬理学分野）
伊藤 邦彦 教授（臨床薬効解析学分野）

　静岡県立大学薬学部 石川 智久 先生、伊藤 邦彦 先生（五十音順）は、令和８年３月末を
もちまして、御定年退職の節目を迎えられることになりました。
　つきましては、下記の通り、最終講義を行いますので、ご案内申し上げます。
　多くの皆様のご参加をお持ちしております。
　詳細は、静岡県立大学薬学部ホームページ（http://w3pharm.u-shizuoka-ken.ac.jp/）にて
お知らせいたします。

◆ 最  終  講  義　 日時　令和８年２月21日（土）午後
　　　　　　　　　場所　静岡県立大学　草薙キャンパス

◆ パ ー テ ィ ー　 最終講義後　静岡県立大学　草薙キャンパス　学生ホールにて

◆ 主　　　　催　 薬学部教授定年退職記念祝賀会事務局
　　　　　　　　　発起人代表　薬学部長　吉成 浩一

◆ お問い合わせ　 静岡県立大学薬学部　薬理学分野　山口 桃生
　　　　　　　　　TEL：054-264-5693、Eメール：yamamomo@u-shizuoka-ken.ac.jp

　　　　　　　　　静岡県立大学薬学部　臨床薬効解析学分野　杉山 恭平
　　　　　　　　　TEL：054-264-5675、Eメール：k.sugiyama@u-shizuoka-ken.ac.jp

最終講義のご案内
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静薬学友会および関西地区同窓会共同主催
「懇親とネットワーキングの集い－2026大阪－」のご案内

　静薬学友会および関西地区では、来年春に大阪で開催される日本薬学会第146年会の最終

日に合わせて懇親会を企画いたしました。

　このイベントにつきましては、2024年の日本薬学会第144年会の最終日に合わせて開催し

た「懇親とネットワーキングの集い＠横浜」が盛会であったことから、今回も薬学会に参

加される会員、さらには関西地区在住の会員の皆様の交流の場としてご活用いただきたく、

ご案内する次第です。

　新旧の先生方にもお声がけしていますので、同級生、先輩後輩とお誘い合わせの上、ご

都合のつく方は、奮ってご参加ください。

「懇親とネットワーキングの集い－2026大阪－」

日　時：2026年3月29日（日） 15時～17時30分
場　所：新大阪ワシントンホテルプラザ　2階

　大阪市淀川区西中島5-5-15
　JR新大阪駅1階正面口から徒歩約5分

対　象：静岡薬科大学・静岡県立大学薬学部の同窓生
大学生・大学院生および現役教員・元教員

会　費：5,000円（大学生・大学院生に限り2,000円）
　　　　※当日受付で頂戴します。

申込：左記のQRコード※からお申し込みください。
　　　☆「懇親とネットワーキングの集い－2026大阪－」

　　　最終締切は 2026年2月13日（金）予定です。

問合せ先：一般社団法人静薬学友会
e-ma i l：shizuyak@u-shizuoka-ken.ac.jp

静薬学友会ＨＰ
懇親とネットワーキングの集い

－2026大阪－
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静岡県地区同窓会開催のお知らせ
　第２回静薬学友会静岡県地区同窓会を下記のとおり開催いたします。
　つきましてはご多用の折とは存じますが、万障お繰り合わせの上、何卒ご出席賜ります
ようお願い申し上げます。

○開催日　　令和８年２月１日（日）

○総会・研修会
・場　　所　レイアップ御幸町ビル　５階５Ｄ（静岡駅北口より徒歩３分）
　　　　　　　〒420-0857 静岡市葵区御幸町11-8　TEL 054-269-5070

〈総　会〉　14:00～14:30
・事業報告、決算報告（令和６年度・７年度）
・事業計画、収支予算、役員選任、幹事承認（令和８年度・９年度）
・（一社）静薬学友会　代議員静岡県地区候補者推薦（令和８年度～11年度）
・その他

〈研修会〉　14:30～16:00
・静薬学友会の活動の現状（仮題）
　一般社団法人静薬学友会　会長　安倍道治 先生（昭和46年卒）
・薬学部の現状と未来について（仮題）
　静岡県立大学　学長　今井康之 先生

○懇親会　16:00～18:00
・場　　所：ホテルアソシア静岡（静岡駅北口より徒歩１分）
　　　　　　　〒420-0851 静岡市葵区黒金町56番地　TEL 054-254-4141
・懇親会費：6,000円（当日受付にて承ります。）

○申込み
・�御出席の方は、静薬学友会ホームページに掲載した参加申込フォー

ムまたは右記QRコードより１月21日（水）までにお申し込みくだ
さい。

・静薬学友会ホームページ　　https://shizuyaku.jp/

静岡県地区同窓会代表　岡 野 幸 次

お問い合わせ
一般社団法人静薬学友会
〒422-8526 静岡県静岡市駿河区谷田52-1
E-mail：shizuyak@u-shizuoka-ken.ac.jp
URL：http://shizuyaku.jp
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中国地区同窓会総会・講演会2025
オンライン開催のお知らせ

　静薬学友会中国支部会員は、広範な地域に在住されていますので、支部総会を対面で開催しよ
うとしても、少ない場合には数名のご参加にとどまっております。実際にお会いして対面でお話
ができる機会も重要ではありますが、少しでも多くの会員の皆様にご参加いただくことを期待し
て、今回はオンラインでの開催を以下のように企画しました。
　会員の皆様、是非ともご参加くださいますようお願い申し上げます。

１．日　　時：　2025年12月14日（日）　13:00－14:10（予定）

２．方　　法：　Zoomによるオンライン開催

３．対　　象：　中国地方在住の静岡薬科大学・静岡県立大学の卒業生・修了生・旧教職員
　　　　　　　　および関係者

４．支部総会
　　・静薬学友会 安倍道治会長　同窓会の現況
　　・支部活動について中国支部　池田 潔、波多野 力

５．講演会（薬剤師研修センター認定単位の配付はございません）
　　・高橋千恵子先生（（有）わかくさ調剤薬局代表取締役・静岡県立大学臨床教授）
　　　　「これからの薬剤師に期待されること」
　　・尾上誠良先生（静岡県立大学薬学部 薬剤学分野教授）
　　　　「薬剤科学のチカラ：基礎・臨床融合によるモノづくりを目指して」

【申込締切】
　11月30日（日）　�参加ご希望の方は、静薬学友会ホームページに掲載した参加申込フォームより

お申し込みください。
☆静薬学友会ホームページ　https://shizuyaku.jp/
中国地区同窓会総会・講演会2025オンライン開催� 参加申込はこちら →

【連 絡 先】
中国地区同窓会代表　波多野 力（E-mail:tsutomuhatano2025@gmail.com）

� 一般社団法人静薬学友会
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静岡薬科大学 昭和46年卒 同期会開催のお知らせ
　皆様におかれましては、ご健勝にてお過ごしのこととお慶び申し上げます。

　さて、コロナ禍により延期となっていました同窓会を下記の通り、開催することに致し

ました。早いもので卒業後半世紀が過ぎ、多くの方は今年、喜寿を迎えられることと思い

ます。

　また、今年は、昭和に換算しますと百年という節目の年にもなります。

　この機会に同期生が集まり、旧交を温める良い集いとしたいと考えていますので、奮っ

てご参加ください。

記

１　日　　時：令和７年11月６日（木）　15:00～18:00（受付開始：14:30～）

２　会　　場：ホテルグランヒルズ静岡（静岡駅南口より徒歩１分）

　　　　　　　〒422-8575 静岡県静岡市駿河区南町18-1　TEL 050-3185-7809

　　　　　　　https://grandhillsshizuoka.jp/

３　会　　費：12,000円　予定（当日現金でお願いします。）

４　出欠連絡：幹事より開催案内をはがきでお送りします。

◇幹　事　　木苗惠子、久保田美恵子、山田静雄（以上、静岡在住）、安倍道治、桶川 修
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静岡薬科大学 昭和55年4月入学生 及び
�昭和59年3月卒業生 同級会開催のお知らせ

　静岡薬科大学に入学してから早くも45年が経過いたしました。

　このたび、その記念すべき節目として、下記のとおり同級会を開催することとなりまし

た。学生時代の思い出を共有し、懐かしい仲間たちとの再会を楽しみにしている次第です。

　皆さまお忙しいことと思いますが、ぜひ御参加いただき、素晴らしいひとときを共に過

ごせれば幸いです。

　幹事一同、皆さまの御参加を心よりお待ちしております。

記

１　日　　時:令和７年11月29日（土）　17:00～20:00（受付：16:30～）

２　会　　場:ホテルアソシア静岡（静岡駅北口より徒歩１分）

　　　　　　　〒420-0851 静岡県静岡市葵区黒金町56番地　TEL 054-254-4141

３　会　　費:10,000円（当日現金でお願いします。）

４　出欠連絡:�下記、参加申込フォームに、参加不参加に関わらずご記入をお願いします。

　　　　　　　令和７年11月22日（土）までにご回答ください。

https://forms.gle/1ujoqQRp1SMycX4n8

５　そ の 他:宿泊希望の方は各自ご予約ください。

◇幹　　事　　田中（喜）（全体）

　　　　　　　栗原（Ａクラス）　深澤（Ｂクラス）

　　　　　　　井上（Ｃクラス）　梅原（Ｄクラス）
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静岡県立大学薬学部 1995年3月卒業生
卒後30年記念同窓会　開催のお知らせ

　皆様、お変わりなくお過ごしでしょうか。
　さて、私たちが静岡県立大学薬学部を卒業してから、早いもので30年の月日が流れました。
　この記念すべき節目に、旧友が集い、思い出話に花を咲かせ、親睦を深める「卒後30年記念同
窓会」を下記の通り開催することになりました。
　学舎を巣立ち、それぞれの道を歩んできた30年間。
　コロナ禍を経て、社会情勢も大きく変化する中で、皆様お一人おひとりが様々な経験をされ、
今を築いてこられたことと思います。
　多忙な日々をお過ごしのことと存じますが、この機会にぜひご出席いただき、当時の思い出を
語り合い、懐かしい顔ぶれと再会できることを心より楽しみにしております。
　ご多忙の折とは存じますが、何卒ご出席賜りますようお願い申し上げます。

記

１　日　　時：　2025年11月29日（土）　17時45分開場　18時開宴

２　会　　場：　クーポール会館
静岡県静岡市葵区紺屋町2-2

（静岡駅北口より約5分　紺屋町地下街K7出口すぐ）
https://coupole-shizuoka.jp/

３　会　　費：　8,000円（事前集金を予定・別途集金方法をご案内します）

４　申込締切：　2025年10月31日（一次締切）
下記URL又は右のQRコードからお申し込みください。
※残念ながらご欠席されます方も、
　是非ご回答とメッセージをいただけますと幸いです。

https://forms.gle/QvwnPWH4E4qjuUdp8

５　宿　　泊：　宿泊希望の方は各自ご予約ください。

６　そ の 他：　LINEオープンチャットにて本会情報を掲示しています。
LINEを使用されている同窓生は是非アクセスしてください。
なお、初めて参加する時には、ニックネームを
「名字（旧姓）＋名前」に変更してください。
また、卒業年と所属研究室名を書いていただいております。

https://x.gd/5hVSMm

◇幹　事　　志村将彦、曽根啓紀、永井（塩川）健一、永井真由美、中島重紀、山本（堀内）香苗、
　　　　　　渡邉（塚本）啓子、渡邉 学
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上
げ
ま
す
。

池
本
　
長
司
　
様
（
昭
和
五
十
四
年
卒
）
令
和
六
年
六
月
二
十
二
日
　
　
逝
去

金
森
　
久
幸
　
様
（
昭
和
四
十
八
年
卒
）
令
和
六
年
八
月
八
日
　
　
　
　
逝
去

永
野
　
隆
夫
　
様
（
昭
和
四
十
年
卒
）
　
令
和
六
年
十
二
月
二
十
四
日
　
逝
去

藤
井
　
尚
子
　
様
（
昭
和
四
十
年
卒
）
　
令
和
七
年
三
月
二
十
六
日
　
　
逝
去

山
本
　
敏
博
　
様
（
昭
和
四
十
二
年
卒
）
令
和
七
年
四
月
十
四
日
　
　
　
逝
去

山
下
　
和
夫
　
様
（
昭
和
五
十
六
年
卒
）
令
和
七
年
五
月
十
三
日
　
　
　
逝
去

　

本
号
の
編
集
後
記
は
、
平
成
14
年
卒
の
米
澤
正
が
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
昨
年
度
、
静
岡
薬
学
友
会
の
理
事
に
就
任
し
、

学
友
会
報
の
編
集
委
員
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
慣
れ
な

い
業
務
に
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
が
、
無
事
に
皆
様
の
お
手
元
に
こ

の
会
報
を
お
届
け
で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
特
集
は
「
薬
学
×
〇
〇
」
と
題
し
、
薬
学
分

野
の
広
が
り
に
つ
い
て
、
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
を
歩
む
同
窓
生
の
皆

様
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
集
記
事
を
読
み
進
め
る
に
つ
れ
て
、
薬
学
が
単
一
の

専
門
分
野
に
留
ま
ら
ず
、
多
岐
に
わ
た
る
領
域
と
結
び
つ
き
、
新
た
な
価
値
を
創
造
し
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ア
、
企
業
、
行
政
、
そ
し
て
海
外
の
医
療

現
場
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
貴
重
な
ご
経
験
や
知
見
は
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
る

学
生
た
ち
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
卒
業
生
に
と
っ
て
も
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
や
薬
学
の
役

割
を
再
考
す
る
上
で
大
き
な
ヒ
ン
ト
と
な
る
で
し
ょ
う
。
昨
今
話
題
に
な
る
こ
と
が
多
い

Ａ
Ｉ
技
術
が
行
政
に
お
い
て
広
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
、
学
生
時
代
私
が
所
属
し
た
ラ
グ
ビ
ー
部
の
先
輩
に
も
ご
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
学
生
時
代
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
た
日
々

が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
当
時
、
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
て
培
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や

問
題
解
決
能
力
は
、
形
を
変
え
な
が
ら
も
今
の
仕
事
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
私
も
実
感
し

て
い
ま
す
。
薬
学
と
い
う
専
門
性
に
加
え
て
、
部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
で
培
わ
れ
る
人

間
性
や
経
験
も
、
キ
ャ
リ
ア
を
豊
か
に
す
る
重
要
な
要
素
で
す
。
現
在
も
Ｏ
Ｂ
会
と
称
し

て
顧
問
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
大
石
哲
夫
教
授
（
平
成
27
年
３
月
ご
退
官
）
を
中
心
に
年
一

で
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
各
界
に
お
け
る
仲
間
の
活
躍
を
見
聞
き
す
る
こ
と
は
こ
の
上
な

い
刺
激
を
私
に
与
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
数
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動
が
中
心
と
な
り
、
直
接
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
大
幅
に
減
少
し
ま

し
た
。
対
面
で
の
行
事
が
徐
々
に
復
活
し
、
最
近
で
は
ほ
ぼ
以
前
と
同
じ
よ
う
に
戻
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
人
と
人
と
の
繋
が
り
の
貴
重
さ
を
改
め
て
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
タ

イ
ミ
ン
グ
で
携
わ
っ
た
こ
の
会
報
が
、
物
理
的
な
距
離
を
超
え
、
同
窓
生
同
士
の
絆
を
再

確
認
し
、
情
報
や
経
験
を
分
か
ち
合
う
場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
学
友
会
員
あ

る
い
は
現
役
教
員
・
学
生
と
の
交
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
稿
で
ご
案
内
し
て
い
る
「
懇

親
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
集
い
‒
２
０
２
６
大
阪
‒
」
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
皆

様
と
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
号
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
皆
様
、
そ
し
て
会
報
発
行
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
同
窓
生
の
皆
様
に
と
っ
て

有
益
で
魅
力
的
な
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
編
集
委
員
一
同
、
精
一
杯
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

次
号
の
会
報
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
や
、
ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

�

会
報
編
集
委
員　

米
澤　

正
（
平
成
14
年
卒
）

ご
寄
付
の
ご
報
告

　

薬
大
一
期
生
（
代
表 

須
崎
守
康
様
）
太
田
斐
子
様
を
通
し
て
ご
寄
付　

五
万
円

　

今
井
康
之
様
（
静
岡
県
立
大
学
学
長
）
よ
り
ご
寄
付　

一
万
円

　

ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会
報
担
当

　
　
委
員
長
　
佐
藤
　
秀
行
（
平
成
20
年
卒
　
理
事
　
薬
学
部 

薬
剤
学
分
野
）

　
　
委
　
員
　
浅
井
　
知
浩
（
平
成
9
年
卒
　
理
事
　
薬
学
部 

医
薬
生
命
化
学
分
野
）

　
　
委
　
員
　
伊
藤
　
由
彦
（
平
成
14
年
卒
　
理
事
　
薬
学
部 

薬
食
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
）

　
　
委
　
員
　
内
田
　
信
也
（
平
成
5
年
卒
　
理
事
　
薬
学
部 

実
践
薬
学
分
野
）

　
　
委
　
員
　
賀
川
　
義
之
（
昭
和
58
年
卒
　
顧
問
　
静
岡
県
立
大
学
副
学
長
）

　
　
委
　
員
　
米
澤
　
　
正
（
平
成
14
年
卒
　
理
事
　
薬
学
部 

医
薬
生
命
化
学
分
野
）

　
　
委
　
員
　
大
木
　
明
代
（
昭
和
62
年
卒
　
理
事
）

　
　
委
　
員
　
安
倍
　
道
治
（
昭
和
46
年
卒
　
代
表
理
事
・
会
長
）

編 集
後 記
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昨年度より振込⽤紙の同封ができなくなりました。学友会 web サイトからのクレジ
ットカード決済をお願いいたします。また、１１⽉末⽇時点で未納⼊の⽅に、従来通
りの振込⽤紙を郵送させていただきます。是⾮、クレジットカードでの会費納⼊をお願
いいたします。 
 
 

⼀般社団法⼈静薬学友会の運営は皆様の貴重な年会費で賄っております。具体的には、静岡県⽴⼤
学薬学部の教育研究に対する⽀援事業、会員の住所管理や HP の運営、⽣涯研修の実施、会報発⾏、
地区同窓会活動への⽀援など、多岐にわたる同窓会活動に使⽤させていただいております。しかしながら、
近年納⼊率が 20％台にとどまっており、法⼈といたしましては今後⼀層事業の拡⼤を図るためにも、皆様の
さらなるご理解とご協⼒をお願いする次第です。本部としましては、毎年の納付⼿続きが不要な１０年会
費や終⾝会費の納⼊をお勧めいたします。また、寄付⾦(⼀般)につきましても、⾦額の多少にかかわらず、
謹んでお受けいたしますので、ご意志のある⽅は静薬学友会事務局までご連絡下さい。 
（問い合わせ先 静薬学友会 事務局  電話 054‐265‐8763、Ｅメール  shizuyak@u‐shizuoka‐ken.ac.jp） 
 
 
【会費の納⼊⽅法】  
1. クレジットカード決済 

静薬学友会ホームページ（http://shizuyaku.jp）の「マイページ」（会費⽀払・各種お申込み）から納⼊していた
だけます。 
 

2. 郵便局から振込⽤紙を利⽤して納⼊ 
振込⽤紙（別途郵送）にて、郵便局窓⼝および郵便ＡＴＭから納⼊していただけます。 
※10 年会費および終⾝会費は、振込⾦額を⼆重線で訂正することにより郵便局窓⼝にて納⼊していただけます。 
 

3. コンビニエンスストアから振込⽤紙を利⽤して納⼊（納⼊期限 令和 8 年 3 ⽉ 31 ⽇） 
振込⽤紙（別途郵送）にて、コンビニエンスストアから年会費を納⼊していただけます。 
 

4. モバイル決済（納⼊期限 令和 8 年 3 ⽉ 31 ⽇） 
振込⽤紙（別途郵送）に印字されたバーコードおよびＱＲコードにて、年会費を納⼊していただけます。 
   

 
 

会費の種類 
年会費 

（2,000 円） 
10 年会費 

（20,000 円） 
終⾝会費 

（50,000 円） 
納 
⼊ 
⽅ 
法 

１．クレジットカード決済 〇  〇    〇  
２．郵便局 〇  〇  〇  
３．コンビニエンスストア 〇  ×  ×  
４．モバイル決済 〇  ×  ×  

正会員の皆様へ 会費納⼊のお願い 



上原 星輝⼦（10年会費） 川上  まどか 中村  貴佳
⽴松 蓮（10年会費） 吉川  智貴 中⼭  雄太郎
宮城 壮裕（10年会費） 串原  忠 鍋倉  結⾐
⻘⽊  駿典 ⼩寺 聡史朗 成道  豊
⻘⽊  義光 ⼩林  彩⾳ ⻄⼭  由真
秋⽥  直杜 ⼩林  和磨 新⽥  千織
安達  ⼤貴 ⼩松  南⾳ ⽻川  菜摘
阿部  雅也 ⼩⼭  和 籏  祥太
阿部  湧介 沙  沛瀚 服部  希海
天野  晴貴 齋藤  海⽃ 原川  ゆう
新井  駿 坂野  桜⼦ 平⽥  昂嗣
新船  怜 佐藤  彩乃 廣川 遼
飯岡 真吾 佐藤  慶次朗 深澤 花菜
池内  由紀乃 佐藤  理絵 福満 早紀
⽣駒  和希 佐野  淳哉 藤井  萌功
稲井  恭⼦ 篠原  佑奈 藤本 清紘
井上 美穂 柴⽥  悠奈 細島  ⼤輝
今村  美優菜 神保  陽菜 前⽥  良規
⾊川  雄⼤ 鈴⽊  彩⾳ 牧⽥  すずか
岩瀬  千晴 鈴⽊  海⽻ 増⽥  歩野
岩⽥  奈々 須藤  優⾹ 増⽥  ⾼志
岩鶴  果奈 炭本  凌我 増本  紘輝
内⽥ 勝太郎 園部  桂也 松尾 佳倭
⼤久保 直耕 ⾼取  時彦 松本  歩
⼤瀧  晃⼀ 髙橋  寧⾳ 眞鍋  智弘
⼤野 研 ⾼橋  秀友 宮⽊  梨沙
岡部  磨幸 ⽥島 和明 武藤  花奈
岡村  悠真 ⽥中 和洋 村瀬  啓輔
尾熊 貴之 ⾕井  勇⽃ 村⽥  祐介
⼩尾  淳貴 ⼟⽥  悠貴 ⼭岸 亮平
⽚⼭  智徳 寺嶋  七海 ⼭﨑  颯⽃
加藤  光貴 冨⽥  佑太郎 湯本  ⿓治
狩野  泰⽃ 富⽥  裕也 若林  佳輝
加納  ももこ 中林  千華 渡邉  翠
河合 佑⾥⾹ 中村  聡汰 渡辺  雄太

ごご卒卒業業おおめめででととううごござざいいまますす
令令和和66年年度度卒卒業業⽣⽣会会費費納納⼊⼊者者⼀⼀覧覧（（敬敬称称略略））

※卒業⽣の皆様に頂いた会費は、令和7年度の会費に充当させていただきます。



 狩野 孝裕 
 櫻井 七海 
終身 関野 智行 
終身 沼子 将大 
平成 31（2019）年卒  
 市川 守 
 江間 千裕 
 大岡 央 
終身 梶 萌 
 近藤 里香 
 酒徳 航平 
 佐々木 孝彰 
 谷 和雅 
終身 平井 奈々 
10 年 宮城 壮裕 
令和２（2020）年卒  
 尾形 勇二 
 折笠 文哉 
 木村 爵 
（博士） 倉嶋 誉 
 進藤 大地 
終身 芹澤 環 
 田村 公太郎 
 知念 荘利 
終身 中川 篤毅 
終身 中村 拓哉 
 中村 洸友 
 西村 拓馬 
（博士） 平澤 亙 
 松下 拓磨 
終身 森 結季子 
令和 3（2021）年卒  
 石川 雄 
10 年 上原 星輝子 
終身 菊池 理保子 
 日下 敦貴 
 小原 遼真 
 高瀬 太一 
終身 待寺 りさ子 
 丸橋 春日 
令和 4（2022）年卒  
終身（博士）荒木 利博 
 五十嵐 千乃 
 井上 侑樹 
 内田 雅哉 
 岡本 卓巳 
 長内 楓 
 兼房 千尋 
 木野 秀亮 
 小林 直央 
 崎元 耕祐 
 佐々木 貴章 
 杉原 萌奈未 
 説田 紘子 
 髙橋 柚子 
 田中 惇 
 塚本 文汰 
 中尾 初音 
 永岡 菜 
終身 中村 優佑 

 萩原 佑哉 
 長谷川 椋司 
 原口 卓巳 
 原田 隼輔 
 日比 千尋 
 平田 真也 
 増井 一樹 
 松林 志歩 
10 年（博士）森谷 樹 
 山田 悟子 
（博士） 横山 英明 
 渡邉 慧 
令和 5（2023）年卒  
 青木 耀平 
 青島 桜子 
 内上 聖奈 
 大村 奈央 
 片桐 宇大 
 狩野 蘭 
 坂井 瑞希 
 高井 秀通 

 竹内 颯 
 西島 佑香 
 山下  晶朱 
令和 6（2024）年卒  
（修士） 青木 謙汰 
 青木 荘賢 
 浅川 真与 
 荒井 唯花 
 飯塚 千晶 
 生川 誉紹 
 石塚 碧 
 石間 彩花 
 伊藤 夕 
 岩下 賢士郎 
 岩清水 苑夏 
 岩野 柚奈 
 楳野 幸人 
 浦島 瑞希 
（修士） 尾内 杏優 
終身 太田 和希 
 大塚 瑞穂 
 大友 夏歩 
 大橋 葵 
 岡﨑 菫 
 小笠原 由佳 
 岡田 真由子 
終身 皆藤 駿之介 
 影山 依央 
 加地 憲武 
 鎌子 大輔 
 木村 翔太 
 久野 絢菜 
終身 小菅 友大 
 小長谷 皇文 
 小林 紗也 
 酒井 汰知 
 佐藤 克生 
終身（博士）佐藤 拓海 
 柴田 涼吾 
 菅 祐生 
終身 菅原 彩加 
 杉山 凜 
 鈴木 詞也 
 須磨 佳史 
 高橋 沙也加 
 武田 尚久 
 田城 真帆 
 田中 雄也 
 田邉 祥太 
 塚部 凌輔 
 殿岡 邦香 
 永井 拓実 
 中嶌 直樹 
 永田 淳 
 長田 千尋 
 中野 正也 
 中村 俊太 
（修士） 中村 竜之介 
 野間口 財 
 馬場 遼之介 
 林 寧月 
 平子 裕太 
 福田 彩水 
 星野 尚也 
 細江 奈央 
 蒔田 篤則 
 松下 愛実 
 松下 僚成 
 真野 結奈 
 水野 葵 
 宮嵜 拓海 
 茂木 飛佑馬 
 望月 友菜 
 森岡 希保 
 森島 安美 
 森野 純鈴 
 薮内 雅人 
 矢部 大貴 
 山下 ほのか 
 山根 早紀子 
 山本 高大 

 山本 みずほ 
 吉田 圭輝 
（修士） LUU HONG QUY 
 渡辺 あゆみ 



 阿出川 滋 
 池田 雅彦 
10 年 伊藤 治美 
10 年 太田 昭二 
終身 長内 尚子 
 加藤 道子 
 黒木 由香 
終身 坂部 倫男 
 清水 千賀子 
終身 清水 宣秀 
終身 砂川 京子 
 高橋 寿 
10 年 長尾 智子 
 凪 貴史 
 平野 千恵 
 平野 智子 
 松崎 雅英 
10 年 宮崎 多恵 
 本山 千津代 
 渡辺 重行 
昭和 61（1986）年卒  
 阿出川 佳枝 
 石橋 健治 
 伊藤 壽浩 
終身 枝野 敏行 
 大久保 祐子 
 尾花 克志 
 久保 浩之 
10 年 小林 淳一 
 田内 義彦 
 中野 浩美 
終身 野崎 洋子 
 原田 晴司 
 前田 徹 
 牧野 尚美 
 三浦 嘉美 
 宮嶋 啓介 
昭和 62（1987）年卒  
 青山 さよ子 
 岩田 尚美 
終身 枝野 恵子 
終身 大木 明代 
 金子 孝司 
 川口 慶子 
 北村 英子 
 木村 正伸 
終身 児玉 直美 
 小林 俊子 
 高田 真人 
10 年 原田 喜充 
 堀田 浩司 
 松田 正樹 
 三宅 秀 
 明神 昌代 
 森本 生衣 
昭和 63（1988）年卒  
 井上 千佳恵 
10 年 伊吹 裕子 
10 年 大城 雅章 
 小澤 久仁子 
10 年 影山 牧生 
 笠毛 浩彦 
10 年 神谷 京子 
終身 川瀬 一朗 
終身 川瀬 直子 
 櫻井 和子 
 中村 龍太 
終身 福山 和恵 
 藤本 司 
終身 堀田 博美 
 牧草 由紀夫 
平成元（1989）年卒  
 安藤 一郎 
 石綿 紀久 
10 年 今津 佳子 
（修士） 岩本 憲人 
 大田 直樹 
 数森 清康 
 金井 好人 
10 年 栗村 宗明 
（修士） 小西 伸一郎 

10 年 佐々木 史歩 
 多田 義孝 
 土井 亜紀子 
 土井 久寿 
 兵庫 淳志 
10 年 松浦 大輔 
 松原 久雄 
10 年 三矢 真紀 
（修士） 山澤 徳志子 
平成 2（1990）年卒  
 伊野 充洋 
終身 岡田 美和 
 小田 雄司 
 川端 寛樹 
 川端 亮子 
 久保 美恵 
 窪田 実恵 
 小池 千恵子 
 小島 房子 
 榊原 利恵 
 佐藤 哲 
 下尾 貴宏 
 竹内 時世 
10 年 田中 真寿美 
（修士） 根田 満 
 平野 晃子 
 堀内 貴 
 堀内 伸子 
 松田 通明 
 松丸 直美 
 望月 正栄 
 森田 芳樹 
平成 3（1991）年卒  
 岩田 直子 
10 年 海野 吉美 
 加藤 ひかり 
 川嶋 実 
終身 下澤 浩美 
終身 鈴木 由美子 
 園田 祥司 
 園田 寿寿 
 多田 明弘 
 玉野 春南 
 長野 敬 
 長野 有美子 
終身 日比 貴子 
（修士） 福原 正博 
 松木 いつ子 
 山崎 晃 
 吉田 博之 
終身 渡邉 哲史 
平成 4（1992）年卒  
 池田 美保 
 岩崎 綾乃 
 大川 知子 
 大月 昭子 
10 年 尾形 和美 
 尾形 有規 
終身 岡本 典子 
10 年 川口 香苗子 
10 年 川口 健次 
終身 河村 美保花 
 喜好 昭彦 
 小林 雅人 
 小代田 宗一 
 鈴木 啓子 
終身 鈴木 太嘉栄 
 鈴木 登紀子 
 住井 直美 
 竹入 章 
 谷本 倫子 
終身 築本 美喜子 
（修士） 長澤 晋吾 
終身 中村 和重 
 福原 実 
終身 藤本 勝博 
10 年 室伏 由紀 
終身 望月 由木子 
平成 5（1993）年卒  
 安部 紳一 
10 年 阿部 庸江 

終身 磯部 雄司 
 岩佐 剛 
 植田 喜一郎 
 上埜 勝 
終身 内田 信也 
 大道 克裕 
 小澤 紀子 
 影山 知子 
 加藤 達久 
10 年 佐藤 泰士 
終身 神野 文宏 
（修士） 杉本 憲昭 
 武田 和典 
 中井 慎一郎 
 中村 光博 
 中村 理子 
終身 名和 秀起 
 西村 慎也 
 本多 達也 
平成 6（1994）年卒  
終身 飯田 海保 
 池谷 祐児 
 大城 まゆみ 
 高井 奈美 
終身 富永 民雄 
 仲地 剛 
 西島 秀明 
 橋本 朗子 
 深澤 陽子 
 宮田 信吾 
終身 山中 章弘 
平成 7（1995）年卒  
 青 太己子 
 内田 恵 
 大木 健史 
終身 梶山 史康 
終身 川口 典子 
 川崎 由紀 
終身 木村 冬樹 
 小西 宏治 
 小宮 直美 
 鈴木 麻由美 
終身 高橋 延空 
 茅野 大介 
 中川 美乃里 
終身 滑川 加織 
（修士） 本間 丈士 
 水口 英明 
終身 村尾 英俊 
終身 山本 裕一 
 吉岡 昭保 
 吉田 友子 
終身 渡邉 学 
平成 8（1996）年卒  
10 年 石渡 潮路 
 伊藤 久美子 
 岩山 佳美 
 大塚 朗子 
10 年 大橋 美よし 
終身 川合 真由美 
 楠 かほる 
終身 黒羽子 孝太 
終身 佐久間 文誉 
（博士） 佐藤 岳哉 
終身 塩澤 みさ江 
終身 清水 千晴 

10 年（修士）関本 征史 
 竹村 純子 
 中山 大輔 
終身 丸山 健 
（博士） 三浦 進司 
平成 9（1997）年卒  
 浅井 知浩 
終身 石井 祐香 
 大谷 直美 
 小林 正典 
終身 佐久間 宏行 
終身 佐藤 扶由子 
 関 由希子 
終身 丹治 麻希 
 中田 智雄 

 西澤 有夏 
 山下 和香子 
終身 山本 恵子 

平成 10（1998）年卒  
 熱海 晃子 
終身 大久保 志保 
終身 大澤 美由紀 
10 年 木村 芳子 

 田中 麻衣子 
10 年 出羽 歩美 

 西中 大輔 
終身 野寄 秀明 

終身（修士）林 秀樹 
 堀田 涼子 
10 年 山崎 亮 

平成 11（1999）年卒  
 岡田 有香 
 金子 雪子 
 栗田 拓朗 
 小林 由紀子 
 阪本 絵理子 
 鈴木 洋介 
 高橋 忠伸 
 外山 訓之 
終身 平工 裕子 

 深津 英人 
終身 福田 達也 

 宮澤 真理子 
 村田 周子 
終身 森田 満 

 山崎 直子 
 横田 崇 
平成 12（2000）年卒  
 石川 裕子 
終身 板持 雅恵 
終身 大久保 努 
10 年 影山 文恵 

（修士） 柏木 健司 
 菊池 保正 
終身 関口 祐史 

 高木 貴治 
10 年 瀧 祐介 
 東城 絢子 
終身 長瀬 邦彦 
10 年 中西 美智 
10 年 永吉 翼 
10 年 花井 理恵子 
終身 南 彰 

平成 13（2001）年卒  
 池ケ谷 麻乃 
終身（修士）勝又 孝 
終身 清水 広介 

 田川 真由 
 徳冨 浩二 
 矢田貝 夢香 
 山田 由香 
 吉田 梨沙 
 若尾 晃一 
平成 14（2002）年卒  
10 年 浅川 倫宏 
終身 伊藤 由彦 

 岩本 美保 
終身 川合 大介 

 久保田 陽子 
 笹 靖昇 
 澤根 弘幸 
 長谷部 文春 
 真野 英里子 
 村本 千尋 
終身 米澤 正 

平成 15（2003）年卒  
 伊藤 めぐみ 
 稲垣 芳文 
終身 大西 真央 
10 年 緒方 亜希子 
終身 刀坂 泰史 
終身 清水 直美 
10 年 正野 厚子 
終身 鈴木 寛 
終身 高久 修司 

 中島 聡子 

10 年 中村 ほなみ 
 成瀬 千秋 
 林 豪士 
 原田 俊彦 
終身 堀田 悠樹 
10 年 益岡 尚由 

 吉政 輝保 
平成 16（2004）年卒  
終身 岡崎 浩一 

 奥山 大輔 
終身 小黒 聡史 

 神谷 昌代 
終身 河合 美亜季 

終身（修士）北尾 有樹子 
 城間 盛彦 
終身 瀧 優子 
終身 永吉 旭土 

 三坂 眞元 
平成 17（2005）年卒  
 齊藤 宏樹 
 三省 鈴香 
 高木 友里 
終身 竹内 寛暁 

 平井 啓太 
 平沢 千恵 
10 年 本多 正樹 

 松岡 温名 
 村上 涼子 
10 年 村田 敏拓 

平成 18（2006）年卒  
 相原 淑子 
 石橋 政人 
 井上 直樹 
10 年（修士）上原 裕 
 笠井 智代 
 栗原 孝昌 
 鈴木 一裕 
 田中 聖香 
 千葉 健人 
 土山 智之 
 富田 比菜 
（博士） 林 哲男 
終身 保坂 卓臣 

 茂木 大地 
 鰐渕 清史 
平成 19（2007）年卒  
終身 世戸 孝樹 
10 年 田中 紫茉子 
終身 鶴田 修 
10 年 根建 悠希 

 野嶋 芳紀 
（修士） 福山 知哲 
終身 総崎 克哉 

 横山 匡 
終身 和久田 浩一 

 渡邉 歩 
平成 20（2008）年卒  
終身 天野 祥吾 

 伊藤 達也 
終身（博士）今中 宏真 
終身 内本 武亮 

 遠藤 康平 
 近江 明大 
終身 尾崎 園子 
終身 鎌田 修二 
10 年 佐藤 秀行 

 佐藤 紘彰 
 鈴木 允 
終身 隅田 琴美 

 高倉 惇 
 田野井 隆 
10 年 藤原 理惠 

 村越 真弓 
平成 21（2009）年卒  
終身 岩佐 陽介 

 宇都宮 崇広 
終身 遠藤 良佑 

 近都 正幸 
終身 粂 哲雄 

 紅林 佑希 
終身 椎野 甲斐 

終身 設楽 直秀 
終身 新庄 慧 
終身 中西 勝宏 

 森田 真介 
平成 22（2010）年卒  
（博士） 岩永 篤文 
終身 大内 仁志 
終身 髙田 俊介 

（博士） 野毛 一郎 
終身 野田 誠紀 

平成 23（2011）年卒  
（博士） 川端 洋平 
終身 湖城 吉紀 

（博士） 畑中 順也 
終身 山口 桃生 

終身（修士）横山 智紀 
平成 24（2012）年卒  
終身 内田 淳 

 川岸 佐和子 
 小林 未佳 
終身 坪井 絢香 

終身（修士）豊泉 樹一郎 
終身 長澤 豊 
終身 成島 悠太 
終身 三浦 基靖 
終身 矢吹 晴一郎 

平成 25（2013）年卒  
 荒井 輝久 
 岩永 耕治 
終身 内田 貴啓 
終身 大滝 俊也 

 岡崎 航 
 佐野 弘和 
 高橋 俊策 
終身 竹内 祥人 

 竹下 由布子 
終身 中川 由紀子 
終身 福田 達也 
終身 諸田 有佳 

 渡邉 雄一 
平成 26（2014）年卒  
（博士） 柏倉 康治 
終身 加藤 彩香 
終身 外山 真衣 
終身 坪井 彩香 
終身 成田 雄大 

 若宮 紀子 
平成 27（2015）年卒  
 相澤 優衣 
終身 小山内 崇人 
10 年 佐藤 晶彦 
終身 清水 佑記 

 鈴木 弥生 
 鈴木 祐介 
終身 古谷 恵理 
終身 横田 将史 

平成 28（2016）年卒  
 大野 千尋 
終身 清水 聡史 

 田中 大智 
終身 鶴田 聡志 
終身 丹羽 智紀 
終身 福田 匡貴 

 箕浦 翔 
終身 柳田 洋翼 
終身 山田 友香 

平成 29（2017）年卒  
終身 石上 加菜 

（博士） 岩本 一徳 
 近江 弘規 
 川崎 温子 
終身（博士）北川 護 
 鷺ノ森 拓生 
 鈴木 光路 
 須山 大輔 
終身 曽根 早織 

 林 昌奈 
終身 前田 久美子 
10 年 横井 茉里 

平成 30（2018）年卒  
（博士） 片山 剛 



 田村 りつ子 
 寺田 佳織 
 永野 明美 
 中村 美津夫 
 羽場 昇 
 広瀬 信長 
 堀川 隆道 
 真野 由里子 
10 年 望月 美枝 
 茂籠 英晴 
 柳川 英幸 
終身 矢野 千恵 
昭和 48（1973）年卒  
 安藤 知世 
10 年 伊藤 久男 
 牛川 務 
終身 大井 利夫 
 大橋 洋次 
終身 大村 洋一 
 興津 明男 
 加藤 てい子 
 亀山 直子 
10 年 川原 利春 
終身 北村 正孝 
 絹村 厚幸 
 斉藤 喜孝 
 酒井 博 
 佐合 徳穂 
10 年 佐藤 英二 
 柴田 光子 
 清水 史雄 
 清水 みち子 
 清水 安恵 
 鈴木 信雄 
 鈴木 幸男 
 高井 優 
 多田 文樹 
 田中 豊 
 中川 久司 
 名倉 幸子 
 鍋田 由美子 
 西原 京子 
 橋本 久美子 
 服部 幸男 
 馬場 克行 
 原田 恵子 
 平林 義雄 
 前田 真悟 
 松林 重幸 
 溝口 雅子 
 宮内 泰代 
 若林 景子 
昭和 49（1974）年卒  
 石川 愼一 
 石川 優子 
 石倉 始 
 石原 栄子 
 石原 幸子 
 伊藤 聡 
 宇佐美 ふさ枝 
 宇野 勝次 
 大石 稔 
 小野 ゆみ子 
 北川 俊朗 
 鬼頭 和子 
10 年 河野 洋子 
 駒木 玲子 
 佐藤 重一 
 左中 ナチ子 
 篠田 礼子 
 杉山 清 
 鈴木 晶代 
 鈴木 隆 
 鈴木 達始 
 竹内 和代 
 立松 瑞子 
 仲野 慶子 
 西澤 雅彦 
 西園 憲郎 
終身 新田 正道 
 法月 壽美子 

 服部 久美子 
終身 久江 信雄 

 平川 清 
 深江 志津子 
終身 渕上 賢二郎 

 増田 美保子 
 松島 須美 
終身 三上 栄一 

 宮 三保 
 山田 玲子 
 山西 敏夫 
 山本 豊 
 渡辺 和樹 
 渡辺 ちづ子 
 綿引 喜志郎 
昭和 50（1975）年卒  
 淺場 知惠子 
 安積 昌信 
 網蔵 雄三 
 新井 昌彦 
 石原 弘子 
10 年 井戸 康子 

 伊東 善平 
 稲葉 良生 
 大塩 雪江 
 金森 麗子 
 川口 順子 
 河口 進次 
 川島 順市 
 北内 末子 
 北内 政弘 
10 年 喜納 美枝 

 小出 稔 
 小杉 智子 
 小長井 晴美 
 佐倉 有紀 
 三瓶 由美子 
 白鳥 和子 
（修士） 鈴木 清 
 鈴木 こづえ 
 瀬戸山 亨 
 高井 容子 
 立松 克己 
 中島 雅子 
 仲田 富枝 
10 年 中村 清治 

 西 園栄 
 野口 祐子 
 野中 則孝 
 服部 知恵子 
終身 福田 葉子 

 星野 忠男 
 槇 裕子 
 水野 健雄 
 村越 正典 
終身 望月 雅史 
 脇田 久美子 

昭和 51（1976）年卒  
 赤坂 喜孝 
 安積 宏美 
 井川 悦男 
 石井 康子 
10 年 石原 恵子 

 伊藤 あゆみ 
10 年 今井 公江 

 今井 譲 
終身 海野 けい子 

 小野 公江 
 加藤 珠江 
 神谷 昌子 
 川上 典子 
 川村 喜治 
 北島 裕子 
 玄 寿美 
 小島 克子 
 小平 郁子 
 小林 進 
 五味 和代 
 斎藤 由美子 
 酒井 裕子 
 相良 美企子 

 篠塚 和正 
 清水 明 
 杉山 和美 
 関根 英市 
 芹澤 重男 
 芹澤 房子 
10 年 高橋 千恵子 
 武田 初実 
 田村 敬子 
 近森 由美 
 千葉 和美 
 千葉 直子 
 辻屋 正弘 
10 年 内藤 睦子 
 中尾 博敏 
 中林 啓子 
 野呂 典弘 
 服部 隆夫 
 服部 訓子 
 牧田 寿男 
 松本 順子 
終身 望月 雅子 
 百瀬 佳寿子 
 八木 怜子 
 米山 美鈴 
10 年 涌澤 伸哉 
終身 和田 まり子 
昭和 52（1977）年卒  
 青木 登 
10 年 磯野 佳世子 
 市橋 純子 
 伊藤 茂子 
 上田 恵子 
 猪飼 陽子 
10 年 遠藤 哲也 
10 年 大橋 光代 
 生越 朋子 
 加鹿 玲子 
10 年 神谷 公子 
 川辺 徳子 
 熊田 裕子 
 合志 和彦 
 古西 清司 
 近藤 良一 
 坂根 弓子 
10 年 坂本 達一郎 
 佐々木 治 
 佐藤 京子 
 三部 千恵子 
 四方 浩子 
 柴田 一郎 
10 年 柴本 浩典 
 杉山 富士江 
 鈴木 忍 
 高橋 由紀子 
 滝口 清子 
 竹之内 敏弘 
 戸塚 順子 
 戸塚 実 
 中里 直美 
 中島 美智子 
 西村 利恵 
 沼澤 真理子 
 橋爪 崇 
 波多野 力 
 藤浦 秀人 
10 年 牧野 栄一 
 丸山 久美子 
 水嶋 由利 
 村橋 桂子 
 村橋 均 
終身 柳原 幸子 
終身 山本 藤輔 
昭和 53（1978）年卒  
 青木 恵子 
 安達 三郎 
 井浦 教子 
10 年 石岡 政子 
 岩本 明彦 
 岡田 澄子 
 岡野 順子 

10 年 瓦谷 秀治 
10 年 木下 俊也 

 栗田 祐子 
 桑名 肇子 
 小出 弓枝 
 坂本 勢津子 
 佐藤 和彦 
 篠原 宏治 
 田内 里美 
10 年 竹本 訓子 

 千葉 良之 
終身 寺田 美智子 

 道鬼 富博 
 久嶋 道広 
 福沢 知子 
 藤井 きょうこ 
 藤井 裕子 
 堀江 久美子 
 前田 典子 
 松橋 直美 
 三谷 淳子 
 森 茂雄 
 森 美貴子 
 山本 啓二 
昭和 54（1979）年卒  
 在原 早苗 
 在原 登 
10 年 安藤 公一 
10 年 池田 潔 

 池田 しのぶ 
 池本 長司 
 市橋 透 
 海野 一美 
 掛川 直子 
 加藤 泉 
 菊地 勝 
 北村 俊夫 
 木村 美子 
 桑原 尚子 
 坂井 節子 
 坂井 俊則 
 佐々木 敏郎 
10 年 鈴木 隆 

 高木 邦明 
 高林 ふみ代 
 土田 治之 
 土田 素子 
 長島 延拡 
 西岡 真理子 
 服部 宏明 
 花村 祥子 
 林 真人 
 平野 玲子 
 堀田 豊子 
 牧田 智津子 
10 年 水島 久美 
10 年 水島 教之 

 三室 佳子 
 宮城島 正枝 
 村上 博子 
 望月 都 
 森川 高 
 山崎 芳枝 
 吉田 静生 
 吉田 敬 
終身 吉田 昌史 

昭和 55（1980）年卒  
 石井 要成 
 石川 和正 
 梅垣 敬三 
10 年 老田 明子 

 岡田 宜彦 
 勝丸 由美子 
10 年 金森 久美子 

 川嶋 宏美 
終身 後藤 利宏 
終身 後藤 美重子 
10 年 小林 才世子 

 榊原 幹生 
 佐々木 洋子 
 佐藤 和裕 

 篠塚 朋子 
（修士） 白瀧 美智子 
 杉井 邦好 
終身 鈴木 みどり 
終身 高橋 俊博 

 谷 重喜 
 辻 由紀子 
 津田 弘太郎 
 内藤 弘 
 内藤 縁 
 西浦 伊公子 
 橋爪 隆江 
 速水 喜朗 
 深尾 幸保 
終身 福田 忠明 

 牧野 法子 
10 年 山下 瑞江 

 山田 雅和 
10 年 山田 昌樹 

 結川 宏子 
終身 渡辺 文孝 

昭和 56（1981）年卒  
 秋山 欣三 
 安達 みどり 
 池ヶ谷 進 
 石田 さとみ 
 石間 街子 
 岩原 邦宏 
 植松 和子 
 内田 玲子 
 勝又 陽子 
 河合 陽子 
 北川 日佳子 
10 年 小池 弘子 
10 年 近藤 明子 

10 年（修士）杉山 裕茂 
10 年 高木 由紀 

 高木 玲子 
 高松 美保子 
 竹中 康晴 
 立川 哲也 
 立川 富子 
終身 辻 善春 

 土肥 佳史 
 中根 文重 
 中村 享 
 野口 恵子 
 春田 武久 
10 年 丸山 徹也 

 宮腰 弘子 
終身 本島 久也 
10 年 山下 和夫 

 吉田 敏彦 
 渡部 由紀子 
昭和 57（1982）年卒  
 朝比奈 由和 
 有賀 美津子 
 池田 香里 
10 年 石原 由美 

 石間 強 
 市川 晶子 
 今井 信行 
 岩崎 順子 
 岩下 敦子 
 上田 春美 
（博士） 大軽 靖彦 
 大島 勝 
終身 小栗 由弥子 
10 年 乙田 ゆかり 
終身 角田 真澄 
10 年 勝山 善彦 

 加藤 伸二 
終身 門脇 真 
終身 河本 光宏 
10 年 桐原 市博 

 倉澤 由美子 
 小久保 宏恭 
 斉藤 智佐子 
 下田 宗人 
 杉岡 典子 
 杉村 敦子 

 杉村 壮一 
 田畑 尚子 
 千葉 敏郁 
10 年 塚田 秀夫 

 永田 実 
 名倉 百合子 
 古橋 美佳子 
 松浦 智子 
 松永 正之 
 松本 正敏 
 美濃部 淳子 
 諸田 和子 
 諸田 隆 
 山口 典子 
 吉田 由利恵 
昭和 58（1983）年卒  
 安間 始 
終身 石川 日出美 

 石原 夕美 
 宇田 順子 
 小川 恵 
終身 賀川 義之 

（修士） 加藤 善久 
 栗原 美也子 
終身 鹿野 昇 
終身 高橋 秀明 

 塚本 理史 
 那須田 好男 
終身 南部 佳代子 

 西田 慶子 
 服部 直美 
 服部 大 
終身 藤井 史恵 
終身 間中 友季子 
終身 本島 玲子 

 本山 忠 
昭和 59（1984）年卒  
終身 浅野 広志 

 芦川 裕子 
 石井 勇司 
終身 石川 元章 
10 年 稲葉 厚弘 

 井上 泰秀 
終身 海野 敬乃 

 大石 哲久 
終身 大石 美満 

 大木 英嗣 
 大橋 訓子 
 川島 拓 
 黒澤 豊彦 
終身 越田 晃 

（修士） 小嶋 清一郎 
10 年 堺谷 研嗣 

 阪田 美子 
 佐藤 春美 
10 年 柴田 隆之 
終身 須賀 正美 

 鈴木 文子 
 鈴木 玲子 
 高橋 浩二 
10 年 田中 喜久夫 
10 年 長尾 康博 

 野中 稔 
 橋本 佳己 
 平野 桂子 
 深澤 由紀子 
 古川 真郎 
 堀之内 晴美 
 堀之内 英樹 
 前沢 正和 
 前田 浩 
 牟礼 孝貴 
 森信 智子 
 矢島 ゆか 
終身 山本 知代子 

 山本 通代 
 吉田 千佳代 
10 年 和田 久仁恵 

昭和 60（1985）年卒  
 赤池 智子 
10 年 秋山 晋一郎 



昭和 21（1946）年卒  
 児玉 光子 
昭和 23（1948）年卒  
 小竹 京子 
昭和 24（1949）年卒  
 土村 保子 
 米澤 宜子 
昭和 25（1950）年卒  
 安間 俊子 
 木口 隆子 
 武藤 幸子 
 渡辺 喜久代 
昭和 27（1952）年卒  
 坂本 千世 
昭和 28（1953）年卒  
 上塚 敬子 
 細田 興子 
 室伏 すみ子 
 山田 和子 
昭和 29（1954）年卒  
 大西 安子 
10 年 小野 郁夫 
 瀬尾 弘子 
 渕野 恒雄 
 正木 ミツエ 
10 年 増田 令子 
昭和 32（1957）年卒  
 青山 健一 
10 年 秋山 矩子 
 池田 栄成 
 泉 安子 
 稲名 一枝 
 太田 斐子 
 開発 邦男 
 河西 健 
10 年 杉浦 暢 
 辰己 好美 
 中谷 貴美子 
 平野 昌子 
 増井 幸子 
 増井 千恵子 
 松岡 淑子 
 三谷 倫一 
 森谷 甫美 
10 年 山村 美智彦 
昭和 33（1958）年卒  
 青山 仁 
 縣 貴江 
 石田 佳子 
 右近 洋英 
 大坪 千恵子 
 塩谷 勝夫 
 杉本 多喜子 
 田中 純子 
 田村 重継 
 辻 永子 
 中島 信子 
 中村 てる子 
 野呂 和子 
 風里谷 歌子 
 堀田 好 
 前田 祐子 
10 年 吉田 佳子 
昭和 34（1959）年卒  
 安藤 圭子 
 飯島 千穂子 
 逸見 絹代 
 伊藤 典子 
 伊藤 玲子 
 大嶽 英子 
 小野田 従子 
 神谷 大三郎 
 酒井 光江 
 柴田 幸子 
 長倉 久美子 

 溝口 しづ 
 矢沢 光子 
 山口 修 
 山本 昭野 
 吉田 薫子 
昭和 35（1960）年卒  
10 年 有田 政彦 
 市中 洋子 
 宇都 宗長 
 宇都 仁子 
 遠藤 伸江 
 大木 英也 
 奥村 太一 
 尾崎 克子 
 角田 藤子 
 久保田 浩子 
 久保田 光秋 
 小林 弘子 
 小林 富二男 
10 年 杉山 豊美 
 鈴木 澄雄 
 鈴木 千枝 
 谷戸 恵子 
 百々 紗世子 
 鳥居 暁 
 中嶋 イチ子 
 鍋谷 勤 
10 年 林 正康 
 半場 道子 
 東 利子 
10 年 星 由利子 
10 年 松永 義明 
 溝口 謙吾 
 山下 恒子 
10 年 山田 とし子 
昭和 36（1961）年卒  
 朝木 はる子 
 井上 隆子 
 大塚 信子 
 岡 鐵雄 
 小堤 公子 
 金井 修躬 
 河谷 浩子 
 木下 幸子 
 佐藤 美也子 
 四條 英子 
 渋谷 けい子 
10 年 高木 操 
 中川 豊子 
 仲道 述夫 
 中村 阿丈 
 中村 孝二 
 野口 勝巳 
 福島 俊郎 
 古田 尚平 
 堀井 大治郎 
 松永 純一 
 丸山 晃 
 水谷 義美 
 山崎 宏子 
 山崎 雅江 
 山下 敏夫 
 山田 富彦 
 山本 擴 
10 年 渡辺 亜沙子 
昭和 37（1962）年卒  
 大久保 好子 
 奥田 允子 
 賀村 雅子 
終身 亀井 興 
 河村 信弘 
 蔵本 和彦 
 桑原 伊玖子 
 小西 一宏 
 近藤 静男 

 笹田 庸子 
 佐藤 朝子 
10 年 鈴木 智彦 
 鈴木 光子 
 大長 美穂子 
 平良 武男 
 千葉 隆子 
 西田 幹夫 
 平松 朋子 
 松岡 千恵子 
 松澤 和子 
 松原 民子 
 村松 きよみ 
 吉岡 はま 
昭和 38（1963）年卒  
 石島 弘明 
 上杉 史代 
 小栗 瑠璃子 
10 年 風間 舜介 
 川口 和子 
 小泉 恵子 
 五島 廉輔 
 小林 信良 
 佐藤 寛子 
 志村 孝 
 鈴木 清 
 砂本 勝 
 竹津 秀麿 
 中川 淳 
 野口 英世 
 野呂 忠敬 
 森 和義 
10 年 森 元邦 
 吉田 信正 
 渡辺 直則 
昭和 39（1964）年卒  
 秋山 百合子 
10 年 浅海 英子 
 新 邦夫 
 有光 とし子 
 飯塚 優規子 
 石原 さち子 
 犬伏 式生 
 犬伏 三千代 
 岩本 浩代 
 小沢 敬子 
 開発 雅子 
 柿谷 芳宏 
 河原畑 二郎 
 神田 佳和 
 左納 通正 
 鈴木 康夫 
 辻 邦郎 
 西澤 伸行 
 馬場 諄直 
 本田 貫十郎 
 三浦 勇二 
 宮本 正紀 
 八鍬 恭子 
昭和 40（1965）年卒  
 秋山 喜彦 
 足立 一彦 
 岩村 晋 
 大塚 坦造 
 奥村 淑恵 
 木苗 直秀 
 河野 悦子 
 五島 綾子 
 小西 みゆき 
 齋下 光宏 
 佐合 武 
 志村 洋子 
 鈴木 一市 
 高橋 圭子 
 竹内 敏雄 

 谷澤 久之 
 手塚 勇 
 中 寿美 
 中川 いく子 
 長沢 淑子 
 中島 欣吾 
 平野 正幸 
 堀井 貞佑 
 本多 洋子 
 増田 吉雄 
 松浦 美恵子 
 宮本 靖夫 
 村上 みね子 
 村上 雄厚 
 村越 信義 
 山口 正代 
 山下 紘子 
終身 横倉 輝男 

昭和 41（1966）年卒  
 阿部 千恵子 
 池田 洋子 
 石川 いく子 
 稲垣 忠 
 大場 浩 
 片岡 睦 
 木下 孝夫 
 金原 昌臣 
 齊藤 愼一 
 清水 義允 
 鈴木 宣子 
 鈴木 義則 
 高橋 郁子 
 田辺 智弘 
 谷澤 康子 
 都築 幸子 
 手塚 雅勝 
 成田 愈尚 
 糠谷 東雄 
 野田 弘子 
 服部 徳子 
 古木 昭夫 
 味知 恵子 
 森田 俊夫 
 山崎 悦孝 
 渡邉 能子 
昭和 42（1967）年卒  
 上西 明子 
 内田 隆 
 内田 文代 
 興津 馨 
 奥村 令子 
 小泉 听也 
 後籐 正典 
終身 斉藤 紀恵 

 鈴木 和子 
 芹沢 嘉子 
 高田 トシ子 
 竹下 邦雄 
 田村 八宏 
 近松 房枝 
 長島 紀子 
 糠谷 ミツル 
 長谷川 進彦 
 長谷川 米子 
 浜村 恵子 
 平野 美恵子 
 船山 和彦 
 茗荷 昭男 
 茗荷 浩子 
 鷲巣 昭弘 
 鷲巣 幸子 
 渡辺 武明 
昭和 43（1968）年卒  
 浅岡 公江 
 岩崎 健一 
 梅村 尚子 
 大庭 均 
 小笠原 純子 
 梶原 和恵 
 片桐 且正 
 川口 彰 

 北原 功久 
 北村 久代 
 木俣 六司 
 向後 勝成 
 斎藤 正子 
 佐藤 美代子 
 鈴木 登志子 
 鈴木 ふみ子 
 高橋 久美子 
（修士） 高山 修一 
 谷口 邦子 
 辻 静子 
終身 中 公子 

 永野 博正 
終身 仁科 美代子 

 野沢 千鶴子 
 深沢 伸之 
 藤井 武教 
 堀川 武 
 本間 文夫 
 前田 文子 
 丸山 博三 
 美﨑 英生 
 美崎 陽子 
 村松 鐸治 
 森下 隆子 
 山上 寿子 
終身 山本 武司 

昭和 44（1969）年卒  
 朝比奈 都志子 
 安藤 亮司 
10 年 岩城 節子 

 植田 悦子 
 浮島 美之 
 大石 悦子 
 奥川 徹 
終身 桐浴 静江 

 佐藤 しづ子 
 佐藤 正基 
 鈴木 勝雄 
 武田 隆幸 
 手塚 利憲 
 東郷 笑美子 
（修士） 中島 勝明 
 中山 和久 
 馬場 宏行 
 藤井 真 
 水島 きく江 
 溝上 俊之 
10 年 村松 郁延 

 望月 笙子 
 森本 正信 
 若尾 直司 
昭和 45（1970）年卒  
 青木 興治 
 青木 美佐子 
 市尾 義昌 
 伊藤 徳雄 
 稲葉 藤子 
10 年 内神 啓子 

 浦野 治明 
 小楠 和彦 
 尾阪 芳孝 
 小股 和裕 
 折田 和恵 
 川岡 達彦 
 岸本 美子 
 金月 一夫 
10 年 熊谷 直人 

 桑山 雅枝 
 後藤 武茂 
 後藤 守男 
 小林 政幸 
 佐野 満昭 
 柴田 揚子 
 清水 昭夫 
 清家 功 
 高山 雅子 
10 年 仲谷 博明 
終身 新里 光子 

 野田 幸男 

 法月 正善 
 廣田 勇夫 
 藤城 玲子 
 堀内 淳司 
 増井 立美 
 増田 恒夫 
 増田 義典 
 望月 和子 
 望月 利郎 
 山崎 正敏 
 山下 健二郎 
 山本 育由 
 藁科 利夫 
昭和 46（1971）年卒  
 青木 行雄 
終身 安倍 恵子 
終身 安倍 道治 

 井出 知子 
10 年 伊東 俊雄 

 今村 政晴 
10 年 岩﨑 年史 

 海野 忠市 
 小川 光子 
10 年 小木曽 俊夫 

 桶川 修 
 神谷 庸 
 木苗 恵子 
 久保田 美恵子 
 熊谷 猛 
 熊谷 房子 
 近藤 隆 
 坂上 むつみ 
 澁谷 育栄 
 瀬戸 きみ子 
 高橋 紀子 
 田中 隆子 
 土山 ふみ 
 長倉 章夫 
 中村 芳正 
 野路 久仁子 
 原口 ふじ江 
 廣田 孝之 
 堀川 正 
 前田 勝代 
 前田 利男 
 前田 稔 
10 年 松井 静雄 

 松島 三重子 
 水野 茂 
 味知 博泰 
 村岡 孝子 
 望月 智子 
 山城 實子 
 山田 静雄 
終身 若林 敬二 

昭和 47（1972）年卒  
 相坂 力 
 秋山 岳士 
 阿部 由美子 
 石川 雅章 
 宇野 恵美子 
 大場 明男 
 大庭 茂樹 
 金田 恵美子 
 川田 礼子 
 河村 博 
 神戸 研一 
 北村 洋子 
 木下 俊子 
10 年 熊谷 ますみ 

 小瀬 俊裕 
 酒井 道雄 
 坂本 忠勝 
 坂元 洋一郎 
 提坂 雅昭 
 佐塚 純子 
 芝 和子 
 柴 善三郎 
10 年 鈴木 典子 

 高橋 俊二 
 田村 義男 

令令和和 66 年年度度  会会費費納納⼊⼊者者⼀⼀覧覧（（敬敬称称略略））  
終⾝：終⾝会費納⼊者  10 年：10 年会費納⼊者 

(修⼠)：修⼠修了年      (博⼠)：博⼠修了年 



静岡市の「在宅薬剤師」を目指すなら

創業４７年のすずらん薬局

イインンススタタ 会会社社　　HH  PP

会員専用Webサービスのご案内
http://shizuyaku.jp

静薬学友会 検索
スマートフォンからも
ご利用いただけます。

パスワードを
忘れた方

一度もログインしたことがない方で、パスワード
がお分かりにならない場合は、事務局にお問い
合わせください。パスワードを再発行いたします。

万一、変更したパスワードを忘れてしまった
場合は、画面のパスワードを忘れた方より、
登録済のメールアドレスと生年月日で即時
に再発行を受けることができます。

画面右上のマイページをクリックしてくださ
い。「会員ID/パスワード」を入力後、ログイン
をクリックしてください。

ご自身のID／パスワードを確実に保管していただき
ますようにお願いいたします。

Web名簿システム
ログイン 初回ログイン時には、メールアドレスと

生年月日の登録が必要になります。

＊



静岡県立大学薬学部同窓会報
2025年（令和7年）№93

� 白い花　藤井尚子（昭和40年卒）

特集　薬学×○○　広がる可能性と新たな連携

主催 ：一般社団法人静薬学友会 ・静岡県立大学薬学部

【講　演】

令和 7 年度薬学生涯研修講座

「急増するサルコペニア、
　　　　　　　　フレイルの発生要因とその対策」

2026 年 2 月 22 日 （日）　
                      13 ： 00 ～ 16 ： 45

静岡県立大学小講堂 ・ および zoom 配信

1. 「運動や不活動に対する骨格筋適応の分子メカニズムとサルコペニア」
講師 ： 静岡県立大学食品栄養科学部教授　三浦　進司

2. 「その薬物療法は本当に生活のことが考えられていると思いますか？
　　　　　　　ー元気な高齢者を増やすためのリハ栄養 ・ リハ薬剤ー」

講師 ： 浅ノ川総合病院薬剤部　　東　敬一郎

【参加方法】

　　静薬学友会ホームページよりお申込みください
　　　　　　　　　

日本薬剤師研修センター研修認定単位 2 単位交付

令和 7 年度薬学生涯研修講座運営委員会　委員長　若林敬二
問い合わせ ・ 参加申込先 ： 一般社団法人静薬学友会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒422-8526　静岡県静岡市駿河区谷田 52-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL（054） 265-8763　℻（054） 265-8769

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Email:shizuyak@u-shizuoka-ken.ac.jp

3. 「まちとつながる薬局のカタチ
　　　　　　　　～サクラノキプロジェクトを通じた薬剤師の社会的役割～」

講師 ： 株式会社やまうち薬局　経営企画室 / 在宅部門　吉田　萌生

4. 「フレイル ・ サルコペアの進行を防ぐために
　　　　　　　　　　　　　ー高齢者の状態に応じた運動支援の工夫ー」

講師 ： 聖隷クリストファー大学リハビリテーション学部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理学療法学科准教授　俵　祐一

参加費無料
　　会員以外でも

ご参加いただけます

（http//ｓｈｉｚｕｙａｋｕ．ｊｐ)


